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　昼休みの廊ろう下かには魑ち魅み魍もう魎りようが棲すんでいる。と、そのうち誰だれかが言うハズだった。

「ぅあー……っ」

　予定外のコトに情なさけない声で後ずさってしまう僕の頭の上で、

『ん？　どうした織おり人と』

　胴どう体たいがぷるぷるこんにゃくという奇き特とくな子こ狐ぎつねの式しき神がみが、渋しぶい声で身じろぎする。

『三択問題です、レキさん……！』

　埼さい玉たま県立・吝やぶ華さか高校。とある校舎のＴ字路で、僕の進しん退たいはとりあえず窮きわまった。

『うぬ……？』

　両耳をぴくぴくさせて立ち上がったレキさんの視し線せんはスバヤく前方に向けられる。

　そこに見えていたのは、廊下片かた側がわにたたずみ窓まどから光を受ける一人の少女。

　艶つややかな黒くろ髪かみをリボンでくくり、飾かざり紐ひものついた黒の手て套ぶくろを両りよう腕うでにはめている、マボロシのように美しい女生徒だった。

『ん……？　あれは初はつ雪き御嬢様ではないか。どうした織人』

『忘わすれたんですかレキさん。僕達は今、その初雪さんへのプレゼント材料を抱かかえているんですよ……！』

『な、なんだと……？　しまった!!　サプライズがばれてしまうではないか……!!』

　頭の上に僕以外の人間には見えない存そん在ざいを乗っけた僕、森もり口ぐち織人は、Ｔ字路の真ん中で大きな紙かみ袋ぶくろを抱えオロオロと足あし踏ぶみをしてしまう。

　袋の中身は、いつもお世話になってしまっている初雪さんにナニかお返しができないモノかと校内のツテを頼たより、それなりの対たい価かを払はらって手に入れたシロモノで、この段だん階かいで誰かに──特に初雪さんに見つかったりしたら、説明と言うかイイワケが少々メンドクサイことになる。

　なにしろその材料というのはツヤっツヤの黒くろ革かわ生き地じと、それらを縫ほう製せいする道具一式。

　これをどうするかと言うと、僕はレキ、それから遥はる奈な原ばら家けに仕える式神達と共に、初雪さんに彼女のトレードマークとも言える手套を手作りして、プレゼントするつもりなのだ。

　けれども、

『もしこれを初雪さんに見つかって、贈おくり物ものだってコトがばれちゃったら……』

『うむ、我らは他の式神達からしばらく口はきいてもらえまい……、というか口をきけない状じよう態たいにされる危き険けんすらある！

　さすがの式神狐もコンニャク上にうっすらダシの効きいた汗あせを浮うかべている。

『し、しかも、初はつ雪きさんのコトだから、これを見た瞬しゆん間かんに……っ』

『うむ……、その可能性も充分だ……!!』

　プレゼントの段だん取どりが整っていたのなら問題はない。

　けれど、『あ、織おり人とさんそれはなんですか？』的に、このままひょいっと初雪さんに紙かみ袋ぶくろの中を覗のぞかれでもしたら、彼女は途と端たんに怯おびえるように僕の手を摑つかんで、

『な、なんですかその黒いレザー生き地じはっ！　まさか……オリジナルのボンテージ衣い装しようを作って私に着せるために……っ、だ、だめです織人さんっ！　そんなお洋服として成り立っていないようなハレンチな衣装を着るコトなんて、私はできません……ッ！　でも……み、みなさんが心を込めて作ってくださったものなんです、よね……？　だったら私……袖そでを……通します……っ！』

　みたいに滅めつ裂れつ的てきな妄もう想そうを僕へと流し込みかねないのだ。

　それが彼女、陰おん陽みよう師じである遥はる奈な原ばら初雪さんの能のう力りよくであるがゆえに……ッ!!

『そんな初雪さんの思念を昼間っから浴びたら、僕はもう午後の授業を受けられません！』

『ならば織人、別の道を──って、な、なにぃぃッ!?』

『やっと気付いたんですか!?　そう、引き返そうにも僕らの背はい後ごには、すでに王生いくるみさんがいるんですよッ!!』

　僕と式しき神がみが来た道を引き返そうにも、そこにはいつの間にか、廊ろう下かを半分塞ふさぐようにして一つのベッドが横たわっているのだ。

　どうしてベッドが廊下に!?

　だってベッドって言ったら、人が横になってスヤスヤ眠ねむる、あのベッドのコトで、そんなものがどうして校内に置かれているの!?

　僕の中の常じよう識しき的てきな部分が上げた声は、けれど一いつ瞬しゆんで氷ひよう解かいする。答えは簡かん単たんだった。

　まず、廊下を塞ぐ寝しん台だいの底には幾いくつもの車輪やキャタピラが付いていて、リモコン制せい御ぎよでこれが自じ在ざいに動き回る。なおかつその外見は、もはや高機動お姫様の小こ部べ屋やとも言うべきモノで、四よ隅すみの柱に支ささえられた天てん蓋がいからは内部を覆おおい隠かくすようにレースが下りている。

　そもそも僕は、もう幾いく度どとなくこの小型の天蓋ベッドが校内をものすごいスピードで『左ニ曲ガリマス！　左ニ曲ガリマス！』とか合成音を轟とどろかせ移い動どうしていくトコロを目もく撃げきしていたのだ。

　そして内部。

　ふかふかの寝しん具ぐに横たわっていたのは、短いスカートと黒タイツ、キリリとした眉まゆ、ぱっつん前まえ髪がみに後頭部はポニーテールという出いで立たちの少女で、彼女こそこの学校に君くん臨りんする高機動生徒会長・王生枢すう、そのヒトなのだった。

　僕は彼女に大きな借りがあって、なにかと呼よび出だされては丁でつ稚ちのように生徒会の仕事はもちろん、王生さんの個人的な用事を手伝わされたりしている身の上で、

『今、あのヒトに見つかったら──』

『確かく実じつに雑用を言いつけられ、今日は丸々潰つぶれるな……』

　実はここ数日、僕は王生いくるみさんの呼よび出だしから逃にげ回まわっている状じよう態たいだった。

　ここでもし鉢はち合あわせなんてしてしまったら、

『見つけたぞ森もり口ぐち。よくもぼくから散さん々ざん逃げ回ってくれたな。今日という今日は逃がさない。さっさとベッドに上がってこの本を朗ろう読どくしろ。もちろん、優やさしく語りかけるようにだ。ぼくは最近とみに寝ね不ぶ足そくなんだ！』

　とかワガママ放題を押おし付つけられて、もしもその申もうし出でに拒きよ否ひを示そうものなら僕は彼女必殺の〝陰おん陽みよう鍼ばり〟で身体を乗っ取られてしまうに違ちがいない。

　なにを隠かくそう、彼女は生徒会長でありながら〝王生式〟という鍼はりを使う陰おん陽みよう師じでもあるのだ。

『と言うか、百歩譲ゆずって王生さんの雑務に付き合うのはかまわないとしても、今彼女と廊ろう下かでなんやかんややってたら、絶ぜつ対たいに初はつ雪きさんに見つかっちゃいますよねコレ！』

『ならば織おり人と、残りの道を──って、な、なにぃぃぃッ!?』

『だから僕は最初から三択だって言ったでしょう!?　最後の選せん択たく肢しは、三さん兆ちよう院いんさんなんですよ!!』

　Ｔ字路最後の道からコチラにやってくるのは、肩かたまでの栗くり色いろの巻まき毛げに垂たらした女の子で、なんと彼女も陰陽師。フルネームで三兆院琉る夏かと称しようする彼女は『三兆院兵ひよう法ほう』という流りゆう派はを継けい承しようする術じゆつ者しやの末まつ裔えいで、しかも変身すれば半はん身しん半はん蟲ちゆうの妖よう怪かい・絡新婦じよろうぐもでもあるというのだから、すさまじくややこしい。

　なおかつこの三兆院さんという人は、えぇと、なんと言うか功こう名みよう心しんが高いと言うか、競争意い識しきが激はげしい感じで、僕の顔を見れば、

『ここで会ったが森口織人ですわッ！　今日こそこのわたくしの妖怪退たい治じに同行してもらいましてよ!?　そしていい加か減げんそのパワーアップ能のう力りよくをわたくしにも使ってくださらなくて!?　エコヒイキはよろしくないですわっ！　わたくしも強くなりたいんですのっ！　強くなって遥はる奈な原ばら初雪にわたくしの力を認みとめさせてやるんですわぁッ!!』

　とかなんとか叫さけばれて、僕はあっという間に蜘く蛛もの糸でぐるぐる巻きにされて、どこぞの心しん霊れいスポットに連行されてしまうに違いないのだ。

　これはもう、初雪さんに見つかるとか見つからない以前に、相当うっとうしい。

『どうしましょうレキさんっ！　逃げ道が、逃げ道が……っ!!　このままだとトンデモないことに!!』

『お、落ち着け！　落ち着くんだ織人!!　こういう時にはゆっくり奇き数すうを数えるんだ！』

『わかりましたよぉし、１……３……５……ってやってる場合か！　それを言うなら素そ数すうです素数！　レキさんこそ落ち着いて！』

　ツッコミの切れ味も悪いと言うより、これはもはやネバついているレベルに陥おちいっているどうしようもない僕がＴ字路の真ん中で、陰おん陽みよう師じの三人に挟はさみ撃うちにされるまで、残された時間はもう十秒もない。

　決けつ断だんしなければならなかった。

　初はつ雪きさんの方向に進んで、普ふ通つうに紙かみ袋ぶくろを指し摘てきされない可か能のう性せいはある。

　生徒会長・王生いくるみさんの方に忍しのび寄よってベッドの陰かげを抜ぬけて彼女に見つからない場合だってあるだろうし、ボケっとしている三さん兆ちよう院いんさんの横を通過するチャンスだって──いや、だめだ！　そんなのうまく行くわけが──

『織おり人とよ』

『な、なんですかレキさん、なにか妙みよう案あんでも!?』

「我は急用を思い出したので先に行く」

『な、へ？　ちょぉおおおおおッ!!　な、そ、そんなッ！　ああっ！　レキさんッ!?　こんの裏うら切ぎり者ものォおおおオぉぉぉーッ!!』

　そして、よき理り解かい者しやであるハズの式しき神がみすら逃にげ出だすという救すくいのない難なん破ぱ船せん、森もり口ぐち織人丸が、窓まどから外に飛び出したこんにゃく狐ぎつねへ思わず身を伸のばした、ちょうどそのタイミングで、

「あ、織人さん……っ」

　届とどく、黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの陰陽少女、初雪さんの声。それとほぼ同時に、

「ん？　なんだ織人、そんな大荷物を抱かかえて」

　前髪ぱっつんサムライ少女たる王生さんがこちらに気付いてしまい、そして、

「あら、なにをやってるんですの森口織人。投身自殺には高さが足りなくってよ？」

　栗くり毛げ巻まき髪がみ、強気が眉まゆ毛げに出まくっている三兆院さんの三人に声を掛かけられてしまうのだ。

　まさかの四よん択たく目。同時に全員と接せつ触しよくというこの展てん開かい。なんてヒドイ、なんてカオス。

　僕は破は滅めつを確かく信しんしてへなへなとその場に膝ひざをついてしまうのだった。

　が──

「あ……王生さんも三兆院さんも、どうされたんですか？」

「これは奇き遇ぐうなのか？──遥はる奈な原ばらも三兆院も暇ひまそうだな」

「まったくなんなんですの？　生徒会長・王生枢すう先輩と、副生徒会長の遥奈原初雪なんて存そん在ざいに挟まれたら、凡ぼん人じん・森口織人は裏うら返がえって消しよう滅めつしかねませんわ」

「え、あ、あれ……？」

　──しかし、なのだ。

　三人の興きよう味みは、僕を含ふくめた四人が鉢はち合あわせという全体状況じようきようへと向けられて、

「こ……これは……」

　一番不安だった『初雪さんの妄もう想そうが僕によって暴ぼう走そう』という展開、そして『王生さん、もしくは三兆院さんによって僕がイズコかに連行される』という問題すらも、その気配はここにはなくて。

「まさか、こんな選せん択たく肢しが正せい解かいだったとは……ッ!?」

　そして、偶ぐう然ぜんにも鉢はち合あわせした陰おん陽みよう師じ達がそれぞれに挨あい拶さつを交わす声を、妙みように遠くに聞いてしまう僕がようやく立ち上がれたその時。

「「「ッ!?」」」

　僕を除のぞく女の子三人の気配が一変する。

「え？　なにが──」

　なによりぴりりと張はりつめた空気にびっくりした僕が見たモノは、波打ち動いた彼女たちの髪かみの毛だった。

「ゆ……《黝ゆう燐りん》が、反はん応のうしてる!?」

　陰陽師の毛もう髪はつは第六感を司つかさどる。

　霊れい気きを感じ取る感覚器の名は《黝燐》。

　それらが一方向を指し示していた。

《砂すな御み門かど》筆頭陰陽師・遥はる奈な原ばら初はつ雪きの黒髪が形づくる二ふた筋すじ、ウサギの耳のような髪が、

《王生いくるみ式しき》の鍼はり使つかい、王生枢すうのポニーテールの先せん端たんが、

《三さん兆ちよう院いん兵ひよう法ほう》末まつ裔えい・三兆院琉る夏かの巻まき髪がみが、

　一いつ斉せいに反応した廊ろう下かの向こう。

　妖よう怪かいの集団は、そこにいた。

　毛髪の霊れい覚かくじゃなくて、普ふ通つうの五感で感じるならば、それはまず耳。聴ちよう覚かくに騒そう音おんという形で流れ込む。

「まぁあてえええこのぉぉおおッ！　魍モウ魎リヨウの分ぶん際ざいで河かつ童ぱ様であるこのわたしを跨またいだな!?　許ゆるさん許さん許さんぞぉおおおーッ！」

　次に視し覚かく。瞳ひとみに映るのは一人は制服のスカートからしましまのスパッツを覗のぞかせたショートカットのスポーティな少女であり、

「ふひゃああんっ！　ねえねえカスミっち！　だめじゃんだめじゃんだめなんじゃんっ!?　学校で妖怪化しちゃだめなのかもよぉおおッ!?」

　もう一人は片かた目めに眼がん帯たい、首には固定器。左ひだり腕うでを三さん角かく巾きんで吊つり右みぎ脚あしをギプス、松まつ葉ば杖づえを器用に操あやつってそれでも先行する女子生徒に追つい従じゆうする、ツインテールな満まん身しん創そう痍いの女子生徒だった。

　はて、どこに妖怪がと言うなかれ。

　この二人こそが妖怪、〝河童〟と〝オバリヨン〟だったりするのだ。

「ん？　んんッ!?」

　目を凝こらす。

　二人の妖怪はナニかを追って、こちらに驀ばく進しんしてきている。

　追われているモノはレキさんのような小動物。──いや、こんなコト言ったらこんにゃく式しき神がみに思いっきり嚙かみつかれる。

　彼女達が追つい撃げきしているモノを言葉で言い表すなら、全体は焼やけ焦こげた暗あん褐かつ色しよく。頭に鉛なまりのように黒い仮か面めんを着けたとおぼしき不ぶ格かつ好こうなハムとでも言うべきモノで、

「そ、そんな……校内で!!　カスミさん！　千ち春はるさん！　止まって！　止まりなさい!!」

　二人だけで昼間の学校で百ひやつ鬼き夜や行こうを始めるつもりなのだろうか。興こう奮ふんしたしましまスパッツの女子高生＝河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミも、満まん身しん創そう痍いツインテール少女＝オバリヨン・上うえ草くさ千春も、初はつ雪きさんの制せい止しの声にも止まらない。

「ばかが。今すぐ西校舎を封ふう鎖さするぞ！」

　生徒会長・王生いくるみ枢すうが天てん蓋がいベッドから飛び出し、周囲にばらまく金の鍼はりで他の生徒を寄せ付けない結けつ界かいを張はり巡めぐらせ、

「ここでわたくしの出番のようですわねッ!?」

　それとはまったく関係なく、三さん兆ちよう院いんさんはパキパキッと妖よう怪かい化か、下半身を錆さびた銀スプーンの光こう沢たくを持つ八本脚あしの蜘く蛛もへと変じさせる。

「な、ま、待ってくださいっ！　これは、いったい……、いきなり、どういう……!?」

　しかし僕の質問は、行動を開始してしまう陰おん陽みよう師じ三人にスルーされ、

「……──あの〝魍もう魎りよう〟が、昼ひる寝ねをしていたカスミの頭を蹴けっ飛とばしたの」

「の、野の上がみさんッ!?」

　いつの間にか僕の隣となりに寄より添そっていたのは、頭に黒いネコ耳を生やした小こ柄がらな女生徒。

　猫ねこ又また・野上綾あや。

　──これで、『吝やぶ華さか高校』においても屈くつ指しの個性、〝陰陽の能のう力りよく〟を持った女子高生達が集まってしまったことになる。

　普ふ段だんなにかと意い識しきし合い、なんとなく距きよ離りを置き合っているこの六人が、こうして一所に顔を揃そろえるのは本当に稀まれだ。

　そして、結果的にそのレア度の高い事じ態たいを引き起こした要よう因いんについて、猫又はどうやら心当たりがありまくるらしい。

「〝魍魎〟って……あの、変な黒いハムみたいなのも〝妖怪〟なんですか？」

「……──〝魍魎〟は〝妖怪〟とはちょっと違うんだけど」

「でも、みんなあんなに焦あせって追いかけようとしぐあぁあっぷッ!?」

　側頭部に走った衝しよう撃げき。

　僕は驚きよう愕がくにすっ転ころび、自分に激げき突とつしてきたのが仮面の肉にく塊かいだと視し界かいの端はしで知るのだった。

「い、いったぁああッ!?」

「どけぇ森もり口ぐちッ!!」

「おぶすッ!!」

　そして廊ろう下かを転がる僕を、一之瀬カスミは思わず蹴飛ばすように──と言うかあんた、きちんと鋭するどく蹴っ飛ばしたろコレぇ！

「ひゃああん邪じや魔まぁッ！」

「なごぉッ！」

　続いて、上うえ草くさ千ち春はるには松まつ葉ば杖づえでスマッシュされるのも僕。

「大だい丈じよう夫ぶですか織おり人とさんっ！」

　駆かけ寄よって起こしてくれるのは初はつ雪きさん。僕はたまらず彼女に聞いてしまう。

「す、すいません〝魍もう魎りよう〟って、なんなんですか……？」

「一言で言えば、人間があの〝魍魎〟に取とり憑つかれると、その人は〝妖よう性せい〟が揺ゆさぶられて、〝妖よう怪かい化か〟してしまうんです」

「は……初耳なんですけどその情じよう報ほう……ッ!!　そ、それじゃあ、あれが全ての元げん凶きようじゃないですか!!」

「細かいコトは後だ森もり口ぐち！　なにをオロオロと見物人になっている！　わかったならお前も働け！」

「は、はいっ！」

　王生いくるみさんの声に、僕は慌あわてて紙かみ袋ぶくろの中から一いつ対ついの甲かつ冑ちゆう籠ご手て、《雨情堤うじようのつつみ》を取り出し、両りよう腕うでに装そう着ちやくする。

『夫それ神かみは唯ゆい一いつにして御み形かたなし。虚きよにして、霊れい有あり……！』

　戦国時代の腕うで鎧よろいに包まれた両腕を確たしかめるように、僕は霊れい力りよくを《雨情堤》に注ぎ込む。

『威い鳴なり秘ひ文もん、慎つつしみ白もうすッ！』

　緊きん急きゆう事じ態たいにつき詠えい唱しようは省略。僕は遅おくれて一人、薄うす黄き緑みどりの霧きりに包まれ〝陰おん陽みよう師じ〟となる。

　途と端たんに、

「すぐにぼくの結けつ界かいを補ほ強きようしろ！」

「いいえっ！　ここはわたくしを強化するべきですわっ！」

「だ、だめですっ！　私に……私にかけてください織人さんっ！」

「ちょっとなにやってんですか三人とも!!　逃にげます逃げます！　魍魎が逃げちゃいますよおぉぉ……!!」

　三方向、いや、無言の猫ねこ又また・野の上がみさんを含ふくめて四方向からから僕は揺すられる。

　──後の話。頭ず突つきを食らわしてきたあの魍魎を捕とらえた後になっても、『あのときの森口織人の優ゆう柔じゆう不ふ断だんのせいで被ひ害がいが二倍になった』と、各方面から僕はぶつぶつと文もん句くを言われるコトになる。




　──そして、おそらく全ての発ほつ端たんはここになるのだろう。

　結果的に、あらゆるモノが元々あるべき位置に収まっていくだけだったこの事件は、それでも色々な爪つめ痕あとをそれぞれに残す。

　けれども、爪痕を刻きざまれた誰だれもが口を揃そろえてこう言うことになるのだ。

「傷きず痕あとすらつかないより、数倍ましだった」と。

　ゆっくりと、ゆっくりと、並なみならぬ日にち常じようの再さい加か速そくが始まろうとしている。
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　──ハナシは続いている。

　共学高校に潜ひそむ妖よう怪かいと陰おん陽みよう師じ達がたまたま居い合あわせ、その場にいた一匹の魍もう魎りようをよってたかって追いつめるという『真昼の魍魎パニック』の後始末もどうにか一段落した、その放課後のコト。

「あ、おにいちゃーん！」

　中庭をテクテク、『魍魎っていうのが人間の妖怪化の原げん因いんなのだとかは、もっと先に教えて欲しかったなー』と、しみじみしながら歩いてた僕を兄と呼よぶ声がする。

「ん？　頭の中の七十五％がおやつのコトにしか働いていないようなこの声は……まさか僕の妹、沙さ樹きのものか!?　どこだ、どこにいる!!」

　不意打ちを食らわないように思わず構かまえてキョロキョロすれば、

「うおっ！　正面からか！」

　髪かみの毛を音おん符ぷ縛しばりにしたちっこい一年生は、猛もう烈れつな勢いきおいでこっちに走って来ていて、

「わーい！　おにいちゃんだー！」

　見れば駆かけ寄よってくる沙さ樹きの後方には、彼女のお友達とおぼしき数人の女子が僕を指さしてコソコソお喋しやべりしている。

　というコトは、ナルホド。

　ここは沙樹の兄として彼女のためにも少しは立りつ派ぱな紳しん士しらしいところをお友達に「うごーすッ！　……さ、沙樹？　なんで勢いきおいそのまま僕にフライング頭ず突つきをかましてくるんだい……？」

「超ひさしぶりお兄ちゃんッ！　一いつ瞬しゆん誰だれだかわかんなかったよもーもー！」

「うぅぅーん！　我が妹ながらわけがわからないこのハイテンション、痛いたみいる……ッ！」

　およそ一週間ぶりの再さい会かいがそんなに嬉うれしかったのか、僕は妹から適てき度どなダメージをミゾオチに受けて膝ひざをついてしまう。

　妹の友達よ、こんな僕を見ないでおくれ……！

「ねねね！　それよりさ、初はつ雪きさんちってどうなの？　やっぱり超お嬢様!?　もう沙樹も遊びに行っていいの!?　ねぇねぇねぇってばぁ!!」

「こら沙樹！　大きな声でそんな……ッ！」

　僕は慌あわてて沙樹の片かた腕うでを取り、ダンスにお誘さそいするような体からだ捌さばきで動きを封ふうじつつ妹の滑なめらかな口を塞ふさごうとしたのだけれど、

「きゃあなにするのやめて変へん態たいおにぃちゃあああん！」

　彼女はさっとカウンターブロック。黄色い声で叫さけばれてしまうのだ。

「し、静かに！　静かにしてください、沙樹さん……っ！」

　こうなってしまったら妹の中に眠ねむっている最後の優やさしい心に耳元でお願いするしかなかった。

　学校の裏うら山やまにある初雪さんの家──と言うかお屋や敷しきに僕が居い候そうろうしているコトを、クラスメイトや一いつ般ぱんの生徒に知られるわけにはいかないのだ。

　だってそんなの誤ご解かいされないワケがない。

　この校内で『遥はる奈な原ばら初雪』と言ったら、専用の生写真ブロマイド屋さんがコンサートの道すがらの屋台のゴトク、体育館裏で通常営えい業ぎようをしている程ほどの女神っぷりで、ちなみに僕もそこのゴールド会員カード持っていたりするんだけど、それはそれとして、そんなアイドルみたいな女の子の家に、敷しき地ち内ないに、一いつ緒しよに住んでいる同級生の男子がいるとしたら、あなたは許ゆるせますか？　僕は許さない。

　だからきっと僕も許してもらえない……ッ!!

　でも実情を言えば、彼女とは本当になんにもないのだ。

　……そ、そりゃ、同じ敷地内に住んでいれば色々とハプニングは起こってしまうし、どちらかと言えば、そういうタグイのデキゴトは初雪さんとではなく妖よう怪かい達とのイザコザというカタチで起こるコトが多いし──とかイイワケしても、でもきっとみんなは、そういうトコロを納なつ得とくしてくれないと思うから！

　だから、とにかく妹の沙さ樹きに騒さわぎを大きくして欲しくなかった。

　だと言うのに、押おさえ付つけられていたハズの妹は、

「てりゃー！」

　くんっと微び動どうした次の瞬しゆん間かん、するりと制服だけを残して僕から脱だつ出しゆつッ!?

「へぇええッ!?」

　僕の腕うでには脱ぬぎ立たての学校指定、ワンピースの制服だけが残され、
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「で、でも、まだ制服は温かいっ！　そう遠くには行ってないはず！」

「と言うかお兄ちゃんの目の前にいるから!!　やめて！　わたしの制服を抱だきしめないで！」

「つまり沙樹は忍にん者じやだったの？」

　下に着ていたのだろう体育着姿すがたになっていた妹に尋たずねれば、

「今どきの女子高生はこれくらいするよ？」

「い、いや！　そこには同意しかねる！」

　初はつ雪きさんや河かつ童ぱ状じよう態たいの一いち之の瀬せさんだって、ここまではしない、と、思う……！

「そんなことより、お兄ちゃんこそどうなの？　えぇとなんだっけ、『灰はいまみれ──』」

「『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ道場』、僕が入門した、初雪さんのお家にある道場は」

「そうそう！　もう家を出て結けつ構こう経たつのに、なのにどうして？　全然強くなってないじゃんお兄ちゃん」

「い、いや、これでも結けつ構こう強くなってる、ハズなんだけど、な……」

　ぅぅうっと萎い縮しゆくする。これでも僕は家族を説得するためにカナリの大おお見み得えを切って家を出ているのだ。

「確たしかに体格とかはちょっと変わってきてるけど、やっぱり素そ質しつないんじゃないかなぁ……」

「どうして沙さ樹きはそうやって僕を上手に傷きずつけることができるの？」

「ちゃんと修しゆ行ぎようしなきゃだめだよ？　それで、沙樹のコトもちゃんと守ってね？」

「努力しますよ、マイシスター」

「で、話は戻もどるんだけどお兄ちゃん」

「うん……？」

　薄うすく溜ため息いきを吐ついて頭を搔かいていた僕が、妹に視し線せんを戻せば、

「沙樹も初はつ雪きさんちに行きたいのに！　おにいちゃんばっかり毎日毎日ずるいよ！」

「そ、それわかったから！　それは今度きちんと初雪さんに聞いてあげるから？　ね!?」

「本当に!?　やぁったぁー！」

「ってこらッ！　沙樹！　そうやって抱だきつくんじゃ……って、うおっ？」

　──実は僕にも霊れい覚かく器官、《黝ゆう燐りん》は存そん在ざいする。

　ただ性せい能のうが馬鹿みたいに悪いので放置状じよう態たいだったのだけど、この時、それが発動した。

　と言うか無理矢理外部から発動させられた。摘つまんで引ひっ張ぱられるみたいに、前まえ髪がみがぐいっと僕の後頭部方向に捻ねじれたのだ。

「ぃ、痛いたたた……ッ！　な、なにが……」

　無理矢理に首を向けさせられた形で背はい後ごを見れば、そこに立っていたのは、

「さ、三さん兆ちよう院いんさんッ!?」

「変へん態たいがいると聞いてすっ飛んでまいりましたわ？　けれどもそれが森もり口ぐち織おり人と……、まさか、あなただったとは、事実って時に悲しいモノですわね」

　両りよう腕うでを腰こしに当て、なにやら蔑さげすむような視し線せんで僕を見つめている。

「あ、い、いや！　これは違ちがうんですよ三兆院さん!?」

　と慌あわてるのだけどだめだ、言いながら脱ぬがしたての妹の制服をバサバサ振ふってたら、それはだめであろう。

「あ、あれは誰だれなのお兄ちゃん！」

「ええと、友達の、三兆院さんって言って……、お兄ちゃんの、お友達なんだ！」

　バンザイしながら尋たずねてくる妹へ、僕は被かぶせるようにすっぽりと制服を着せながら答えれば、

「は、はじめまして……、森口沙樹、です……」

「あら？　あなたの妹さんだったんですの？　だとすると、余よ計けいに……変態的ですわ」

「あ、あの！　お兄ちゃんは変態じゃなくて、ちょっと変におちょうし乗りで、不器用なだけなんです！　だから嫌きらわないであげてください！　これからも友達でいてあげてくださいっ！」

　首元のリボンを整え終わった沙さ樹きは、巻まき髪がみふりふりな三さん兆ちよう院いんさんの前まで行くと僕を庇かばうようにして言ってくれる。でも、なんだかフォローされてる気にはならないのはなぜかな。

「あなたに被ひ害がいがなくって、なおかつ合意の上というのなら別にかまわなくってよ。こちらこそ初めまして、森もり口ぐち沙樹──」

　そして三兆院さんはおもむろに縦たて巻まきロールの栗くり毛げをぱさっと肩かたの後ろへなびかせると、

「──わたくしが三兆院琉る夏かですわっ！」

　意味のわからないその勢いきおいに、沙樹はこくこくと頷うなずいた。

「……ところで森口織おり人と？」

「な、なんですか……？」

　どうしてこの人はいつもこんなにも満足げなんだろう……とか、コトのなりゆきに呆ぼう然ぜんとしていると、

「こちらの妹さんも、あなたと同じ〝陰おん陽みよう師じ〟ですの？」

「おん、みょうじ……？」

　同じく、沙樹が呟つぶやくようにして僕へ視し線せんを向けてくるので、

「な、ちょ、ち、違ちがいますちがいます！　なに言ってんですか三兆院さん!!」

　僕は妹の首の傾かたむきに、ぐいっとさらに角度を与えて、

「ねえ沙樹？　ほら、お友達が待ってるよ？　行かなきゃぁ！」

「あっ！　忘わすれてた！　じゃあお兄ちゃん！　お兄ちゃんはあの約束忘れないでよ!?　ぜったいだよー！」

「……ふぅ……」

　僕は友達三人と合流する妹を確たしかめ、歩き去るのを待ってから、

「困こまります三兆院さん、僕の修しゆ行ぎようは、あくまで武ぶ道どうをならってるっていう設せつ定ていなんです」

　もちろん抗こう議ぎする。

「お願いしますよ、いろいろと家族に説明できないんですから」

「確かに……、森口織人。あなた、少したくましくなりましたわね」

「おッ!?　なぁッ、ど、どこを揉もんで……ッ!?　と言うか僕の話を聞いてください!!」

　どこまでマイペースなのかこの人は。肩や腕うでや太ふと股ももを無ぶ遠えん慮りよに触さわってくる三兆院さんから、僕は思わず飛とび退のいて、

「ま、まったく、なんなんですか三兆院さん!?」

「……あなた、これから帰るところでしたの？」

「い、いえ、これから実は、王生いくるみ先輩のところに行かないとなんです、けど……」

「王生枢すう……、あの生徒会長はよっぽどあなたのコトがお気に入りですのね。それとも、まだ昼休みのゴタゴタが片かた付づいていませんの？」

「たぶん、そのゴタゴタの片付けを、今からさせられるんだと思いますけど」

「ふーん……？」

　三さん兆ちよう院いんさんは思案顔、片かた腕うでを腰こしに当てたまま、左手の人差し指で自分の頰ほおを叩たたき、

「──でも、だったら、この娘こ……」

　そこから数歩、横移い動どう。

「？」

　見守る僕の目の前で、中庭のとある茂しげみの陰かげから、なにかを引きずり出してくるのだ。

「ちょっとお借りいたしますわよ」

　三兆院さんに手を摑つかまれて姿すがたを現したのは──いつからそこにいたのか、僕と沙さ樹きの話題の中心だった陰おん陽みようの巫み女こで、

「は、初はつ雪きさん!?」

「お……織おり人とさーん……!!」

　いったい何が起こっているのか。

　初雪さんは三兆院さんに先せん導どうされ、あっという間に行方不明。

　放課後の中庭には、最初と同じように僕だけが残されてしまったのだ。
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「……特別、ですわよ？」

　そう言って、三兆院琉る夏か様が初雪御嬢様を導みちびいた場所は、

「ここ、わたくしの隠かくれ家がですの」

　広い広い図書室の、奥おくのまた奥。

　大きな本ほん棚だなの配置ミスから発生したとおぼしきスキマにカラダを滑すべらせ、その先に見つけるコトができる古びたガラス戸を開いた向こう。

　校庭の片かた隅すみに面した、それはそれは狭せまいベランダでございました。

「こんな場所が……」

　図書室が位置する校舎の三階からはなかなかオツな角度で、グラウンドやテニスコートにて汗あせを流す放課後の生徒達を眺ながめるコトができました。

　初雪御嬢様は、巻まき毛げの同級生の後に続いて、気持ちよさそうにベランダの手すりへと近づき、爽さわやかな風を受けた胸むねは清せい廉れんな空気を求めるように膨ふくらむのでございました。

　──さてさて、おひさしぶりでございます。

　こうして皆みな様の前にきちんと挨あい拶さつをするのは、織人様が初雪様と初めて出で逢あったあの事件以来でしょうか。

　ココからは、織おり人と様が〝陰おん陽みよう師じ〟となるコトにより、ようやく封ふう印いんを解といていただきました式しき神がみ、《雨情堤うじようのつつみ》に眠ねむった私〝アメミヤ〟が、今こん生じようの主あるじである織人様に代わりまして、連れ去られた初はつ雪き様の様子をお届とどけしたいと思います。

　校内の一角、

　誰だれからも忘わすれられた琉る夏か様の小さなプライベート空間である図書室奥おくのベランダは、綺き麗れいに掃はき清きよめられ、手すりなどもこまめに拭ふき磨みがかれておりました。

　これはもしかしなくとも、初雪様を迎えるにあたって琉夏様はわざわざ念入りに掃そう除じをしておいたに違ちがいありません。

　ジャージに着替えて邪じや魔まな髪かみをくくり、念入りにベランダを箒ほうきで掃いたり、手すりを雑ぞう巾きんで磨いたりする琉夏様を想そう像ぞうするだけで、思わずなんだか頰ほおがゆるんでしまいますが、その優しい気配の如ごときものは初雪様にも伝わっているのでしょう。

　お嬢様自身は気付いておられないとは思いますが、実は彼女、ここに来て、かなりリラックスなさっているようなのです。

　──場には、しばらく無言が続いております。

　初雪様が黙だまってしまっているのは、もちろん不ふ機き嫌げんだからというわけではなく、そもそも彼女は口数が少ないほうでして、その上この秘ひ密みつ基地めいた場所に、純じゆん粋すいな感動を覚えていたからでありました。

　一方、琉夏様の口数がゼロなのは、ただ彼女が思春期の少年のように緊きん張ちようしているからでございます。

「…………っ」

　隣となりに憧あこがれの同級生がいるのだ、しかも自分の秘密空間に招まねいた上で……！　と妄もう念ねん渦うず巻まく琉夏様の脳のう内ないは、男子である織人様もかくや状じよう態たい。

　どうにか話はなし掛かけるキッカケは無いモノかと身じろぎすれば、

「あ……」

　琉夏様は今さらのように気が付きます。

　自分が片かた手てにぶら下げているものはナニか。

　それは、こうなってしまわないようにと途と中ちゆうの校内で買い求めた瓶びん入いり、二本のジンジャーエール。

「遥はる奈な原ばら初雪？」

　琉夏様は喉のどに力を込め、凜り々りしく名を呼よびます。

　それから「はい？」とこちらを振ふり向むいた彼女に「喉が渇かわいてませんこと？」と、ジンジャーエールを差し向けるのですが、

「ふむ……」

　もちろん栓せん抜ぬきなんて用意していなかったので、彼女はビンの王おう冠かんを、先せん端たんだけ絡新婦じよろうぐも化かさせた指でめくり取ってから、差し出し、

「ありがとうございます、三さん兆ちよう院いんさん」

　緑色に染そめられた小こ瓶びんを初はつ雪き様が受け取ったのを確かく認にん。

　琉る夏か様はご自分のビンに唇くちびるを付けます。

　そしてほぼ同時にお嬢様もビンを傾かたむけられたのですが、途と端たんに、

「わ……っ　ふ、ふぁ!?　く、くふぅぅう……ッ!?」

　黒くろ手て套ぶくろで口を押おさえるのです。そして、

「へ……へっくしょんっ！　ふ、ふえ、へっく……！」

『可か愛わいらしいくしゃみ講こう座ざ』でも開いたらいいのではないかというくしゃみを、初雪様は連発し始めるのでございます。

　これにびっくりしてしまったのは、

「な……なんなんですかこの、ジンジャーエール……！」

　と生理現げん象しようの合間に涙なみだ目めになる初雪様ではなく、

「あら、あなた辛から口くちのジンジャーエールを飲んだコト、ございませんの……？」

　ジンジャーエールを手て渡わたした琉夏様でございます。

「は、はい……わ、私は……っくしゅっ！　くしゅん！　あまり、こういう……っくしゅ！」

「ぷふ、っくくくく……っ」

　なんだそりゃと、琉夏様は湧わき上あがるおかしみをこらえます。別にジンジャーエールを飲んだコトなんかなくてもいいけど、よりによってなんでくしゃみが止まらないなんてリアクションなんだろうか。まったくもって、かわいすぎる。

　琉夏様はたまらなくなってしまいます。

　そして、

「変わりましたのね、あなたも」

　言いました。

「少し前だったら、こうして二人きりでお話もできなかったコト、あなたは憶おぼえてまして？」

　ハンカチで鼻を押さえて四苦八苦していた初雪様は、突とつ然ぜんのコトに目を白黒させてしまいます。

「え、あ、あの、そんな、私は……」

「遥はる奈な原ばら初雪、なにがあなたを変えたのかしら」

　琉夏様はベランダの手すりにもたれるようにして、視し線せんを景色に向けながらつぶやきます。

「遥奈原初雪を変えた者が自分であったなら──そう望むモノがどれだけいるか、あなたには想そう像ぞうできないでしょうね」

　そう、なぜか、つぶやきでございました。

　ですから初はつ雪き御嬢様は独ひとり言ごとのような琉る夏か様のコメントに、どのように返答してよいか判はん断だんがつかず、

「さ、三さん兆ちよう院いんさん……？」

　ジンジャーエールの中身を減へらせぬままに、巻まき髪がみの娘を覗のぞき込こんでしまうのです。

「わたくし、この際さいはっきりさせておきたいんですの」

　そして今度こそ初雪様は、琉夏様が自分に向かって言っているのだとわかります。

「な、なんでしょう、三兆院さん」

　お嬢様は、少しだけ身を乗り出すようにして琉夏様に向き直ります。

　相対した巻髪の娘は、手すりに預かたむけていた体重をすっと起こし、それでもかなり横目がちになりながらそっと、猫が物音一つ立てず獲え物ものに飛びかかるように、

「あなた、森もり口ぐち織おり人とのコトをどう思ってらっしゃるの？」

　紡つむぎました。

「……？」

　一いつ瞬しゆん、それを飲み込み損そこねた初雪様は、けれど、

「よい、お友達ですけど……」

　答えました。

「でしょうね」

　短い息を吐はいて、琉夏様はジンジャーエールの残りをビンの中でくるくる回し、

「イヤミじゃないんですのよ？　遥はる奈な原ばら初雪……」

　言うのです。

「でもあなた、男女のお友達以上の関係というのを、御ご存ぞんじ……？」




　御嬢様の体温はこの時、正せい確かくに二度ほど上じよう昇しよういたしました。

　こうして琉夏様は、お嬢様を深い深い混こん乱らんの中に放り込んだのでございます。
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　──翌よく日じつ。計画は早くも狂くるう。

　朝イチの教室で初はつ雪きさんの姿すがたを探さがしていた僕は、そこで〝猫ねこ又また〟野の上がみ綾あやにつかまってしまったのだ。

「……──森もり口ぐち、ちょっといい？」

「ぅあっ、ぁ……う、うん!?」

　まいったコトに、慌あわてた僕は頷うなずいてしまう。

　だって朝のホームルームまでかなりの時間がある教室には、あんな早い時間に屋や敷しきを出て行ってしまった初雪さんしかいないだろうと、すっかり油ゆ断だんしていたのだ。

　昨日の放課後、突とつ如じよ三さん兆ちよう院いんさんに連行されてしまった初雪さんの行方を、もちろん僕は懸けん命めいに探した。けれど煙けむりのように消えてしまった二人を僕はとうとう見つけられず仕じ舞まいで、ひょっとしたらこのままずっと初雪さんだけ見つけられないんじゃないかとお尻しりをムズムズさせていた、まさにそんな朝。

　いつ誰だれが覗のぞき込こんでくるかもしれない教室というシチュエーションにもかかわらず、制服姿の野上綾は頭から黒いネコ耳を露ろ出しゆつさせ、二ふた股またに分かれた尻しつ尾ぽまでくねくねさせながら、僕と前後向かい合わせになるようにイスに座すわり、

「……──相談があるの」

　一枚の紙を広げるのだ。

「……──わたし、この街の野良猫達のまとめ役みたいなのになってて。……──それで、猫達にはグループごとにナワバリがあって、そこには決まって一匹のボス猫がいるんだけど」

　彼女お手製なのだろう。僕と野上綾が頭を突つき合あわせる机に広げられた町内地図には、ところどころに猫のイラストがちりばめられ、区画ごとに色づけがされていて。

「……──ねえ、聞いてるの？」

「え？　あ、う、うん！　もちろん！」

　あの負まけず嫌ぎらいな〝猫又〟野上綾が僕なんかに相談してくるのだ。真しん剣けんに耳を傾かたむけるべきなのだ。でも──

「……──で、ここのナワバリに住んでいる野良猫達のボスがこいつ『焦こげ鼻はなのジッポウ』なんだけど、こないだ居い眠ねむりしてたところをボランティアの人に捕つかまって、避ひ妊にん手しゆ術じゆつされちゃって霊れい力りよくがガタ落ちになっちゃった。それでグループ内で内ない紛ふんが勃ぼつ発ぱつ。二番手だった『寸すん詰づまりのアブ』が仲間の猫を引き連れてナワバリの半分を勝手に自分のシマだって言いい張はり出だしたの」

　──でも、僕はじっとイスに座すわって野の上がみ綾あやの説明を聞きながら、初はつ雪きさんの姿すがたを入り口付近に求めずにはいられなかった。

　式しき神がみ達と作った彼女へのプレゼントである手て套ぶくろは、とっくに完成しているのだ。

　それを渡わたす役目は僕で、けれどそのチャンスがどういうワケだかまったく見つからない。

　早く渡さないと屋や敷しきにいる式神達になんて言われるかわからないし、今日こそはと思ってたんだけど……。

「……──もちろんジッポウはメンツにかけてアブを懲こらしめようとしてる。けれど、ここでジッポウが下手に動いたら、隣となりのシマのボス『落おち武む者しやキリル』が攻せめ込こんできて、自分達のシマを丸ごと奪うばわれかねないの。そこで、ジッポウのところからボス三匹による『決けつ闘とう』の立会人になってくれって、わたしに使いが来たんだけど……、……森もり口ぐち？」

「あ、は、はい！　え、えぇと……ぼ、僕も、そう思います」

「……──まじめに聞かないなら、爪つめ立てるよ？」

「も、もう立ててますぅぅぅ……ッ！」

　猫ねこ又またの瞬しゆん撃げきをおでこにがりっと一発もらってしまった僕は、その衝しよう撃げきでごしゃんと机とイスを蹴け散ちらして教室後方まで吹っ飛び、おぷしーと額を押おさえて床ゆかを転ころげ回まわる。

「……──ねえ、なにをそわそわしてるの」

「いやッ!!　これはそわそわしてるんじゃなくて……ッ!!」

「……──そっちじゃなくて、森口、誰だれかを待ってたりするの？」

「なッ！　い、いや、そんなん、じゃ……」

　めちゃめちゃにしてしまったみんなの机を元に戻もどしながら、僕はオロオロと答えるのだけど、

「……──そんなに、あの遥はる奈な原ばら初雪がいい？」

「へぇっ!?　あ、が……っ！」

「……──バレバレ、なんだけど」

　両手で頰ほお杖づえをついてこっちを見ている猫又は、不ふ機き嫌げんそうに耳と尻しつ尾ぽをぴくつかせながら唸うなるように声を出した。

「じ、実は、ですね……」

　僕は自分で自分のおでこに大きな絆ばん創そう膏こうを貼はり付つけながら、こちらの状じよう況きようを白状することにした。

『砂すな御み門かど』の式神達で初雪さんに贈おくり物ものをしようとしているコト。

　その品物が完成したのだけどイザ渡す段だん階かいになって当の初雪さんと会話を交すチャンスさえ巡めぐって来ないコト。

　黙だまってそれを聞いていた猫又・野上綾は、

「……──ふーん」

　と思案顔。僕の隣となりの席、今は無人の初はつ雪きさんの机に視し線せんを向けて、

「……──だったら手伝ってあげようか。わたしの《黝ゆう燐りん》だったら、ここからでも遥はる奈な原ばら初雪のイドコロを摑つかめると思うよ」

　そう言ったのだ。

「ほ、本当ですか!?」

　僕は思わず立ち上がって乗り出してしまう。それができるなら願ったり叶かなったりだった。初雪さんはきっとこの学校の近くにいるハズ。居い場ば所しよさえわかってしまえば、今すぐにだって渡わたしに行けるのだ。

「あの、そ、それじゃあ野の上がみさん、さっそく──」

「……──噓うそに決まってるんだけどね」

「ッ!?　な、なんでぇぇッ!?」

　驚きよう愕がくの僕をよそに、目の前からどんどん猫ねこ又またの存そん在ざいが薄うすくなっていく。

「ちょ、ちょっと待ってください！　そんな、《猫又の隠おん業ぎよう》で逃にげるなんて……!!」

　そしてついには猫又の彼女はすぅっと、それこそ幽ゆう霊れいのように消えて見えなくなってしまうのだった。

「ぁぁぁ……」

　呆ぼう然ぜんと言うかガックリと言うか僕が立たち尽つくしている間に、時計の針はたぶんイカサマ二段だん飛ばしで時の運行を端は折しよったのだろう。

　いつの間にか教室の中には登校してきた生徒達が揃そろい始はじめる。

　──にもかかわらず、

　朝のホームルームが始まるまであと三分となった今も、教室に初雪さんの姿すがたは無かった。

　イヤがオウにも不安は大きくなってこざるを得ない。

　と言うか、こうなってくるともしかしたら彼女は事じ故こに巻まき込こまれて──いや、一見すると天然そうなのに、常じよう人じん離ばなれした反はん応のう速度を持つ初雪さんに限かぎってそれはない。……と、思う。

　となれば、これは単に僕のタイミングが悪いとか、そういう問題ですらないのではないか？

「もしかして、僕が避さけられてる……？」

　信じたくないからこそ、確かく信しんめいた予感が僕を震ふるわせた。

　思えば、確たしかに二～三日前から初雪さんの様子がおかしかった気がするのだ。

　それは……そう確か、校内に一匹の、黒く焦こげたハムにも似にた魍もう魎りようがうろちょろした昨日の夜ぐらいから、初雪さんの纏まとう空気のようなものに変化があった気がしてきて。

『あの、レキさん』

『ん？　なんだ織人』

　胸むねポケットの中にあった飾かざり切ぎりコンニャクがもぞりと動き、にょきっと生えた手て脚あしが制服の襟えりを摑んで、スルリと一匹の子こ狐ぎつねが僕の肩かたに飛び乗ってくる。

『僕は、もしかしたら初はつ雪きさんになにかしてしまったんでしょうか』

『覚えがあるのか？　そうだな……例えば毎夜、寝ねているお嬢様に触ふれて、その夢を勝手に覗のぞき見みしていることがばれてしまったとか……』

『そんなコトはしてません!!　……してません、けど、そ、そう言えば……』

『そう言えば？』

『も、……もしかして、昨日のあれ……』

　それはいつもの修しゆ行ぎようの一いつ環かん。

　陰おん陽みよう師じとしての能のう力りよくを高めるために行なわれる《斜しや道どう》の修行中のデキゴトだった。

　僕らは『夢ゆめ殿どの』と呼よんでいる修行堂どう──僕が初めて《斜道》を体たい験けんしたあの建物──の中にある巨きよ大だいなベッドに横になり、いつも通り僕はお師し匠しよう様である勒ろく天てんさんと共に、初雪さんの作り出す〝内的世界〟に魂たましいを送り込んでの鍛たん錬れんを積んでいた。

　修行中の初雪さんの精せい神しん世界は、師匠である勒天さんによって制せい御ぎよされている。

　その時の空間は、墨すみ絵えのような世界。

　とある山さん脈みやくに棲む龍りゆうの子供を育てあげるという修行だった。

　てんやわんやのあげく、『じゃあ今日はここで一いつ旦たんセーブして続きはまた今度』となって、ゆっくりと〝現実世界〟に戻もどった時、異い変へんは起きていた。

　──僕は寝ねぼけて、初雪さんのカラダを龍の子供と間ま違ちがえてしまったとでも言うのか、

　意い識しきを取り戻した僕は、どういうワケだか初雪さんの上に覆おおい被かぶさっている状じよう態たいだった。

　そんなお互たがいの配置に気が付いたのは、もちろん目覚めた彼女と同どう瞬しゆん。

　慌あわてて僕はその危あやうい体たい勢せいから身を起こしたのだけど、焦あせったのは彼女も同じで、絡からみ合あうように二人はベッドから落下。

　僕は後頭部をしたたか打ち付けて、気が付いたら初雪さんの姿すがたはすでに室内には見あたらず、そこに寝ぼけた勒天さんが降ふってきたという具合だったのだ。

『あの時、僕は謝あやまろうと思ったんですけど、そのまま走り去られてしまって……』

『そのままなのか』

『は、はい。言いい訳わけしようにも、まともに顔を合わせるチャンスすらなくて……』

『乙女心がわかってないな織おり人とは！』

　ここぞとばかりに言ってくるコンニャク狐ぎつねのコンニャクをびよびよとエキスパンダーのように引ひき延のばしながら、その時、僕は脳のう味み噌その一部分が、結けつ構こうなエマージェンシーで僕自身に語りかけているのに気付いていた。

　曰いわく、『これはまるであの時のようじゃないか』。

　──もう数ヶ月も前、転校初日の朝。

　初雪さんの机だけが無人で、僕はそれがどうしても無む性しように気になって、それで、偶ぐう然ぜんにも彼女を見つけてしまったあの出来事。

　思えば全ての始まりだった、あの瞬しゆん間かん。

　確たしかに、そっくりの状じよう況きようだった。

　──いつまで経たってもクラスに姿すがたを見せない初はつ雪きさん。

　だとすると、この先に待ち受ける非ひ常じよう事じ態たいも、おのずと似にてくるハズで──

『……なんだか、イヤな予感がするんです……』

『我も我も！　すごくイヤな予感がする！　このままだと我はちぎれちゃう！　いい加か減げんに我を解かい放ほうするといい！』

　けれど、あの時とは、確かく実じつに違ちがうモノが僕にはあった。

『僕が《黝ゆう燐りん》で探さがします、レキさん』

　朝のホームルーム直前、ほぼ生徒の揃そろった賑にぎやかな教室から飛び出し、僕は男子トイレの個室に駆かけ込こむ。

『しかし織おり人と、お前の《黝燐》はまったく役に立たないではないか！　あの三さん兆ちよう院いんにいいように操あやつられるくらいで──』

　いそいそと《雨情堤うじようのつつみ》で両りよう腕うでを包んで陰おん陽みよう師じとなった僕に式しき神がみは吠ほえてくる。

『だったら他に方法があるとでも？　コトは一いつ刻こくを争うかもしれないんですよ!?　レキさんは初雪さんが心配じゃないんですか!?』

　そして僕は霊れい覚かくを凝こらす。

　ふるふると逆さか立だった前まえ髪がみはアンテナのように直立し、サーチ範はん囲いは僕を中心に球体状に広がり始める。

『おおっ!?　織人、お前……!!』

　目ま蓋ぶたの裏うらに周囲の状況がテレビゲームの３Ｄ表示のよう描えがかれ始め、ある瞬間に、何者かがサーモグラフィーのように色づいて浮うかび上あがり、

「い、いましたっ!!」

　それはここから一つ上の階、狭せまい教室の一番奥おくにあったピンク色の人ひと影かげ。

「たぶんこれが初雪さんです！　でもここは、もしかして、あの化学準じゆん備び室しつ……!?」

　その瞬間だった。

　サーモグラフィーの人影はぴくりと肩かたを震ふるわせ立ち上がると、慌あわてて室内から走り出し、僕の霊覚が及およぶ範囲の外に逃にげ出だしてしまったのだ。

「あ、あっ！　どうして……っ！」

『未み熟じゆくモノめ！　お前が《黝燐》で探さぐったのがお嬢様にばれたのだ！』

「そんな、待ってください初雪さんっ！」

　僕はトイレから飛び出し、階段を猛もう然ぜんと駆かけ昇のぼって陰陽の巫み女この痕こん跡せきを追いかる。

　初雪さんが範囲外に出てしまった時点で僕は《黝燐》を解かい除じよする必要があった。未熟な僕では探たん知ちしたままだと向こうからもコチラの位置が筒つつ抜ぬけになってしまうからだ。

　ここから先は、初はつ雪きさんと僕の読み合いになる。

『見当はついているのか？』

『この時間、一番人ひと気けがなくなるのは、特別教室の集まった北校舎です。それに初雪さんが最後に向かった方向も……！』

　幾いくつかの廊ろう下かを曲がり、僕は校舎二階、目的地に通じる渡わたり廊ろう下かにさしかかる。

『レキさん、匂においはどうですか？』

　足を緩ゆるめぬまま頭の上の式しき神がみに尋たずねる。

『無いな、お嬢様はもしかしたらこの屋根の上を走ったかもしれぬ！』

　そして僕が渡り廊下のちょうど真ん中に差さし掛かかったその時、僕は思い知る。




「大変です織おり人とさーんっ！」




　事件というものは、起こる時には立て続けに襲おそいかかってくるものだと。

「はぐぅッ!?」

　僕は窓まどから渡り廊下に飛び込んできた物体に巻まき込こまれるようにして押おし倒たおされるたのだ。

「ぐ、な、なぁッ……！　デ、デイジーさんっ！」

　空よりの謎なぞの飛来物Ｘの正体は、なんと遥はる奈な原ばら家けの式神、カモフラージュのためか趣しゆ味みなのか、高校指定の制服に身を包んだデイジーさんだったのだ。

「ちょっと、どうしたんですかデイジーさんいきなりッ！　あとなんですかその格かつ好こう！」

「そ、そんなに褒ほめないでください！　わたしだって、ちょっと似に合あうかなーとか実は思っていますけど、これでも年とし甲が斐いもなく結けつ構こう恥はずかしいんですからっ！　……でもコレ本当にちょっと犯はん罪ざいちっくですよね織人さん！」

「いいですからそういうのは！　今はなにかが大変なんですよね!!　それと僕の上から早く退どいてくだだい！」

「そうなんですっ！」

　アップにした髪かみからぴょこぴょことほつれさせていた陶とう器きの式神は僕を立ち上がらせ、

「憶おぼえていますか織人さん。昨日この学校で捕とらえた〝魍もう魎りよう〟を」

「はい、あれで散らかった校内の後あと片かた付づけまで、全部僕がやらされましたし……」

「実はですね、『砂すな御み門かど』の解かい析せきの結果によると、あの魍魎には対になるもう一匹の魍魎がいるコトがわかったんです！」

「対になる、もう一匹……？」

「はい。詳くわしい説明は省きますが、勒ろく天てんさんの見立てによれば、この近くにいるハズなんです。アレとはまた別の魍魎が！」

「ちょっと待ってください……、この辺りって、ここ、学校ですよ!?　いるんですかココに、まだ他の魍もう魎りようが！　え、だって、魍魎って、人間に取とり憑ついて、それで妖よう怪かいになるんですよね!?」

「その通りです！」

「大変じゃないですかそれは!!」

「だからわたしが大急ぎで報しらせに来たんです！」

　こんな鬼おにごっこみたいなコトをやってる場合ではなかった。

　いや違ちがう。

　状じよう況きようは変わって一周した。僕はより早く初はつ雪きさんを見つけ、これを伝えなくちゃなのだ。

「い、急がないと……!!」

「織おり人とさん……？」

　デイジーさんの声に、僕もその時気が付いた。

　薄うすいソバカスのある式しき神がみである彼女の視し線せんは斜ななめ下、僕の足元に向けられていた。
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「……ん？　これは──」

　僕の右足首にキラキラした細い糸のようなものが絡からみついていて、それが開けっ放しの窓まどへと伸のびている。

「──なッ、しまっ……ッ！」

　慌あわてて解ほどこうとしたけど間に合わない。

　もの凄すごい勢いきおいの逆ぎやくバンジーだった。

　僕は窓まどから外へとシュポーンと吸すい出だされ、「うわぁああああああッ!?」という声を青空に棚たな引びかせながら一いつ本ぽん釣づりの要よう領りようで空を舞まい、

「な、なにするんですかイキナリ……！」

　コンクリートにぶつけた尻しりを撫なでながら見上げる。

「無茶しないでください、三さん兆ちよう院いんさんッ!!」

　辿たどり着ついたのは、一気に北校舎の屋上。

　僕を見下ろすのは下半身を槍やりの如ごとき鋭するどい八本の脚あしと小さなバスタブほどに膨ふくらんだ体たい節せつで構こう成せいした、曇くもった銀スプーン色の蜘く蛛も女おんな。

　絡新婦じよろうぐも・三兆院琉る夏かだった。

「と言うか、昨日に引き続きあんまりじゃないですか！」

「なにがですの？」

「昨日あの後、初はつ雪きさんをドコに連れて行っちゃったんですか？」

「そ……そんなのアナタに関係ないですわっ！　それよりも今はもっと重大なことがあるんじゃなくて？」

　彼女は下半身を鎧よろう甲かつ冑ちゆうと同じ素そ材ざいを貼はり付つけた上半身を乗り出すようにして、かしゃかしゃと僕へ歩み寄り、言ったのだ。

「抜ぬけ駆がけいたしますわよ、森もり口ぐち織おり人と」

「は!?」

「聞こえてましてよ、〝魍もう魎りよう〟がこの学校にいるんですってね」

　そして胸むねの前で腕うでを組んだ彼女は、僕へと嚙かんで含ふくめるように、

「力のない魍魎は、陰おん陽みよう師じに見つからないコトだけに特化していますの。だから並なみ大たい抵ていの探たん索さくでは発見するのも困こん難なん。けれど──」

　僕へとその目を細め、続ける。

「森口織人、あなたの能のう力りよくをわたくしに使って、《黝ゆう燐りん》のレベルを上げてくだされば、おそらく捕ほ捉そくは可か能のうですわ。さあ……！」

「ま、待ってください三兆院さん！　そりゃ時は一いつ刻こくを争うでしょうし探索も可能になるかもですけど、もうそういう抜け駆けみたいなのはいい加か減げんに懲こりましょうよ!!　同じパターンでヒドイ目にあうのは勘かん弁べんです!!」

「なにを寝ねぼけたコトを言っているんですのあなた。一刻を争うなら抜け駆けでもなんでもするのが正義だとなぜわかりませんの？　敵てきを魍魎の状じよう態たいで発見できればノミを潰つぶすよりコトは簡かん単たんですわ。けれど一度人間に取とり憑ついて融ゆう合ごうして妖よう怪かい化かしてごらんなさい？」

　そこでがしゃんと、三兆院さんはさらに異い形ぎようである自分の身体を僕に見せつけるように太陽光に晒さらし、

「人一人がこの通りですわ。元に戻もどる方法なんて、ないんですのよ……？　森もり口ぐち織おり人と、わたくしは手て柄がらを立てたいんですの。陰おん陽みよう師じとしてヒトの安全を守りたいんですの。抜ぬけ駆がけでもなんでもやってやりましてよ!?」

「わ、わかりました……ッ!!」

　言ってるコトはむちゃくちゃだったが、もう迫はく力りよくだけで充じゆう分ぶんだった。そして確たしかに時間が惜おしかった。事件の解かい決けつは一秒でも早いほうがいい。初はつ雪きさんだってそれを望むはず。

「じゃあ行きます、三さん兆ちよう院いんさん！」

「よろしくてよ……!!」

『雨う情じように幽かくり坐ませなる奇くすき左さ方ほうより、』

　発する声に、身体の中に流れる霊れい力りよくの流れを同調させ〝回路〟を揺ゆり起おこす。神しん宝ぽう《雨情堤うじようのつつみ》に経けい絡らくが繫つながったのを確かく認にんし、そこに力を流し込み、

『我が道を通じて〝陽よう〟と奉たてまつるっ！』

　僕は籠こ手ての周囲に明るい銀色の霧きりをまとわりつかせる。これが《増強ブーストの雲》だった。この霧が、まとわりついた対たい象しようの力を数段階押おし上あげるのだ。

「三兆院さん、手を出してください」

　そして僕が妖よう怪かい陰陽師へ霧を流し込もうと、彼女と手を合わせようと差し出した瞬しゆん間かん、

「んっ？」

　僕の手首に奇き妙みような感かん触しよく。霧が、道を逸それるように虚こ空くうへと逸れ始め──

「な、なんですの……？」

「ま……まさか、」

　三兆院さんに伝わる前に、霧が誰だれかに横取りされている……!?

「これは……っ」

　銀色の霧に包まれる輪りん郭かく。

　それは頭に二つの黒い三角形、小こ柄がらなヒトガタのお尻しりには二ふた股またに分かれた尻しつ尾ぽを持っていて、

「野の上がみさん!?　それに──」

「やっほー、森口くん」

　続いてほぼ裸ら体たいに近いシルエット。それもそのはず、紺こん色いろの水着に身を包んだ女子高生がその姿すがたを現すのだから。

「一いち之の瀬せさんッ!!　なんで二人が!?」

「……──三兆院さん、つめが甘い」

《猫ねこ又またの隠おん業ぎよう》を解といた野上綾あやが、もう用は無いとばかりに摑つかんでいた僕の手首を払はらえば、

「んーじゃ、魍もう魎りようのほうはわたしと綾に任まかせておいて？」

　輝かがやく霧をカラダに纏まとった河かつ童ぱ・一之瀬カスミは髪かみを──《黝ゆう燐りん》を──一ひと房ふさおっ立てたまま、水みず飛沫しぶきを上げて屋上の手すりから下方へダイブ。猫又も雲を引いてそれに続いて姿を消してしまうのだ。

「ちょっと、二人とも……!?」

「なにやってるんですの森もり口ぐち織おり人とッ!!　追いますわよ!?」

　僕の動どう揺ようを奪うばったのは絡新婦じよろうぐも・三さん兆ちよう院いん琉る夏か。

「うわぁッ!?」

「しっかり摑つかまってるんですのよ!?」

　彼女はこの行こう為いをどう思っているのだろうか。

　突とつ然ぜんだけど、みんなはケンタウロスというモンスターを御ご存ぞんじだろうか。上半身が人間で下半身が馬という幻げん想そうの生き物。ファンタジー映画などで主人公がそのケンタウロスに乗り込んだりするのを見たことがあるけど、これはその絡新婦バージョンだった。

「おわぁああああッ!?」

　自転車二人乗りとはワケが違ちがう。絡新婦は強ごう引いんに腕うでを摑み、僕を下半身に乗り込ませると、ためらいなく屋上から身を翻ひるがえしたのだ。

　たまらず僕は彼女の腰こしにしがみつく。

「ひぃっ!?」

　着地は無し。蜘く蛛も糸いとによる凄すさまじいワイヤーアクションで三兆院さんは河かつ童ぱと猫ねこ又またを猛もう追ついする。が、その身体能のう力りよくを《増強ブーストの雲》により研とぎ澄すました二人との距きよ離りは、絡新婦の変則軌き道どうをもってしても縮ちぢまらず、

「おのれ……見失いましたわッ！」

　グラウンドへ続くわずかな森林地帯で、僕らは振ふり切きられてしまう。

「たぶん、またあの《猫又の隠おん業ぎよう》です！　本当にあれは厄やつ介かいだ!!　しかたない、もう一度僕が三兆院さんに雲を使いますか!?」

「そんな時間は──」

　三兆院さんを遮さえぎったのはズズンという、空気と地面を揺ゆらす爆ばく裂れつ音おん。

「……ッ！」

　絡新婦・三兆院さんはすかさずその方向へ飛ぶ。

　僕をしがみつかせたまま木々に糸を絡からめ、森林を使って斜ななめ上へと駆かけ上あがり、

「いたっ！　あそこです!!」

　グラウンドの上空へ大きく飛び出せば見える。

　あの二人はいったいなにをしたのだろう。

　敷しき地ち内ないの片かた隅すみに置かれた物置はダイナマイトを爆裂させたようにバラバラ、──一種コミカルなほどに──破は片へんはくるくると放物線を描えがいて飛び散っているのだ。

　そして、四散する鉄てつ筋きんの資し材ざいやサッカーボール、赤い三角コーンの中に見て取れたのは、小さくて黒いハムみたいな生き物。

　──魍もう魎りよう。

　先行した二人は仕し留とめ損そこなったのだ。

「鴨かも撃うちですわッ!!」

　空中、僅わずかな滞たい空くう時間の中にいる三さん兆ちよう院いんさんは指の中に、百センチを越える針はり状じようの糸を無数に出現させ、

「ダメです三兆院さん！　あそこ！」

　僕は指さす。

　絡新婦じよろうぐもが狙ねらう魍魎。

　その延えん長ちよう線せん上となる地面に、なんと体育着姿すがたの女子生徒が尻しり餅もちをついていたのだ。

「なんで、こんな時にッ!?」

　好機を逃のがす絡新婦。

　あの女子生徒はおそらく、朝のホームルームが終わってすぐに、体育の係かなにかでいち早く授業の準じゆん備びでもしようとしていたのだろう。

　そしたら目の前で倉庫が大だい爆ばく発はつ。

　無理もなかった。

　がしゃんと八本の脚あしで着地した三兆院さんから飛とび降おり、僕はいまだ現げん状じようが認にん識しきできてない体育着娘へと駆かけ出だした。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　怪け我がは──」

　走りながら声をかけ、座すわり込こんでいた彼女が振ふり向むいた時に気付く。

「さ……」

　僕の知ってる顔だった。

「沙さ樹き!?　そんな、なんで……！」

　女子生徒は、僕の妹だった。

「お兄、ちゃん？」

　彼女は目を白黒させている。それはそうだろう、目の前の事じ態たいは理り不ふ尽じん過すぎる。

　けれど全ての説明は後回しだった。

　声は届とどけど、僕自身はまだ、彼女のところに辿たどり着ついていない。

「沙樹！　だめだ！　逃にげろ……ッ！」

　仕留め損ねた魍魎が、グラウンドを蹴けっている。

「え、な、なに？」

　沙樹には見えていない。

　魍魎は僕の妹に襲おそいかかる。まるで逃げ道を求めるように。

　三兆院さんも間に合わなかった。猫ねこ又またも河かつ童ぱも行方がわからない。

　僕の足も、とうてい追いつきはしない。

「あぐぅッっ!?」

　黒い獣けものは沙さ樹きの目の前で、逆ぎやく流りゆうする滝たきのようにずりゅりと姿すがたを変質させ、彼女の口の中に潜もぐり込こむ。

「ぅ、うぅぐああぁっ!!」

「沙樹ぃぃいッ！」

「巻まき込こまれますわよ！　そうなったら二人とも無事でいられませんわッ！」

　絡新婦じよろうぐもに押おさえ付つけられる僕の目の前で、魍もう魎りようが肉体に飛び込む際さいに散らした黒い影かげが沙樹を包み、それは脈みやく打うつ肉の塊かたまりへと変質。

　太い樹きの幹みきのように節くれ立ち、沙樹を包み込んでしまったのだ。

「な……なんなんですかこれは!?」

「これが、妖よう怪かいの生まれる瞬しゆん間かんですわ」

　ふくれた水すい泡ほう、黒い肉でできた薄うすい卵たまご状じようの塊から、細い腕うでが突つき出でる。

　出てきたそれは、全身を黒光りする外がい骨こつ格かくで包んだ、悪あく魔まのような一人の少女。

「これは、この妖怪は……」

　あらゆる猛もう獣じゆうの一部をヒトガタにつなぎ合わせ、それを黒一色で塗ぬり上あげている彼女は、どんな妖怪にも見えなかった。

「……最悪ですわ、森もり口ぐち織おり人と」

　僕の隣となりで、絡新婦が呻うめく。

「わかるんですか？　あれが、なんの妖怪か」

「一口に妖怪と言っても、そこには色々な種別があって当然ですわね。その中には大別して俗ぞくに〝エリート妖怪〟と呼ばれる、生まれながらにして力を持つ一いち群ぐんがありますの」

「それが、沙樹とどういう……」

　正体不明の全身外骨格の妖怪は、こちらをうかがうようにじっと動かない。

「あの妖怪は、エリート種の中でも〝牛ぎゆう鬼き〟と並ならぶ、ブラックリスト」

　僕は三さん兆ちよう院いんさんの声が、緊きん張ちように震ふるえていることに気が付いている。彼女がそれを悟さとられまいとがんばっているコトすら、わかってしまう。

「あらゆる災さい害がいが寄り集まった、呪のろいの如ごとき存そん在ざい」

　そして、僕は妹が成り果ててしまった妖怪の名を知る。

「鵺ヌエですわ」




　　　　　●




　てんやわんやがあったと思うでしょ？

　──あったのだ。

　遥はる奈な原ばら家け敷しき地ち内ないにある『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ道場』は臨りん時じの救きゆう護ご室しつになっていた。

「わたくし達、ヒドイ目にあったんですの……？」

　畳たたみ敷じきの道場。

　その真ん中、仰あお向むけ放心状じよう態たいでウツロに呟つぶやいたのは、お坊さんがお葬そう式しきにスクーターに乗ってやって来る時に着ているような黒い法ほう衣えを纏まとった〝ギャル僧そう〟モードの三さん兆ちよう院いんさん。

「おそらくは、そうですね……」

　彼女の近くでぶっ倒たおれていた僕も深緑色の袴はかまに着替えていた。

「なにがヒドイ目なのかは、ヒトによって違ちがうと思いますけど……」

　そして天てん井じようを見つめたまま虚うつろに応おう答とうすれば、

「……──ふぁぁあっ……くぅ……」

　僕の隣となりでカラダを丸めてあくびをかましているのは、ネコ耳ネコ尻しつ尾ぽを別の生き物のようにピクピクさせている野の上がみ綾あや。

　黒い着物に曼まん珠じゆ沙しや華げを咲かせた彼女は、たぶん別に生理現げん象しように紛まぎれて『ＦＵ●Ｋ！』と言ってみたワケではなく、本当にあくびしただけのご様子。

　なにしろこの猫ねこ又またときたら、無理矢理飼かい主ぬしに獣じゆう医いに連れて行かれた後の猫のゴトク弱りきっている。そして家に帰って来た今も、警けい戒かいにささくれた神しん経けいをなだめられないまま肩かたを震ふるわせ、膝ひざを抱かかえ弱々しく、ついでに不ふ機き嫌げんまる出しなカンジで喉のどの奥おく底そこからずーっと「ぅ～～～……っ」と呻うめいているのだ。

　おそらく今のところ、この道場内でココロ穏おだやかなのは、

「♪～」

　と、窓まど際ぎわでうつ伏せで寝っ転がって、雑誌『ニュートン』のブラックホール特集をめくっている──彼女だけが、あのてんやわんやに参さん加かしていなかったにもかかわらず──満まん身しん創そう痍いのツインテール娘・上うえ草くさ千ち春はるだけなのだろう。

　常つねに誰だれよりも負ふ傷しようしながらハイテンション。半身がサファイヤで構こう成せいされた重力妖よう怪かい・オバリヨンである彼女は、なんだかんだで一番長生きする気配を醸かもしてる。

　そこへ、

『やだやだやだやだーぁ！　そ、それだけはいやだぁぁ～ッ！　っつてんのにふぇっ、ふぁっ、きゅあぁああ……っ！　はぁぁあああ………んっ!!　ぅんんん……ッ　くふぅぅうう……んっっ！』

　廊ろう下かを隔へだてた奥おくの間より響ひびいていくるのは、

「……──カスミ、かわいそう……」

　野上綾がぽそっと漏もらしたように、河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミの悲鳴だった。

　実のトコロ、この道場に初雪さんがいないことを僕は結けつ構こう寂さびしく思っていたのだけれども、こうなってしまうとかえってそれが正せい解かいのような気もしてくるから、人生ってよくわからない。

　ともかく、

「なんでいつもこれの時はわたしばっかりなんだよぉぉッ！　みんなもボロボロで、あれされてたじゃんさっきまで!!　みんなだって悲鳴あげてたじゃんね!?　なのにどうして!?　どうしてわたしの時ばっかり……!!　こうして！　克こく明めいに！　生声をッ!?」

　治ち療りようが終わったのだろう。ずだだだーっと廊ろう下かを走って道場に姿すがたを現したのは、プールの時に使うゴムひもが入ったバスタオルをカラダに巻まき付つけたスク水娘。

　彼女はかようにも一いつ生しよう懸けん命めいに叫さけんでいるのだけど、

「うーん、一いち之の瀬せさんがナニを言っているのか、僕には今一つわからない」

「……──カスミ、少し落ち着くといいよ？」

「まったくうっさいですわよ、こんどはそこに爆ばく竹ちくを詰つめてさしあげましょうか？　河かつ童ぱなだけに」

「くぅぅぅぅううっ、うがぁぁっ!!」

　周囲を照らすほど顔を赤せき熱ねつさせたスク水河童は、暴ぼう走そうモードで僧そう衣いの女子高生へと殴なぐりかかる。

「ふんっ！」

《術じゆつ者しやモード・三さん兆ちよう院いん琉る夏か　ヴァーサス　水流の使い手、河童・一之瀬カスミ》というテロップはもちろん、ゴングすら不要だった。

　敵てき意いを向けられれば、途と端たんに本ほん性しようを剝むき出だしにして迎むかえ撃うってしまう『三兆院兵ひよう法ほう』の末まつ裔えいは、一いち挙きよ動どうで不ふ動どう明みよう王おうを背はい後ごに降こう臨りんさせて熱ねつ波ぱ炎えん塵じん。河童はその紅あかい烈れつ風ぷうを逆さか巻まく水流で受け流し、勢いきおいそのまま泳ぐように下げ段だんから仕し掛かける一之瀬の足あし払ばらいを怪かい鳥ちようのゴトク飛とび跳はね空中キリモミにて背後を取るギャル僧そうを滝たき昇のぼりする竜りゆうを幻げん視しする程ほどのサマーソルトで迎げい撃げきする河童の向こうに見えるのは「ききゃーんっ！（嬉き）」と跳ね起きレフェリーをかって出るオバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるが二人の拳打パンチ、巻まき添ぞえを喰くらったトコロで、

「ちょっとやめてください道場を壊こわす気ですか!?　外でやって外でッ！」

　たまらず立ち上がる僕だったのだけど、けれどこの人達への〝お願い〟は常つねに〝命令〟でないと効きき目めが無く、さらには〝実行力〟までもが必要。

　いくらコチラが声を張はり上あげたとしても両者のボコスカな争いウオーズは止まるハズなく、

　──しかし、

「次の患かん者じやさんはだれなのん？」

　そこへテコテコとやって来た異い相そうの少女、とある医い療りよう器具の式しき神がみであり、さっきまでズタボロだった僕達を癒いやしてくれたのネユの言葉に、

「ぅうっ!?」

「ふぁぁッ!!」

　お互たがいの胸むなぐらを摑つかみ合あっていた三兆院さんと一之瀬カスミは、とっさに自分の腰こしの後ろ辺りを押おさえ転ころげるようにして「無理無理無理無理無理無理ッ!!（ずざぁぁっ）」「もういいもういいもういいッ!!（びょごぉおっ）」後ずさり、

「ありがとうネユ。こっちはもう大だい丈じよう夫ぶだから、レキさんと遊んでおいで？」

「あーいっ」

　一件落着で一安心。

　紫むらさき色いろのフワフワな髪かみを揺ゆらす救きゆう護ご服ふく姿すがたの小さな看かん護ご婦ふさんであるネユが両手に抱かかえているのは、大きな大きな浣かん腸ちよう器き。少女はこの器具で全ての傷きずを回復させてしまうのだから、患かん者じやは嬉うれしさのあまりに悲鳴の一つや二つをあげるという寸すん法ぽうなのだった。

「……そもそもですわ」

　テコテコとお外に遊びに出て行く式しき神がみを玄げん関かんまで見送り道場に戻もどると、カラダの傷は完かん治ちしているというのになんだか汗あせびっしょりになっている三さん兆ちよう院いんさんが、河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミと猫ねこ又また・野の上がみ綾あやへと指を突つき付つけてる。

「あなた達二人があの時屋上でわたくしのパワーアップの邪じや魔まをしたのが悪いんですのよッ!?」

「それを言うならさ、こそこそ手て柄がらを独ひとり占じめしようとするその根性が、そもそも間ま違ちがってるんだと思うけど……？」

　同じく肩かたで息をしているスク水妖よう怪かいは、巻まき髪がみの僧そうへと瞳ひとみを細める。

「間違ってるもなにも、あの時点ではあれがベストの選せん択たくだったんですの!!　あなた達が邪魔をしなければこんなコトになってはいませんわっ!?」

「……──ものは言いようね。最近目立ててなかったから焦あせっていたんでしょう？」

　ネコ耳ネコ尻しつ尾ぽの妖怪は悠ゆう然ぜんと反論するけど、僕からしたらもうどっちもどっち。でも、だからこそ、腹の虫が治おさまらないのが、

「な、んで、すってぇぇッ!?」

　図星を突かれたとおぼしき三兆院さん。全身から怒ど気きが膨ふくれ上あがり、瞳が内側から暗く輝かがやき、三兆院さんの魔ま性せいを示じ現げんさせようと……って、

「いい加か減げんにしなさい三人ともッ!!」

　今度こそ立ち上がって三すくみの中心へ乗り入れた僕は、両りよう腕うでを包む甲かつ冑ちゆう籠ご手て《雨情堤うじようのつつみ》を陰おん陽みよう起動、道場に《黒雲》を撒まき散ちらす。

「「「ッ!?」」」

　はっと僕の存そん在ざいに気付いても、もう遅おそい。

　術じゆつ式しき《減殺セーブの雲》。手の内に現れた神しん宝ぽう《雨う情じよう軍ぐん配ばい》をかざし、道場に立たち籠こめる黒雲に巻かれた三者を牽けん制せいしながら、

「それ以上争うなら僕が相手になります!!　それで文もん句くはないでしょう！」

　吹き流される黒い雲。

　三さん兆ちよう院いん琉る夏か、一いち之の瀬せカスミ、そして野の上がみ綾あやがいた場所には、能のう力りよくを減殺セーブされた三人が、ポカーンと僕を見上げていて。

「なにをしたんですの……？　森もり口ぐち織おり人と……」

　一回り以上小さく、つまりは幼おさなくなってしまった三兆院さんのつぶらな瞳ひとみに、きりりと敵てき意いが宿り、

「うわ、なにこの能力……」

　同じくちびっこ水着大会になってしまった河かつ童ぱ・一之瀬カスミも呆ぼう然ぜん。そして、

「……──まさか、森口の《減殺の雲》が成長して、弱体化＝相手を小さくするっていう効こう果かになったのなら……」

　仔こ猫ねこ妖よう怪かいの七五三ですか状じよう態たいの野上綾の言葉に、

「まったくもって時代に逆ぎやつ行こうしてますわっ！」

　続く三兆院さんの悪あく態たいもカワイイものだった。

　僕は、等しく小学校に入学したての童女に変へん容ようしてしまった三人にしゃがみ込み、

「あのですね」

　言葉を紡つむぐのだ。

「午前中に起こった一連の出来事には僕にも責任があります。たとえばグラウンドで、僕が三兆院さんに魍もう魎りようへの攻こう撃げきをためらわせなかったら、こんなことにはなっていなかったでしょうし──」

「そうですわ森口織人あなたが悪いんですわっ！」

「どうしてくれんのこれ！　もう、何度も何度もーッ!!　あの浣かん腸ちよう器きって森口の式しき神がみなんでしょ!?」

「……──責任とってよね」

「ちょッ!?　えええッ!?　待って!!　だからってなんで全部の責任を僕におっ被かぶせるんですかッ!?　違ちがうでしょ!!　僕はみんなにそれぞれ悪いところがあったんだから誰だれかのせいとかじゃないって言いたかっただけで痛いたたたぁッ!?　ちょ、なにしてんですかッ！　え？　パロスペシャル？　って技わざ名めい聞いてるんじゃないですよ!!　やめてって言ってるんです！　って言うか、あれ!!　みんなには僕の《減殺の雲》が効きいてないのっ!?　やだこれすごく痛いたい!!」

　女子高生のカラダを持っていた時よりもタチが悪いかもしれなかった。僕は三人のちびっ子異い能のう力りよく者しやに群むらがられ、髪かみを引ひっ張ぱられたり頰ほおをつねられたり目ま蓋ぶたを引っかかれたり指を突つっ込こまれたりしてしまう。

「も、もういい加か減げんに離はなれてくださいっ！　くそう！　よってたかって卑ひ怯きような……！　そのチームワークを一つの敵てきに向けられないんですかぁッ！」

　畳たたみに引ひき倒たおされ、もつれ合う僕の頭上──つまり廊ろう下かのほうからその時、奇き妙みような音が響ひびく。

　かちゃんかちゃんと硬こう質しつな、鈴すずが擦こすれ合あうような足音。

「ごめんね……」

　頭を上に向け、それから反転して僕は確かく認にんする。

「ごめんね、お兄ちゃん」

　そこにあったのは薄うす手での毛布をカラダに巻まいた森もり口ぐち沙さ樹き、僕の妹の姿すがた。

　広げた黒い扇おうぎ状じようの仮か面めんを押おし上あげて現れる彼女の顔は、未だ白くて、

「沙樹、もう平気なのか……？」




　校庭の片かた隅すみで、沙樹が魍もう魎りように取とり憑つかれ、妖よう怪かいに変へん容ようしてしまったその後──




『砂すな御み門かど』預あずかりの陰おん陽みよう師じ・森もり口ぐち織おり人とと、『三さん兆ちよう院いん兵ひよう法ほう』術じゆつ者しや・三兆院琉る夏か。

　そして妖怪陰陽師の一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやは、鵺ヌエ・森口沙樹と、文字通り〝刃やいば〟を交えた。

　みんなが一いち様ように傷きずつきまくったのは、学校という場所をこれ以上破は壊かいさせずに鵺を押さえ込むというエクストラモードにチャレンジしたからだった。

　意志を持っているかのようにのたうつ極ごく太ぶとの鎖くさりを嵐あらしのように乱らん打ださせてくる鵺、森口沙樹は明らかにパニックを越して暴ぼう走そうしていた。

　出現した妖怪の持つ恐おそるべき戦せん域いきへ、しかし最速、ためらいゼロで突とつ入にゆうし、身を以もつて荒あれ狂くるう鎖さ撃げきを受け止めたのは、鋼はがねのビート板を両手に構かまえたスク水妖怪・一之瀬カスミ。

　続く猫ねこ又また・野上綾が鉄てつ鎖さでできあがった台風に道をこじ開ければ、ためらいなく突つっ込こむ三兆院さん。

　慌あわてて三人のフォローにまわったのが僕だった。

　鵺と化した下級生の何気ない攻こう撃げきを防ぼう御ぎよする時にさえ、振ふり下おろされた鎖に向かってこちらはなりふりかまわない一いち撃げきを叩たたき込こみ威い力りよくを相そう殺さいしなければ、とてもじゃないが抗あらがえない──つまり防御で精せい一いつ杯ぱい──とわかった時の、僕達の背せ筋すじの凍こおり様ようは半はん端ぱじゃなかった。

　そんなレベルの僕達四人が初はつ雪きさんと王生いくるみさんが到とう着ちやくし、調ちよう伏ふくを完了させるまで鵺を押さえ込み続けるコトができたことこそ、本当の奇き跡せき。

「はーぁ……、まったく兄妹そろってはた迷めい惑わくなヒトタチですわっ」

　その時の一連を思い出していたのだろう。

　セリフだけを聞いたならいたわり感ゼロ。沙樹に向かって悪あく態たいをつくちびっ子三兆院さんの言葉には、けれどさすがに「だから気にしなくていい」という優やさしさみたいなモノが含ふくまれていた。

　でも、相変わらずちびっ子妖怪達に引ひき倒たおされたままな僕の胸むねの上に、成せい敗ばいしましたとばかりに片かた足あしを置いたままというのはどうかと思うんだけど……。

「……──これ、偶ぐう然ぜんだと思う？」

　それから僕の両足首を押さえ込んでいた鵺・森口沙樹を指さして感想を求める猫又に、

「さーね、まあ学校さぼれただけいいんじゃない？」

　僕の腰こしの上に馬乗りで脇わき腹ばらに指を突つき入いれている河かつ童ぱは答えるのだけど、いい加か減げん僕から離はなれたらどうだい君達。

「ちゅーかー、それよりなんでカンケー無いあちしまで、ここにいるのかーっていう？」

　そして黒雲に巻まき込こまれたことで、同じくちびっ子化してしまっていたオバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるの脳のう天てん気きな呟つぶやきが、

「みなさん、本当にごめんなさいでした……！」

　なんだか一番グサリと来たようで、黒い外がい骨こつ格かくに包まれた沙さ樹きはその場でがちゃがちゃ、深々と頭を下げてくるのだ。

　すると、

「ありゃ？　ねえ、この娘こ、本当に森もり口ぐちの妹……？」

「……──いいの、もうわたし達はぜんぜん気にしてないよ？」

「それよりアナタ、わたくしの家の子にならなくて？」

「あちしにも！　なんかあちしにも触さわらしてーっ！」

「お、おにぃちゃーん！　沙樹、なんだかみんなに好かれてるよー！」

「兄としても、とても嬉うれしいよ……」

　素す直なおな沙樹に群むらがる女子高生どもは、きっと僕のコトを台所の三角コーナーくらいにしか思っていないんだろう。

　ともかく、ちびっ子妖よう怪かい達にまとわりつかれている妹を兄の権けん限げんで輪の中から助ける名目で連れ出し、ぶーたれる彼女達を無む視しして畳たたみの上に座すわり込こむ。

「でもでもでも！　でもさ、でもさ」

　そして僕に先制して声をあげたのは、同じく黒い甲かつ冑ちゆうごとぺたんと正せい座ざするように僕と向かい合った沙樹。

「お兄ちゃんずるい！　家族に噓うそまでついてこんなコトしてるなんてさ」

「いや、別に遊んでたワケじゃないんだよ……？　と言うか、僕がついてた噓よりキツイと思うんだけど、これ……」

　僕は変へん容ようしてしまった妹のナリに目を細めるのだけど、

「でも、これでわたしもお兄ちゃんと一いつ緒しよに〝陰いん陽よう師し〟ができるんでしょ!?　やったー！」

「ええと、とりあえずそれは〝陰おん陽みよう師じ〟って読むんだよ？」

　後あと戻もどりできない変身を遂とげてしまったというのに、まったくテンションがお高い妹だった。

　まあ、変に落ち込まれてハナシが進まないよりは全然いいんだけど、なんだこの適てき応おう力りよく。




　──おわかりの通り、沙樹に諸もろ々もろの説明はすでに済すませてあった。




　その全てが突とつ拍ぴよう子しもない内容だったんだけど、辻つじ褄つまが合うに従したがって、沙さ樹きは混こん乱らんするどころか、ランランと瞳ひとみを輝かがやかせ始はじめ、今や、

「わたしね、ずーっと自分は普ふ通つうじゃないんじゃないかなって思ってたんだけど、うん、やっぱりなー」

「ええと沙樹。キミは〝魍もう魎りよう〟に取とり憑つかれて妖よう怪かいになったわけであって、もともと沙樹に素そ質しつがあったとかじゃないんだよ……？」

「なにさ！　お兄ちゃんも妖怪になればいいのにっ！　なにさ人間ぶっちゃって！　ずるいずるい!!」

　もう妹が元気でなによりだー、としか言いようがない、としておこう。

　やがて《減殺セーブの雲》の効こう果かも切れたのか、元の等身に戻もどったみんなも改めて、値ね踏ぶみをするように沙樹の周りに座すわり込こみ、

「でも、よりにもよって森もり口ぐち織おり人との妹が〝鵺ヌエ〟ってどうなんですの？」

　黒くろ袴ばかまのまま胡あ座ぐらを搔かいて、両りよう腕うでをつっかえ棒ぼうのように後ろに回すリラックスモードの三さん兆ちよう院いんさん。

　それにコクビを上げるのは、

「……──関係あるのかな。壊喜楽ナラク玉ダマをばらまく、あの巨きよ乳にゆうのエリート妖怪〝牛ぎゆう鬼き〟と」

　さすがに着物で胡座までとはいかないものの、充じゆう分ぶん足を崩くずして女の子座ずわりな野の上がみ綾あや。

「無いとは言い切れないねー。上種の妖怪って、この近くじゃ、あんま聞かない話だし」

　問われた河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミは、なんだか軍ぐん師しっぽく腕を組み、細い指先で顎あごをいじり。

「ねえそのハナシ今しなくちゃダメ？　あちしってばめっちゃヒザガクなんですけどっ！　骨ほねのズイまであの時のコトはトラウマなんですけどっ!!」

　畳たたみの上でジタバタし始める上うえ草くさ千ち春はる。これはさすがに沙樹でも気になったのだろう。

「ねえお兄ちゃん、みんなはなんのお話をしているの？　それとどうして上草さんはこんなに重傷じゆうしようなのに入院してないの？」

「あぁっと、今はまだ気にしなくて大だい丈じよう夫ぶ。あと、このヒトが怪け我がだらけなのは妖怪になる前からの仕様だから平気」

「これが仕様だから平気!?」

　沙樹にはいっぺんに事じ情じようを話さないほうがいいと、僕は判はん断だんしていた。

　とりあえずはもう少し時間を置いてから。

　いくら彼女の元気が底なしだと言っても、このままだと知らず知らずにこころがぽっきりいきかねない。

「あのー、そう言えばお兄ちゃん」

「なんですか？」

　妹の将来についてあれこれと心配していると、そのまま日曜朝八時半からのヒーローモノに出てくる悪役みたいな鵺ヌエ怪かい人じんである沙さ樹きは、いたって無む邪じや気きに、

「初はつ雪きさんはどこ？」

　道場内部をキョロキョロと見回す。

「たぶん、事後処しよ理りに顔を出してるんだと思うんだけど……」

　それは僕も知りたいところ。

　学校からコチラに場所を移うつした時から、沙樹を調ちよう伏ふくした当の本人である陰おん陽みようの少女は、姿すがたをどこかに消してしまっているのだった。

「わたし、ちゃんと初雪さんにもお礼を言わなきゃ。あと、お兄ちゃんを鍛きたえてくれてありがとうございますって。えぇっと……」

　沙樹がなにやら思案すると、ひとりでにおでこに上げていた扇おおぎ型がたの仮か面めんが下がり、すうっと半はん透とう明めいになって、

「あはっ！」

　再ふたたび辺りを見回した彼女はぴょーいと跳はねるように玄げん関かんへと廊ろう下かをスキップ。

『沙樹のあのバイザー、《黝ゆう燐りん》なのかな……』とか僕が思っていると、彼女は道場からは陰かげになって見えない位置に腕うでを突つっ込こんで、

「もーっ！　はーつきさーんっ！」

　そこから引ひっ張ぱり出だしたのは、

「え!?　そんなところに隠かくれていたんですか!?」

　僕以外の妖よう怪かい達だってびっくりしていた。

　黒くろ髪かみに黒くろ手て套ぶくろ、制服姿の初雪さんは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったように立たち尽つくしているのだ。

　初雪さんも予想外だったのだろう。

　顔を赤白させてしまっている彼女は、イタズラをして隠れていたところを見つかってしまった臆おく病びような子供のようにも見えてしまう。

「ねえ、どうして、初雪さんはわたし達から逃にげ回まわっているんですか……？」

　そんな初雪さんにまとわりつく沙樹は、いともたやすく質問を投げかける。

「そ、それは……」

　けれどすっかり腰こしが引けてしまっている初雪さんは、後ずさりするように沙樹から逃のがれようとして、けれど、外がい骨こつ格かくに黒手套に包まれた腕を摑つかまれてしまっていては、それもままならず、さらに僕らのほうへ──道場へと押し出されてしまい。

「あはっ、しかたがないかー。そんな格かつ好こうですもんね、初雪さん……」

「え？　そんな、格好……？」

　妹の妙みような言いように、僕は初雪さんが身につけている吝やぶ華さか高校指定の制服、茄な子す色いろワンピースを確かく認にんするのですが、これと言って不自然さは見あたらず──

「でも、初雪さん。それ、見つけて欲しかったんでしょ……？」

「そんな……、そんなことありません沙さ樹きさん。お願いです、許ゆるしてください……っ。織おり人とさんお願いです、もう、わたしを見ないでください……!!」

　──しかし、

「な……、あ、え？……ええええッ!?」

　初はつ雪きさんの願いも虚むなしく、僕にはその意味がわかってしまうのだ。

「もう初雪さんたら、お兄ちゃんに見られて、本当は嬉うれしいんでしょ？　だってほら、すっごく、……かわいいよ？」

「い、いや、待つんだ沙樹！　それはカワイイとかカワイクナイとかじゃないと思うッ！　止まって！　ストップ!!　初雪さんそれ、制服じゃありませんよね？　それ、か、か、紙……ですよね!?　小さく切った紙を直ちよく接せつ肌はだに貼はり付つけて……と言うか、色つきのポストイットをカラダに貼り付けて、遠くから見れば服に見えるようにしてあるだけじゃないですか!!」

「見ないでください織人さん！　こ、これはしかたなかったんです……！　他に身を隠かくすモノが、これしか……、大量のポストイットしかなくてっ!!」

　もう、みなさんにもおわかりだとは思うけど、

　これ、絶ぜつ対たいに初雪さんの妄もう想そうだよね……ッ!?

　ここまで出来事が破は天てん荒こうだと、これはもうちょっと、現実に起こっているコトとは思えないのだった。

　これは初雪さんの妄想の中に決まっている……!!

　……けれど、本当に……？

　そもそも、いつから僕は初雪さんの妄想世界に入ってしまったのだろうか。

「もしかしたら、修しゆ行ぎようを積んで僕がパワーアップしているように、初雪さんの妄想パワーも成長している!?　まったく……厄やつ介かいな……!!」

　落ち着くんだ、対たい処しよ法ほうはなにかあるはずなのだ!!

「どうすれば、どうしたら現実に戻もどるコトができる!?」

「じゃあ、初雪さん剝はがすね？　まずは、一枚……」

「なんでですか沙樹さん！　や、やめてくださ……ひ、ひゃんっ！」

「こら沙樹！　なにしてるんだー!!」

　僕は、そんな状じよう態たいの初雪さんに近づくこともできずに、こんな状じよう況きようにどうしていいかわからず立たち尽つくしてしまう。

　まったく、妄想の中の初雪さんはなにをやっているのだろう。

　なにをどうやったら、服のかわりとしてポストイットを使う状況になってしまうのか。

　いくら現実じゃないとしてもこれはマズイと思うのだ。

　ああ、今や初雪さんは沙樹によって一枚一枚、ポストイットを剝がされて、まるでモザイクを除じよ去きよされたように、本体を現し始めている。

「だってー、こんなお洋服を着ているほうが悪いんだよ？　初はつ雪きさん……」

「いやぁ……だめです、もう、取らないでくださいっ！　くすぐったくて、が、がまんが……っ、さ、沙さ樹きさん？　なにを、して、いるんですか……？　そ……そんなっ！　私のカラダを隠かくしているポストイットの全部に、そ、そうやって……紐ひもをつけて……その端はしを、壁かべにテープで貼はり付つけてしまったら、も、もう、私は、ここから……動けなくなってしまいますっ！　ポストイットの粘ねん着力ちやくりよくは、極めて弱いんです。も……もし、転ころんだり、したら……、そ、それだけで、私は……っ！」

「大変なことになっちゃいますね、初雪さんっ」

「お願いです、許ゆるして下さい、沙樹さん……」

「えー、どうしよっかなぁ。じゃあ、お兄ちゃん？」

　沙樹はもったいつけるように、身動きできないままの僕へとバイザー越しに微ほほ笑えみ、

「初雪さんを許すか許さないかは、お兄ちゃんに決めてもらおうかな」

「さ、沙樹……？」

「じゃあ、お兄ちゃんには勝負をしてもらうね？　もしお兄ちゃんが勝ったら、初雪さんのお洋服にはもう触さわらないであげる。でも、もし負けたら……、どうなっちゃうか、わかるよね？」

「そんな……！　なにを言ってるんだ沙樹！」

「お、織おり人とさんっ！」

　今や助けを求めることしかできない陰おん陽みようの巫み女こ・初雪さんに、僕はまともに視し線せんを向けられないまま、

「初雪さん、大だい丈じよう夫ぶです！　……沙樹、けれど僕はそんな勝負は受けられない！　今すぐおとなしく初雪さんを解かい放ほうするんだ！」

「なにを言ってるのお兄ちゃん。これは強制なのに、ね……？」

「え？」

　沙樹の視線は僕に向いておらず、

「そう、勝負はクイズですわよ森もり口ぐち織人!!」

「さ、三さん兆ちよう院いんさん!?」

　颯さつ爽そうと身を翻ひるがえすのは黒こく衣いのギャル僧そう。

「お互たがいにクイズを一問ずつ出し合うんですの。よろしくて？」

　よろしくてもなにも、僕が頷うなずく前から三兆院さんは「では、わたくしからですわ」と一方的に続けてしまうのだ。

「第一問！　さて、わたくしの実家は、なにを生なり業わいにしているでしょう」

　なにやら誇ほこらしげに胸むねに手をあて、僕へと嫣えん然ぜんと微笑んでくる巻まき毛げのギャル僧に、

「も、もちろん陰おん陽みよう師じでしょう？」

　僕はなりゆきで答えるのだけど、

「ハズレですわっ！　わたくしの実家は畳たたみ屋やさんですの！　この道場の畳も、実はわたくしの実家が入れたものなんですのよ！」

「なんですかそれ！　本当ですか!?　と言うか、わかるわけないじゃないですかそんなの!!　と言うか『三さん兆ちよう院いん兵ひよう法ほう』ってどうなってるんですか!?」

「術じゆつ者しやの能のう力りよくは隔かく世せい遺い伝でんらしいんですの。なのでわたくしは、お祖じ父いさまのところで修しゆ行ぎようをしたのですわ！」

「わかるわけないですそんなの!!」

「でも、ハズレだから初はつ雪きさんのお洋服、剝はがしちゃうね？」

「ちょっと沙さ樹き!?」

「お、織おり人とさんっ!!　ひゃ、ひゃぁぅ……っ！」

「ぁああ初雪さんッ!!」

　僕はポストイット少女と、それを一枚一枚剝がす妹から目を背そむけるようにして、

　よ、よぉし！　今度は僕の番だ!!　覚かく悟ごしてください三兆院さん！

　巻まき髪がみへと対たい峙じする。あっちが卑ひ怯きような手しゆ段だんを使ってきたのだ。初雪さんのためでもある。僕もやらせてもらおうか……!!

「僕が小学生の時にこっそり描かいていた漫まん画がのタイトルはなに!?」

「『メソメソ戦士☆なぐさめガイ』ッ!!」

「えええッ!?　どうして知ってるのーッ!?　絶ぜつ対たいわからないハズなのに!!」

「そんなの常じよう識しきですわよッ！」

「じょ、常識のはずがないですわよ……!?」

　思わず言葉遣づかいが三兆院風になってしまう僕に向かって、

「……──ちなみに、主人公の『薙なぐ雨さめ我が意い』は、ちょっとしたことですぐに落ち込んでしまうガラスのハートの持ち主なんだけど、せっかく彼をなぐさめてくれるヒトに『オレはもう落ち込んでない！　もう気にしてないんだよ!!』って強がりばかり言うから、とってもなぐさめがいのない主人公なの」

「知ってますよ僕が描いてたんだから！　と言うか野の上がみさんまでなんでそんなコト知ってるの!?　なんだこの妄もう想そう世界!!」

「じゃあ剝がすね？」

「ああ沙樹!!」

「ひゃぁんっ!!　お、織人さん……!!」

「初雪さんがんばって！　気を強く持ってください!!　けれどああ、もう僕はどうすればいいんだッ!?　く……、こうなったら、まどろっこしいコトはやめましょう、初雪さん……」

　僕は逸そらしていた視し線せんを、まっすぐ初雪さんへと向ける。

「な、なにを、織人さん!?」

　これはもう、しかたのないコトなのだった。

　僕は、できるだけ初はつ雪きさんの瞳ひとみだけを見て、彼女の元へと歩み寄る。

「大事な部分に貼はり付つける。……それがまさしく、ポストイットの役割です。でも……」

　目の前まで辿たどり着つく。そして僕は初雪さんの首くび筋すじにあった紙し片へんを摘つまみ、

「やっぱり、それ以外の部分のは、剝はがしておかないと、いけませんよね？」

「は、剝がすんですか織おり人とさん……、ぅんっ、あ、あの、剝がさないんですか……？　は、はっきり、してください……っ！　そんなトコロのポストイットを摘んだまま、そうやってじっとされていたら、私、どうしたらいいか……、ぁ、そんな、織人さんだめ、ですっ……。ポストイットに、そんな風にメモをされてしまったら……っ、私は、もう……くぅ、う、ふ、んんんッッ……ッ！　ぅぁあっんっ!!」
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　初雪さんが喉のどを見せるように仰のけ反ぞり《臨りん界かい》を迎えたその瞬しゆん間かん、ひゅばん！　と世界が白くホワイトアウト。

　光は刹せつ那なに剝ぎ取られ、




「お兄ちゃん？　どうしたの？　ぼーっとして……」




　僕の両りよう腕うでを取って揺ゆさぶってくる妹の沙さ樹き。

「よぉし！　回復したぁ!!」

　完全自己没ぼつ入にゆう型がたゲームからログアウトしたみたいに戻もどってくる、正しい周囲の風景は道場。

「……え？　回復したって、お兄ちゃんの、脳のうが……？」

　わけのわかっていない沙さ樹きを置き去りにしたまま、僕は初はつ雪きさんの妄もう想そうから現実世界に帰ってきているコトに安あん堵どする。

　──どうやら今は、沙樹がバイザーを下ろして初雪さんを探さがそうとする直前のよう。

　しかし、これではまるでちょっとしたタイムリープだった。

　僕の能のう力りよくが修しゆ行ぎようによって成長しているのと比べるまでもなく、初雪さんの力もまったくもって凄すごいことになってきているようだった。

「まさか、触ふれてもないのに伝わってくるなんて……」

　新たな対たい策さくを立てるのは後回し、

「というコトは、初雪さんはこの近くに……」

　道場を抜ぬけて玄げん関かんへ移い動どうする。

　──なるほど。

「ああっ、初雪さんっ!!」

　声をあげたのは僕の後にくっついてきた沙樹だった。

　そこは、見せつけられた妄想で、初雪さんが最初にいたのと同じ場所。

　下げ駄た箱ばこの陰かげに小さくしゃがみ込んだ巫み女こ服ふくの少女は、

「あ、あの、こ、これは……っ」

　ぱくぱくと口を動かしていて。

「初雪さん、わたしを助けてくれて、本当にありがとうございました!!」

　そして、あの妄想世界をなぞるように、沙樹は有無を言わせず巫女の手を取って立ち上がらせ、ぺこりと頭を下げるのだ。

「それから、お兄ちゃんも……」

　改めてなのだろう。沙樹はコチラを見上げる。

　僕は頷うなずく。

「それにしても」

　深く瞬まばたきをした鵺ヌエ娘ムスメは、巫女服の初雪さんへとにんまり口元をほころばせ、

「初雪さんが陰おん陽みよう師じでよかったー！　わたし、全然知らない人に助けてもらっちゃってたら、たぶんどうしていいかわからなかったもんっ」

　おそらく、初雪さんは自分が調ちよう伏ふくした妖よう怪かいにこんなコトを言われるのは初めてなのだろう。

「沙樹さん……。いえ、私がもっとしっかりしていたら……」

　と、陰陽の巫女はおずおず紡つむぎ始はじめるのですが、妹はそれに元気よく首を振ふって、

「あと、もちろん三さん千ぜん院いんさん達も！」

「三さん兆ちよう院いんですわ！　九つも桁けたが違ちがいましてよ!?」

　玄げん関かんに移い動どうしてきたギャル僧そう、それから妖よう怪かい達にも頭を下げるのです。

「ん……？」

　そこで僕は気が付きます。

　なぜだかいつも以上に緊きん張ちようしている初はつ雪きさん。その理由の一つは、手て套ぶくろ越しといえども、ずっと沙さ樹きに腕うでを握にぎられているからに違いなく。

「あ……、ほら、沙樹？」

　なので僕は腕を伸のばして、

「もう初雪さんを離はなしてあげて──」

　二人の手を取って、そっと離そうとしたのです。

　その時、




　風が、




　びゅおっと、玄関の空気が入れ替わってしまうくらいの強い一いち陣じんが、僕らに吹き付けて。

「……え？」

　気が付けば、初雪さんは開きっぱなしだった玄関の戸から外へ、片かた膝ひざをつくほど勢いきおいで、飛とび退すさっているのです。

「あ、あのっ！　す、すいません、織おり人とさん……っ！」

「な……」

　初雪さんが、僕を、

「怖こわがっ、た……？」

「ま、まあ、そういうコトもありましてよ？　ほら、草ぞう履りを忘わすれていますわよ、遥はる奈な原ばら初雪」

　自分も足を足た袋びで包み、草履の鼻はな緒おを摘つまんで外に出て行く三兆院さん。

「とりあえず、このまま客きやく殿でんに移動しませんこと？　そろそろランチの時間ではなくて？」

「お兄ちゃん……？」

「あ、うん、そうしようか」

「いいえ、森もり口ぐち織人？　あなたはこちらの後あと片かた付づけを済すませてからですわ」

　妹に促うながされて外を出ようとしていた僕を止めたのも巻まき髪がみのギャル僧そうだった。

「え、え……？」

　気が付けば僕は、ニタニタ笑いをこらえきれない河かつ童ぱと猫ねこ又またと、スキップするオバリヨンにも取り残され、道場で一人きりになってしまうのだった。

　初雪さんは、沙樹と一いつ緒しよにいくぶん申もうし訳わけなさそうにしながら、けれど僕を誘さそうコトなく、みんなと一緒に姿すがたを消していき……。

「ど、どういう、こと……？」

　僕はさっき受けたショックも冷めやらぬまま、はっきり言って、素す直なおに感動してしまっていたのだ。

　なぜなら、

「あの初はつ雪きさんが、みんなと、仲良く一いつ緒しよに行動している……ッ!?」
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　──遥はる奈な原ばら初雪さんが住んでいる学校の裏うら山やま、つまり『遥奈原家邸てい内ない』は、それ全体が広大な日本庭園として作られている。

　そして、日本庭園っていうのはぶっちゃけファンタジーなシロモノらしく、日本人が美しいと感じる『自然』を人工的に格かつ好こう良く模も倣ほうし、けれども元々昔からそこにあったように配置するという芸術なのだそうで。

　それが園内を散歩できる遊園形式だったりすれば、どこから見ても──たとえば池に架かかった橋の上から向こう岸を眺ながめるとかすれば──これはきっちりと一枚の絵になるように仕立てられている。

　そして小川を渡わたれば道の先には趣おもむきのある休きゆう憩けい所じよがひっそりと建てられていたりして、その心意気は今風に言ってしまえばテーマパーク。

　全国の庭園の中には、たとえば『東海道五十三次』の全てを敷しき地ち内ないに再さい現げんし、小さな宿場町に従業じゆうぎよう員いんまで準じゆん備びしていたところもあるらしく、それは園内に『未来の国』を創造したり『シンデレラ城』を建造するのと心意気はまったく同じなのかもしれない。

　つまり日本庭園とは、人が抱いだいた理想の風景を再さい現げんした『夢の国』、その元がん祖そとも言えるのだ。

　──さて、ここまでは勒ろく天てんさんに聞いた大おお雑ざつ把ぱでうろ覚えな知ち識しき。

　ハナシを戻もどせば、遥はる奈な原ばら家けの庭園もそれはそれは大変なもので、僕がその時足を踏ふみ入いれていた区く域いきは、縄じよう文もん時代の集落を模もした日本庭園だった。

「縄文時代って!!」

　思わず突つっ込こんだ。

「これは日本の原風景すぎやしないか……!?」

　赤茶けて雑草がボソボソと生える地面の上には、茅かや葺ぶき屋根をそのまま地面に被かぶせたような竪たて穴あな式しき住じゆう居きよがいくつも並ならび、村はずれには収しゆう穫かくした穀こく物もつを保ほ存ぞんしておく高たか床ゆか式しき倉庫が地面に影かげを落としている。

　庭園と言うよりこれはもうなにかの発はつ掘くつ現場なのでは……？　そういった僕の驚おどろきが、集落に吹ふき渡わたる風に流されていく。

　周囲は無人。

　漂ただよう静けさは、まるで一夜にして村人の全てが消えた村だった。

「なんだか怖こわい……」

　まさか縄文人の幽ゆう霊れいが出るわけはないのだけど、僕はフグの毒どくで全ぜん滅めつしてしまった集落を視し察さつに来た役人のようなおっかなびっくりな物もの腰ごしで、一ひと際きわ大きい竪穴式住居の前に立ってみる。

「これ、絶ぜつ対たい小学生とか中学生の社会の授業で使ったほうがいいよ……。うわ、住居の中とかまですごい作り込まれてるし……」

　半地下式の居住区内には、中央に黒く煤すすけたかまどが作られていて、それを囲むように温かそうな毛皮が敷しき詰つめられている。

「いや、まったくもってこれも日本ではあるんだろうけども……誰だれがこんな風景を日本庭園の中で見たいと思うんだ……」

「ぼくは結けつ構こう気に入ってる」

「うおうッ!?」

　突とつ如じよもぞりと動いた毛皮の一いつ角かく。

　そこから姿すがたを現すのは、

「い、王生いくるみさん？　なんでこんなところに……」

「昼ひる寝ねをしてた。ぼくの疲つかれは、ぼくでなければ癒いやせない」

　ふぁーぁとあくびを手で隠かくす前まえ髪がみパッつん、制服姿すがたの小さなサムライ少女。

「それにここなら、迷まい子ごになった織おり人とくらいにしか、見つからない」

「ご、ごくろうさまです。……考え事をしながら道場を出たら、このザマですよ」

　吝やぶ華さか高校生徒会長にして陰おん陽みよう師じ、王生いくるみ枢すう。

「陰陽師の連れん絡らく会かいがあった。ぼくも出なきゃならない類たぐいのだ。あいつらめ、ぼくになら言いたいことを言う」

　うん、確たしかに多た忙ぼうなお人なのだろう……。だからってこんな妙みようなトコロで休きゆう憩けいしなくても、と、僕がうにゃっていると、

「……っ」

　彼女は指先でくいくいっと、入り口で固まっていたコチラを古代住じゆう居きよ内部に招まねいた。

　ほぼ円形、天てん井じよう脇わきに穿うがたれている換かん気き口こうから差し込む午後の光に薄うす暗ぐらい住居の中で、僕は王生先輩とナナメに向かい合うように座り込む。

「織おり人と」

「なんです？」

　しばらく室内を眺ながめていると、王生先輩は僕へと這はい寄よって来てから、

「今、戻れと言われている」

「は、はぁ」

「……戻もどったほうがいいか？」

　低い位置から僕に小首をかしげた。

「そ、そうですね。……って、うわ、なんですかその非ひ難なんがましい顔は」

「つまんないな織人は」

「傷きずつくこと言わないでください」

「でも、その前に」

　若じやつ干かん以上に不ふ機き嫌げん。王生先輩は唇くちびるを固く結びつつ、

「ぼくをだっこだ」

「はい」

　僕は両手を突つき出だしてくる彼女の脇わきをがっしと摑つかんで持ち上げ、ぐるりと半回転させて膝ひざの上に乗せる。

「ふぅー……」

　まるで温おん泉せんに肩かたまで浸つかっているように、ツヤツヤした黒くろ髪かみの少女はうにうにと僕の身体に体重を馴な染じませ、

「誰だれでもいいというわけじゃないからな」

「でしょうね、生徒会長」

「安全ロックを」

「こうですか？」

　僕は被かぶさるように両りよう腕うでを上から王生先輩に回します。

「よし、」

　わかりやすく言えばジェットコースターの座ざ椅い子すが僕で、そこに座すわる子供が彼女という構こう図ず。

「今戻もどる」

「待ってください！　せめて僕の膝ひざから降おりてからにしてくださ痛いたたたたッ！　爪つめを、爪を立てないでください!!」

　ぷしゅーっ！　と慌あわてて安全ロックを解かい除じよする僕。

「ふん。じゃああとは任まかせたからな──」

　自発的に立ち上がってくれた生徒会長・王生いくるみ枢すうはくるりと僕の前でスカートをひらめかせると、

「──勒天舞耶」

　そのカラダの内側から〈ざふっ〉と金色の光を溢あふれさせ、輪りん郭かくすら輝かがやきの中に眩くらませて、

「ご苦労様でした、森もり口ぐち殿どの」

　それは、ヒトの立ち入らない森の奥おく深くにある波は紋もん一つ立たない湖面の如ごとき響ひびき。

　きらきらと空気に溶とける金色の粉こなを振ふりまいて、王生枢と入れ替わるようにして目の前に現れたのは僕のお師し匠しよう様だった。

　うねる亜あ麻ま色いろの髪かみを二本のお下げにして、紺こん色いろのブレザーに白のブラウス、首元には深い紅くれないのタイ。下にはミルクティー色のチェックスカートに黒のタイツとローファーという出いで立たちの少女から、

「……今回の妹殿の件けん、これは全て『砂すな御み門かど』の落ち度です。面めん目もくがありません」

　切り出されたのは謝しや罪ざい。

　けれど、

「いえ勒ろく天てんさん。妹を守るのは僕の役目でした」

　竪たて穴あな式しき住じゆう居きよの中で、僕はまだ生々しい数時間前の記き憶おくを辿たどってしまう。

「それに、僕はもう『砂御門』の一員です。僕の落ち度でもあり、でも、みんなでなんとか調ちよう伏ふくすることができました」

　少しだけ固くなりかけていた周りの空気がそこで止まる。柔やわらかくはならない。けれど、勒天さんの表情は一いつ層そう澄すんだモノへと変化して、

「勒天舞まい耶やは、妹殿とその兄へ、できる限かぎりのフォローをいたします」

　そう言って瞳ひとみを僅わずかに伏ふせる彼女へと、僕は提てい案あんする。

「でしたら沙さ樹きにも、妹にも〝陰おん陽みよう師じ〟の修しゆ行ぎようをさせてやってください。彼女は絶ぜつ対たいにこっちへ首を突つっ込こんできます。妙みようなコトになる前に、仕込んでしまったほうがいいと思います」

「はい。それがいいでしょう。……『砂御門』は最近、とても賑にぎやかになっていますね」

「一気に増ふえてますから」

　他ひ人と事ごとのように言ってしまったけれど、元はと言えば僕と一いち之の瀬せカスミ、そして野の上がみ綾あやが初はつ雪きさんの荷物にならないようにと成ったのが、そもそもの始まり。

「霊れい的てきな観点から言えば」

　そこよりも以前から始まる今の流れに奇き妙みような感かん慨がいを抱いだいていると、師し匠しようである勒ろく天てんさんは〈すとん〉と僕の前に敷しかれた毛皮に腰こしを下ろし、

「これはなにかの〝兆きざし〟に他なりません」

「なにかの兆し……」

「恐おそらくそれは、森もり口ぐち殿どのに関係するかと」

「僕に、ですか？」

　狼狽うろたえる僕に、それでも勒天さんは波は紋もんの立たない湖面の如ごとく、

「これはわたしの勘かんですが」

「勒天さんの勘ほど怖こわいモノはないんじゃ……」

　体育座ずわりで膝ひざの上に顎あごを乗せ、僕は両りよう腕うででぎゅっと脚あしを抱だきしめます。

　これが、僕に関するなにかの前兆……？　だとすると、うーん……

「それはそうと」

　足を崩くずすように体たい勢せいを変えていた勒天さんが、視し線せんを火の消えた炉ろに落としながらトーンを変えます。

「先ほどは枢すうが、ご迷めい惑わくを」

「いえ、僕もよくはわかりませんが……お忙いそがしい生徒会長のお役に立てているのは嬉うれしいです」

　勒天さんは申もうし訳わけなさそうに俯うつむく。表情に変化は無し。けれど僕はそこに、微ほほ笑えみに似にた空気を感じるコトができた。

　そして、

「ずるいですね、枢は……」

　ぽつりと、亜あ麻ま色いろの髪かみを持つ砂すな御み門かどの式しき神がみは零こぼすのだった。

「勒天さん」

　なので僕は、体格ならば王生いくるみ先輩と瓜うり二ふたつの勒天さんに向かって、

「師し匠しようにこういうコトを言うのも、なんですが……どうぞ」

　自分の足を組み替え、膝をぽんぽんと叩たたくのです。

「どうぞ、とは……？」

「あ……ええと、勒天さんも膝の上に乗りたいのかと……」

　おずおずと僕が言葉にすれば、

「そ」

　意味のない一音を発したまま勒天さんは、

「……勒天さん、どうしましたか？　そ……、なんです？」

「い、いいえ……」

　停てい止しから再さい起き動どうしても様子のおかしい勒ろく天てんさん。彼女は九九・九九％フオーナインに匹ひつ敵てきする亜あ麻ま色いろの前まえ髪がみで表情を隠かくすように顔を伏ふせてしまいます。やがて、

「し、しかし、師し匠しようたるものが」

　軽く咳せき払ばらい。

「本来なら、森もり口ぐち殿どのの手本たるべきものが、その、弟で子しの膝ひざに乗っても、かまわないのでしょうか。しかも、このような時に」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ほら、師匠を弟子が肩かた車ぐるまして修しゆ行ぎようとかもあるじゃないですか」

「…………」

　僕のお師匠様の中で、何かが争う気配。核かく戦争。やがて決着。

「では、これも修行です。森口殿」

「はい」

「では……」

　立ち上がった勒天さんは、僕の目の前でくるりとスカートを翻ひるがえし、

「しかし森口殿。あとから、ダメだとか言いませんか？」

　ためらうようにそのまま一回転して、僕を見下ろした。

「言いません。いいですから早く、師匠」

「……わかりました。そこまで言うのならしかたありません」

　そしてようやく、亜麻色の髪を持つ式しき神がみは、僕の膝にすとんと収おさまった。

　最初は知り合ったばかりの仔こ猫ねこのように固かった勒天さんですが、次し第だいにカラダから力が抜ぬけ始はじめ、

「森口殿……」

　僕の名を呼よびます。

「なんですか？」

「たとえばの話です。森口殿がこのまま『砂すな御み門かど』で寝ね起おきし、わたしが──」

「はい」と、僕は師匠の金色な頭頂部を見ながら答える。すると、

「──いえ」

　細い溜ため息いきと共に、勒天さんの重さが際さい限げんなく無くなっていくようだった。

「なんでも」

「どうしたんですか勒天さん、言いい掛かけたのなら最後まで言ってくださいよ」

「聞かなかったコトにしてください、森口殿」

　そうしてお師匠様が、さらに僕へと寄りかかって来た、直後。

「だったら、ねえ、代わりに聞いて欲しいの」

　まるで、

「「…………ッ!?!?っ!?」」

　搔かき現あらわれたかのように忽こつ然ぜん。

「母は確たしかに大事な息子を修しゆ行ぎように出したわ。けれどまさか、師し弟ていの関係がそこまで進んでいたとは思いもしなかったの」

　竪たて穴あな式しき住じゆう居きよ内ない、今までずっとそこでくつろいでいたかのように、僕の母親、森もり口ぐち緯い央おは、僕と勒ろく天てんさんの右みぎ隣どなり、地面に敷しかれた毛皮の上に足を崩くずしていたのだ。

「ッ!?　ち、ちょぉっお……ッ!?　え、なッ……ッ」

　あまりのことに、膝ひざの上の勒天さんも言葉が出ないのだろう。

「か、母さんなんで!?　どうしてこんなトコロに!?」

「肉じゃがを作りすぎてしまったの。だからお裾すそ分わけに来たのだわ」

　見ればアルミホイルを被かぶせた大皿を手にした母は、エプロンにつっかけという「ちょっとお隣さんの家に行ってくるのだわ」という格かつ好こうで。

「に、肉じゃが!?　でも今はまだ午後イチだよ!?　それに、こんな山の上まで、そんな……っ」

　それでも拭ぬぐえない場ば違ちがいさに慌あわてる僕を、

「ねぇ聞いて欲しいの」

「う、うん!?」

「織人もお年とし頃ごろ。理り解かいのある母は、まったくもってかまわないのだわ」

「かまわなくないよ!?　かまってよ!!　勒天さんは確か旦だん那なさんがいるっていう設せつ定ていだったじゃん!!」

「愛そのものには、いつの時代も罪つみなどないの」

「母さんがそういうコトを言うのはだめだよ!?」

　常つね日ひ頃ごろとらえどころのない母が、今日はさらに理り解かいできない。

　しかし、今はそれよりも、

「ほ、ほら、勒天さんもまた一時停てい止ししてないで！」

「ぅ……ぅぁ」

　言われるまでもなく。

　他に誰だれもいない竪穴式住居内では、勒天さんに対する僕のちょっとした癒いやし行こう為いもそれだけで終わるけれど、それが誰かに、よりによって僕の母に見つかってしまうとなると、場合によってはと言うか、現にこうして誤ご解かいを招まねいているコトも、僕には理解できるわけで、

「し、失礼しますっ！」

　僕は硬こう直ちよくしているお師し匠しよう様をそのまま持ち上げ、隣にストンと移い動どうさせる。そしてほっと一息ついたのも束つかの間、

「今日はとても大事な話があって、ここに来たの」

「うっ？」

　もしや。

「もしや、学校から早そう退たいしたというコトになっている妹のコトで……」

　思わず身を固くした僕をほぐすように、

「ねえ、心して聞いて欲しいの」

「う、うん！　聞くよ、聞くから」

　白いニットに色あせたジーンズという、あまりにも自分ち感覚を引きずってここにいる母は言うのだった。

「そもそも、わたしと織おり人とは、親子として血が繫つながっていないのだわ」

　ずっと前からそんなことはさも当たり前だというトーンで。

「…………は」

「けれども誤ご解かいしないで欲しいの。わたしは一人の母として、織人、あなたを育てた」

　──なにが現実で。

　なにがそうじゃないのか。

　これまでにもわからなくなったコトは数知れず。

「か、母さん……？」

　けど。でも。

　それにしたって。

　確たしかなコトは、母の目は噓うそを言っていないということだけだった。

　僕は母さんの子供だからそれがわかった。

　からかわれているワケでもない。彼女はとても真しん剣けんなのだと。

「我々は獄ごく卒そつの一族なの」

　森もり口ぐち緯い央おは、母のまま続ける。

「関東の遥はるか地下に眠ねむる地じ獄ごくに住まう呪のろわれた存そん在ざい。織人に陰おん陽みよう師じの素そ質しつなるものが眠っていたのも、沙さ樹きが鵺ヌエになったのも、これは当然のことなのだわ」

　追いつけるわけがない。気持ちも理り解かいも届とどかない。

　けれども母は、僕の放心に似にた空白をいたわるように、

「そして、このわたしも」

　ズヌルと、塗ぬったように白い牛ぎゆう骨こつの面が、母の表情を覆おおってしまう。

　僕はそれを受け入れる。

　セーターにジーンズだった彼女をブラウンの毛皮コートが覆い、ざっくりと開いた胸むな元もとから見えるのは下着を取り払った生身の肌はだ。

　瞬しゆん間かん、竪たて穴あな式しき住じゆう居きよの中に母性のなどとは一番かけ離はなれた地獄の障しよう気きが立たち籠こめる。

　さんざん僕らの前に立ちはだかった妖よう怪かい・牛ぎゆう鬼き。

　地獄と現世を往おう復ふくし、取り返しのつかない破は壊かいをばらまいた張ちよう本ほん人にんが、僕の目の前にいる、それだっだ。

「驚きよう愕がくの真実が次々と明かされていくなか悪い。下がれ森もり口ぐち」

「い、王生いくるみさん!?」

　停てい止ししてしまった勒ろく天てんさんに代わって現れていたのでしょう。両手の指間に銀色の鍼はりをずららと並ならべた王生枢すう先輩は、押おしのけるように牛ぎゆう鬼きと僕の間に割って入り、

「やつが言った通り、そのモノはもう、おまえの母じゃない」

　鍼の白びやつ光こうが一いつ瞬しゆん、視し界かいを眩くらませた次の瞬しゆん間かん、




　竪たて穴あな式しき住じゆう居きよは内側より、跡あと形かたもなく吹き飛んだ。




「わたしの歩みは最さい遅ち」

　木こっ端ぱ微み塵じんに爆ばく散さんし、細こま切ぎれの破は片へんが舞まう住居跡の真ん中で、

「《牛ぎゆう歩ほ》という程ほどに、全てのモノに置いて行かれる」

　毛皮の妖よう怪かいは、確たしかに攻こう撃げきを振ふるったハズの王生先輩にしなだれかかっていた。

「ゆえに、最速。地球の自転も、公転も、わたしだけを、置き去りにする」

「か……っ！」

　サムライ少女は地面を抉えぐるほどの挙きよ動どうで牛鬼を振りほどく。が、その鍼は空くうを薙なぐだけで、

「勒天様、勒天様」

　瞬しゆん間かん移い動どうの如ごとく再ふたたび距きよ離りを取った牛妖怪は唇くちびるを歪ゆがめ、眦まなじりを釣つり上あげる王生枢へと紡つむぐ。

「織おり人とを鍛きたえてくださって、どうもありがとうなのだわ」

「黙だまれ牛鬼。今のぼくは王生式の陰おん陽みよう師じ。聞く耳はもたない」

「だから、わたし〝森口緯い央お〟に、噓うそをついたコトも問題にしない」

　一方的にまくし立てる、塗ぬったように白い牛ぎゆう骨こつの仮か面めんが僅わずかに震ふるえた。

「そう。なぜならわたしもまた、嘘をついていたから」

　仮面に暗く穿うがたれた眼がん孔こう。

　二つの穴あなを睨にらみ付つけたまま、臨りん戦せん態たい勢せいに構かまえる先輩の隣となりの僕へと、

「織人」

　母は、言葉を向ける。

「ぼ……僕？」

　不意の呼よびかけにたじろぐ僕へと、彼女はとても優やさしく語りかけた。

「わたしと沙さ樹きが牛鬼と鵺ヌエという妖怪であったように、織人。あなたもまた、その身に宿すべき妖怪があるのだわ」

　毒どくを塗ぬられたように鼓こ動どうが停てい止し。呼こ吸きゆうが止まり、瘴しよう気きのようなモノが視界を暗くする。

「……森口殿どのを、いったいどうしたいと言うのですか、牛鬼」

　身動きできない僕の前に立ったのは、師し匠しよう・勒天舞まい耶や。

「森もり口ぐち織おり人とを連つれ戻もどしに来たと言うのなら、それはもう無理な話です」

「待って欲しいのだわ、勒ろく天てん様」

　両者が放つ圧あつ力りよくは、拮きつ抗こうしていたと言っていいものだった。




「牛ぎゆう鬼き・森口緯い央おは、『砂すな御み門かど』に降こう参さんを申し出に来たのだわ」




　そのバランスが崩くずれる。

　投とう降こうを切り出した牛鬼に、僅わずかに勒天さんが押おされたのだ。

「織人、こんな情なさけないお母さんでごめんなさい」

「い、いや……、そういうのは……」

　戸と惑まどう僕が両手を母に向かって振ふり、後ずされば、

「勒天さん！　こ、これは──」

　初はつ雪きさんの声だった。

　騒さわぎを聞いて駆かけつけたのだろう。陰おん陽みようの巫み女こはもちろん、三さん兆ちよう院いんさん達や他の妖よう怪かい陰陽師、いつもの式しき神がみ達がこの日本庭園、吹き飛んだ竪たて穴あな式しき住じゆう居きよの周囲へと集結し始めていたのだ。

　そして牛鬼の姿すがたを発見し、臨りん戦せんの気配を膨ふくらませた彼女たちを勒天さんは片かた手てで制せいす。

「けれど──」

　そして、亜あ麻ま色いろの髪かみを持つ式しき神がみは、僕の母に言葉を続けさせるのだ。

「──すでに動き始めてしまっているの。わたしはそれを伝えに来たのだわ」

「動き始めているって、なにが……」

「織人。あなたの陰陽道は、再ふたたび岐き路ろにさしかかっている」

　母が一歩、また一歩と僕に歩み寄ってくるコトにその時、恐きよう怖ふは無く、

「あなたの正体は妖怪・クダン。この関東に終わりを告げる妖怪」

　どうか僕を裏うら切ぎり者ものだと言わないで欲しい──

「そうなってしまってはみんなとても困こまると思うの。がんばらなくてはならないわ、織人」

　僕がその時感じていたのは深い安あん堵どと、それに真っ向から相反するような、目も眩くらむ程ほどの憤いきどおり。

　それは母と慕したったこの人と道を違たがえてしまうのではないかという不安の裏返しであり、そんな母がずっと僕を裏切っていたという事実だった。

　二つの想いに引ひき裂さかれてしまいそうになっている僕に、彼女は言った。

「あなたがラスボスになってしまうという《終焉バツドエンド》を避さけるために」
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　翌よく日じつ。

　僕、森もり口ぐち織おり人とは知恵熱を出して寝ね込こんでいた。

「ぅうう、うー……なんでだあー……」

　じっとりと熱い布ふ団とんの中で全身のスジをギリギリと軋きしませながら、僕は重く寝ね返がえりを打つ。

　どうやら精せい神しん的てきショックがリミッターを越えていたらしい。

　まんじりともせずとは、きっとこういう時のコトを言うのだろう。焦あせれば焦るほど頭の中がぐちゃぐちゃになり、命令を受けつける身体は身体で、ノイズ混まじりの応おう答とうを返したり返さなかったりの不ふ能のう状じよう態たい。

「ぅぉぉぉ、情なさけなぃぃー……」

　獣けものがうなるようにぐるぐると喉のどから漏もらした、その時だった。

【しかたのないコトでございます、織人様】

　だ……誰だれぇ？

　降ふって湧わいたように心中でコダマする声へと、自問自答のように思わず返せば、

【織人様の枕元に並ならんだ神しん宝ぽう、甲かつ冑ちゆう籠ご手て《雨情堤うじようのつつみ》に宿る式しき神がみ、アメミヤでございます】

　あ、……そう、だった……。

　僕は〈こほん〉と咳せき払ばらいして小さく唇くちびるを動かす。

「お久しぶりですアメミヤさん」

　……ええと、あれ？　でも、こうして逢あうのは《雨情堤あなた》を使いこなす修しゆ行ぎようの時以来……？

【織人様個人に対しては、そうなるかと】

　は……はあ……？

【ともあれ、十七年近く一いつ緒しよに暮くらし、生み育ててくれたと信じていた母が実の母ではなく、あまつさえ自分自身が牛ぎゆう鬼きによって〝育てられていた妖よう怪かい〟だったと知ってなお、平然と立ち続けらる者がどれくらいいるというのでございましょう】

　ゆっくり語り出したアメミヤさんの言葉は、それこそ熱く爛うれていた僕の意い識しきを、流水が濡ぬらすように鎮しずめていく。

【安心してくださいませ織人様。何一つ尋じん常じようではないこの場において、あなただけがとてもマトモ。ぶっ倒たおれるのが普ふ通つうでございます】

　そう言ってもらえると、なんとなく安心できるけど……ぅう、やっぱりダメだ。じわんじわんぐわんぐわん、頭の芯しんが痛いたくて……──

【まだ起きていい時間ではありません織おり人と様。ここはゆっくりとお身体を休めるのが優ゆう先せん、ただ無心で傷きずついた魂たましいを回復されることをオススメいたします】

　そんな……無心で……いられるハズがない……。

【それもごもっともでございますが……織人様？　……いかがなさいしました？】

　アメミヤさん。

【はい、お伺うかがいします】

　僕は……僕があそこで倒たおれてしまってから、その後にあったことが、知りたいんです。

　なにしろうっすらと憶おぼえているコトと言ったら……僕が元々は妖怪だったコトを知った三さん兆ちよう院いんさん達が「だったら〝妖よう怪かい〟として先輩ですのね」的に、今後一切、僕に逆さからわないって約束してくれてたあの出来事くらいで……

【織人様、それは織人様が抱いだく願望が見せた、それこそまったくの夢でございます。そのようなことは一切ありませんでした。意い識しきをしっかり】

　くそう、あれはやっぱり夢なのか……！

【しかしながら、織人様。あなた様が幼よう少しようの頃ころに〝妖怪〟だったコトだけは真実でございます。そして、今なおその身の内にクダンを内包していることも。──それでは織人様が意識を失ってから、あそこで何が起こったのか……説明させていただきます。……よろしいですか？】

　お願いします……。

【あまりの事実にオーバーヒートした織人様が地に伏ふされ、直後に動いた人物が三人います。勒ろく天てん様と牛ぎゆう鬼き様、そして初はつ雪き様でした。彼女達は我先にと崩くずれ落おちた織人様に駆かけ寄より、その場で三者はお見合い状じよう態たいとなりました。ぐったりと動かなくなってしまった織人様を、誰だれが部へ屋やまで抱かかえて連れて戻もどるかで、ちょっとした悶もん着ちやくが起こったのでございます】

　ほ、本当に……!?

【もちろん、あの勒天様とあの牛鬼様とあの初雪様の奔ほん放ぽうな振ふる舞まいでございます。辺り一面は瞬またたく間に焦しよう土どと化しました。……はい、ここまで冗じよう談だんでございます。そんな顔をしたらだめでございます織人様。病が悪化します。よろしいでしょうか。しかしながら、間を取って織人様の身体をレキ様が引きずってここまで運んで布ふ団とんに寝ねかせたのは本当でございます】

　ええッ!?　あ、だから僕身体中が擦すり傷きずだらけなんですねッ!?　あと全然間を取ってませんそれは!!

　──アメミヤさんのキャラがだんだんわかってきた……と言っていいのだろうか。

　僕はコメカミに熱の疼うずきを意識しながら、「一つ一つ整理していきませんか」と、小さく声に出してみる。

【そうしましょう】

　胸むねの中でアメミヤさんの意識が軽かろやかに響ひびく。

　そのまま僕は熱でゴロゴロする脳のうの皺しわを指でこじ開け、幾つかの重要事項を引きずり出してみる。

　──ええと、まずは母さんのコトだけど。

【織おり人と様、確かく認にんが前後してしまいますが、これについてだけは、まだ織人様の心が回復していないと、私共は判はん断だんいたしますが……】

「確たしかに……ショックでした……」

　知らず知らずのうちに、僕は声に出していた。

　陰おん陽みよう師じの前に立ちはだかり、狂きよう気きに満ちた破は壊かいと混こん乱らんを撒まき散ちらした妖よう怪かい・牛ぎゆう鬼きが、いつも家で顔を合わせていた母親──僕が物心つく前よりずっと側にいた、なによりも近いあの人だったという事実。

『裏うら切ぎり』と言ってしまえばそれすら生ぬるく、だったらなんだと言われれば、ただひたすらの虚きよ無む感かんに焼かれているような、言葉にならない感情の中で──

　──僕に生まれているこの想いを、アメミヤさんは正せい確かくに感じ取っているのだろう。

　だから何も言わない。

　そうなのだ。

　身を焼くやり切れなさとは別に、もう一つの背骨として確かに僕の内側に存そん在ざいするもの。

　それは、『牛鬼のほうから降こう参さんしてきた』というこの状況じようきようを、好転と感じて嬉うれしく思っている部分だった。

　僕は、陰陽師としてならば、今、この事じ態たいを安あん堵どとして飲み込むことができる。

　……状況が状況なだけに、僕の心の重心はそちらに傾かたむいていく。

　ゆえに、話は一番最初に戻もどるのかもしれない。

　あの牛鬼が、自ら降こう伏ふくを申もうし出でてきた……？

【……はい。まさか、この時点で牛鬼様が『砂すな御み門かど』に降くだろうとは誰だれにも予想はできなかったコトでございます】

　古いにしえの大妖怪が作ったとされる甲かつ冑ちゆうに宿る式しき神がみ・アメミヤさんの声にすら、真しん剣けん味みが色いろ濃こく滲にじんでいる。思い過ごしなんかじゃなく、やはり誰にとっても牛鬼のこの行動は想そう像ぞうの外だったのだろう。

【牛鬼様が我々サイドに旗はた色いろを変えた理由は幾いくつか見当つきますが──織人様】

　胸むねの中に響ひびくアメミヤさんの口調が、ここで不思議な色合いにトーンアップする。

【私は、ある一面であの牛鬼様を尊そん敬けいしております】

「母さんを……？」

　布ふ団とんの中の僕は奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんに襲おそわれた。そしてアメミヤさんはそんな雰ふん囲い気きを敏びん感かんに感じ取ったのだろう。

【牛鬼様の行いは、ただの降伏とは違ちがうように私には感じられるのです】

　それは、まるで寝ね込こむ僕の額に優やさしく手を乗せるような調子で胸中きようちゆうに響く。

【織おり人と様もどこかで感じているのではないでしょうか。牛ぎゆう鬼き様は、織人様の仲間になったのでございます】

　牛鬼が……僕達の、仲間に？

【あの方の目的は、実のところ『砂すな御み門かど』の陰おん陽みよう師じが予よ想そうしていたものとは全く別のトコロにありました。あの方は我々のコトなど元よりそれほど眼中になかった。けれども、そんな『砂御門』の力すら重ねなければ目的を達成できないという段だん階かいに、時が移うつろったのでございましょう。……牛鬼様はそのためならば、今まで隠かくし通とおしてきた正体をさらけ出すことも厭いとわなかったのです】

　それは地じ獄ごくの復活を、なにがなんでも阻そ止ししなきゃいけないという……。

【その通りでございます。牛鬼様は関東の地獄化を防ふせぐために、誰だれよりも早くから、ずっと独どく自じに活動されていたのです】

「ちょっと、やり方が独自すぎていた気もしますが」という僕の言葉に、アメミヤさんは【同感です】と苦笑する。

　そして続ける。

【ですが、クダンを息子として保ほ護ごするなど並なみの妖よう怪かいができる所しよ業ぎようではございません】

　アメミヤさんが僕の胸中きようちゆうに直ちよく接せつ紡つむぐ言葉は、重い力を持ってお腹なかに注がれるようだった。

【牛鬼様ほどの力があったなら、『砂御門』に勝るとも劣おとらない一いつ党とうの頭とう目もくになっていてもおかしくはございません。ですが実じつ際さいにあの方が作ったものは、一つの家族でございました】

　その言葉が、身体から失われていたものが甦よみがえらせていくコトを僕は実感する。

【さらには、牛鬼様は妖怪となってしまった人間から魍もう魎りようを分ぶん離りする『人じん化かの術じゆつ』までも『砂御門』に提てい供きようすると発言しています】

　──それは妖怪・クダンであった僕が、幼い頃ころに母さんによって魍魎を切きり離はなされ、体内奥おく深くに封ふう印いんされたということを意味し、同時に今の姿すがた、つまりはだからこそ僕が人間の状じよう態たいであったコトを示す。

　そしてなおかつ、勒ろく天てんさんが僕を「ある種特別だ」と感じて、僕の母さんの正体を今まで見み抜ぬけなかった理由をも表しているのだ。

【数あま多たの陰陽師が挑いどみ、成し得なかった妖怪の人化を妖怪自身が成し得ていたと言われても、実際に牛鬼様の所しよ業ぎようを見なければ、我々は決して信じることはできなかったでしょう】

　うん。……けれどもし、そんな『人化の法』を陰陽師が知ることができたなら、

【〝陰陽道〟の歴史に名を残すにふさわしい偉い業ぎようかと】

　それさえできれば、『人間にはどうしようもできない災さい害がい』の帰結と言ってもいい妖怪化をしてしまった人々の運命も……、少しは軽くなるハズだった。

　一いち之の瀬せさんや野の上がみさん、それに三さん兆ちよう院いんさんがただの人間に戻もどることに、すんなり頷うなずいてくれるかは……ともかくとして、陰陽師としてはその方法を求めずにはいられない。

【しかしながら、全ては織おり人と様が単たん独どくで地じ獄ごくの最さい奥おうに到とう達たつし、そこで体内に封ふうじられたクダンの妖よう性かいを揺ゆさぶる〝瘴しよう気き〟を放つ〝傷きず口ぐち〟を塞ふさぐことが前ぜん提ていとなっております】

　……………ぐぅぅぅ。

　やっぱりそこなのだ。

　僕が、母に封じられたという身の内にある魍もう魎りようと一つになって成り果てる妖怪の名はクダン。

　牛ぎゆう鬼きからその名を聞いた時、初はつ雪きさんは、僕にこう教えてくれたのだ。

『件クダンとは、文字通り半はん人じん半はん獣じゆうの妖怪で、〝破は滅めつを予言する角かく獣じゆう〟とも呼よばれています。『砂すな御み門かど』に伝わる秘ひ文もんによれば、《其そは自分の命を賭とし、世の破滅を自ら執しつ行こうし、それを維い持じする恐おそるべき妖怪》とも、伝わっています……』

　胸むねの中に浮うかび上あがるは、伏ふし目めがちに震ふるえる初雪さんの姿すがた──

「アメミヤさん」と、僕は声を掠かすれさせる。

【なんでございますか、織人様】

「僕は地獄に潜もぐり〝瘴気の傷口〟を塞いで、元通り、ここに帰ってくるコトができるでしょうか」

【限かぎりなく、不ふ可か能のうに近いでしょう】

　……即そく答とう。

　そこには僕がなにもかも放り出して逃にげ出だす可能性なんて、露つゆほども無いと信じ切っているからこその、響ひびきがあった。

【クダンを目覚めさせる〝瘴気の傷口〟へと至いたる地獄は、等トウ活カツ、黒コク縄ジヨウ、衆シユウ合ゴウ、叫キヨウ喚カン、大叫喚、焼シヨウ炙シヤ、大焼炙、無ム間ゲンの八ハツ圏ケン地獄。そしてそれぞれに付ふ随ずいする十六の小地獄、合わせて百三十六地獄全てを貫つらぬいていかなくてはなりません】

　そ、そんなの、普ふ通つうに死んじゃいませんか……？

【常つねならば罪つみを背せ負おった死者が送り込まれる場所でございますれば、これを単独で乗り切るは、水すい爆ばくと共に太陽に突とつ入にゆうしてから普通に埼さい京きよう線せんで帰き宅たくするようなもの。人がなせるわざではありません。ここはガッツです、織人様】

　ガッツですと言われても……

　──けれど、それを成なし遂とげなければ、地獄の深しん奥おうにぱっくり開いた〝瘴気の傷口〟によって、僕が地上でクダンに変へん容よう。

　同時に全ての地獄が僕の元に吸い寄せて、地表に咲き乱れる──んですよ、ね。

【……そしてクダンは、地獄に還かえった関東平野を再ふたたび封ふう印いんされないように守しゆ護ごすることになるでしょう。まるで今までの陰おん陽みよう師じと立場を逆ぎやくにしたように。そのような意味では、もはやクダンという存そん在ざいは、妖怪とすら言えないのかもしれません……】

　だから初雪さん。

　僕はきっと、地獄に潜もぐります。

　……僕が夢想する、いつも控ひかえめ彼女の微ほほ笑えみ……。

　その奥おくに、ふいに浮うかび上あがるものが、あった。

　僕は──




　──僕は、いつの間にか家族のコトを思い起こしていたらしい。




　母が牛ぎゆう鬼きで、妹が鵺ヌエ。そして長男がクダンというエリート妖よう怪かいの寄り集まりというのが、家族の本当の姿すがただった。

　僕はその事実が判はん明めいした時に、もちろん父のコトを尋たずねないわけにはいかなかった。

「──父さんは!?　父さんはどうなってるの!?」

　縄じよう文もん時代の集落の真ん中で、僕は母親に父のコトを問いただす。

「それを知りたいと思うことは、とても自然なことだわ」

　すると牛鬼は、コートの内部から一ひと振ふりの、巨きよ大だいな刀を取り出し、

「え……？」

　もちろん僕らは一いつ斉せいに身み構がまえた。牛鬼が手にしたエモノ。

　それはすでに刀とう剣けんというカテゴリーを逸いつ脱だつした無ぶ骨こつさの、まるで死体を捌さばく巨大な包ほう丁ちよう──文字通り牛ぎゆう刀とうの如ごとき──シロモノで、

「まさか父さんが太た刀ちの憑つ狗く模も神がみだとは思わなかっただろう!!　父さんもビックリだ！」

　その無ぶ骨こつな刃は物ものは、突とつ然ぜん喋しやべり出だしたのだった。

「彼は噓うそがつけない性格だから──」

　と、母は説明してくれる。

「──憑狗模神だった時の記憶を忘れてもらって、自分を人間だと思っていてもらったの」

「そうなんだ織おり人と！　確たしかに父さんの記き憶おくは消えていた！　けれど母さんへの愛は決して噓じゃな──」

　ちん……と、納のう刀とうされてしまうお父さん。

「………う、うん」




　僕の意い識しきは鈍にぶい歪ひずみと共に布ふ団とんの中に戻もどってくる。




　めくるめく記憶を契けい機きとして、僕はこれまでの十七年間の、様々なコトを思い出し始めた。

　──僕には今、熱があった。

　初はつ雪きさんと出で逢あったことは、偶ぐう然ぜんじゃなかったのかもしれない。

　あらゆる意味で。

【泣いてらっしゃるのですか？　織人様】

　少し、休ませてください……アメミヤさん。

【もちろんでございます】




　　　　　●




　それから十五分も経たった頃ころ合あいでございましょうか。

　深い眠ねむりの中に戻もどっていった織おり人と様が布ふ団とんにくるまる部へ屋やに、一人の訪ほう問もん者しや。

　腰こしまでの黒くろ髪かみに肘ひじまで覆おおう黒くろ革かわの手て套ぶくろ。緋ひ色いろの袴はかまに白びやく衣えを羽は織おった巫み女こは初はつ雪き御嬢様でございます。

　音もなく。

　陰おん陽みようの少女は襖ふすまを開け、畳たたみを踏ふみ、織人様の枕元に座すわります。

　そして一切の気配を断たちながら、初雪様はそこに眠る少年の熱っぽい寝ね顔がおに視し線せんを落とすのでございます。

「織人さん……」

　障しよう子じの隙すき間まから差す月明かりによって、明暗で区切られた室内で、彼女の表情を確たしかめる術すべは無く、

「織人さんを、妖よう怪かいにはさせません」

　彼女の声だけが固く、

「地じ獄ごくには、私一人が行きます」

　そっと立ち上がり、来た時と同じく、初雪様は物音一つ無く姿すがたを消しました。

「待っていてください、……織人さん」

　──初雪御嬢様は、本当に真しん剣けんだったのでございます。




　　　　　●




　……匂においまで、一いつ緒しよだった。

　誰だれかと誰かと誰かの汗あせと体たい操そう着ぎとユニフォームと文ぶん房ぼう具ぐ。

　そこへ新学期の度たびに新しく床ゆかに塗ぬり重かさねられる甘みの強いワックスの香かおりが混まざり合あった空気は紛まぎれもなく、あの懐なつかしくすらある教室のもので、

「あれ……？」

　中庭に面した窓まどからは妙みようにハキハキとした青白い日光までもが差し込み、並ならんだ机やイスに反はん射しやして天てん井じように奇き妙みような模も様ようを描えがいている。

「……地獄は？」

　いつもの学校の、いつもの教室。というシチュエーションは条件反射で僕に『休み時間モード』的なリラックスを与あたえようとしてくるのだけれども、

「今はそれどころじゃないんだってば」

　ぺしぺしと頰ほおを叩たたき、首を振ふる。




　陰おん陽みよう集団『砂すな御み門かど』の本ほん拠きよ地ちである『昭あき沙さ山やま』。




　その岩がん盤ばん内部に数多く張はり巡めぐらされた〝封ふう印いんダンジョン〟の中でも、秘ひ中ちゆうの秘ひとされた最深ルート『よもつひらさか』に突とつ入にゆうし、八十八箇か所しよにも及およぶ結けつ界かいという名の罠わなをくぐり抜ぬけ、ようやく辿たどり着ついた『地じ獄ごくの一丁目』。本来なら四方が一万由ゆ旬じゆんにも及およぶ修しゆ羅らの地、『等とう活かつ地獄』が広がっているはずの場所に、

「だから、どうして僕の教室……？」

　帰り道のコトなんか一切考えたくない、ここまでの道中。

　それを僕は何度だってネチネチ振り返ってしまう。

　製作者の底意地が見えるような……なりふり構かまわず『なにがなんでもこれを封ふうじておかなくてはならいない』と施ほどこした……百にも届とどこうという数の〝封印トラップ〟。

　その全てを、僕以外の仲間が突とつ破ぱしてくれたのだ。

　地獄を渡わたれるクダンを身に宿した森もり口ぐち織おり人とを最後まで温おん存ぞんしておく、そのためだけに。

　けれど、

「どういうこと……？」

　牛ぎゆう鬼きすら一丁目を越えられぬ〝地獄〟とは、どれほどの光景かと覚かく悟ごを決めて覗のぞき込こんだ場所は、あまりにも見み慣なれた光景。

　鍵かぎを掛かけられてしまった教室に侵しん入にゆうするみたいに天てん井じよう付近の小こ窓まどから身を乗り出した僕が、なかば呆ぼう然ぜんとしてしまっていると、

「ったくもう早く報ほう告こくしてくださらない？　森口織人。脳のう天てんに針の山が刺ささってしまったんですの？」

「ぬあッ!?　ひぃっ……し、尻しりを強く叩たたかないでください！　だ、だからって揉もまないでください誰だれですかさっきからー!!」

　僕は急いで教室から上半身を戻もどし、ダンジョン内へと振り向く。




　そこは、あたかもパルテノン神しん殿でんの柱の如ごとく幹みき周まわりの太く高い、幾いくつもの朱あかい鳥とり居いが天井を支ささえたダンジョン〝よもつひらさか〟の最さい下か層そう。




　本来なら最後の結界を守る番人だったであろう八つの尾を持つ金色の天狐が、勒ろく天てんさんを迎えるコトによって到とう達たつすることができた《地獄門》、煤すすけた小さな祠ほこらの前だった。

　端はたから見れば、人一人がどうにかくぐり抜ぬけられるくらいの、小さなお稲荷いなりさんが奉たてまつられていてもおかしくはない祠ほこら。

　その奥おくに広がるという〝地じ獄ごく〟の様子を見てみる段だん階かいになって、他のメンバーみんなから「あんたのためにっ！　あんた一人を地獄に送り込むそのために、わたし達はこうして露つゆ払はらいをしてきたんだからーッ!!」というもっともな理由で僕が物見役を引き受けたのはいいんだけど──

「で、どうだった？」

「……──やっぱり、ひどい光景？」

　そんなに気になるなら自分で覗のぞき込こめばいいだろうに、ここまでの道のりで相当傷きずだらけなスク水妖よう怪かいこと一いち之の瀬せカスミと、ネコ耳妖怪こと野の上がみ綾あやは、挟きよう撃げき体制で僕を左右から揺ゆすってくる。

「それが、あの……教室でした」

　そうやって彼女達に僕が困こん惑わくしたまま答えれば、

「ひうぅぅうん地獄の風景なんて解かい説せつしなくていいよぉぉッ！　絶ぜつ対たいに絶対に聞かないからねぇぇッ！　ああもうなんであちしまでこんなトコロまでついてきちゃったんだろうぅぅぅッ……って、へぇ？」

「「「教室ぅぅ？」」」

　しゃがみ込んだまま耳を塞ふさいでいた半身サファイヤの重力妖怪・上うえ草くさ千ち春はるを押おしのけるようにして彼女たちは祠の中を覗き込み、

「なんなんですの？　これ……」

　続いて、三さん兆ちよう院いんさんまでもが祠の中を確たしかめ、僕へと片かた眉まゆを上げる。

「なんなんですのと言われても……どういうコトなんでしょう勒ろく天てんさん。地獄って言うから、僕はもっとぐちゃぐちゃどろっとした凄すごいの想そう像ぞうしてたんですけど……」

　すると僕の片かた腕うでをもぎ取るように抱だきついてきたのは、

「これは、あれじゃないかなおにいちゃんっ」

「沙さ樹き？」

　全身を黒い金きん属ぞく質しつな外がい骨こつ格かくに包んだ鵺ヌエ娘ムスメ。さっきまでみんなと一いつ緒しよに教室を覗き込んでいた森もり口ぐち沙樹は僕の手を引ひっ張ぱりながら、

「もしかしたらさ、わたし達の日にち常じようそのものが『本当の地獄だぜ』っていうことなんじゃ……」

「そ、そんなまさか!!」

「ねえ、聞いて欲しいの。きっと勒天様はうっかり道を間ま違ちがえて、みんなの通う高校にやって来てしまったのだわ。これは『うっかり勒天様の巻まき』なのだわ」

「そのようなことはございません森口殿どの、ご安心を」

　森口一家のショートコントのシンガリを務つとめた牛ぎゆう鬼き・森口緯い央おをずぅんっと押しのけるようにして僕の前に進み出てくるのは勒ろく天てんさん。

「おそらく、その祠ほこらより見える景色は、どのようなカタチであれ、一人暴ぼう走そうし、地じ獄ごくに突とつ入にゆうしてしまった初はつ雪き御嬢様が破壊してしまった地獄の姿なのでしょう」

「は、初雪さんが破は壊かいした地獄……？」

　なにやら見み慣なれた教室から癒いやしを得てるっぽい河かつ童ぱと猫ねこ又またとオバリヨンから「変へん態たい変態！」と抗こう議ぎされながらも、僕はもう一度彼女達を押おしのけるようにして、教室を見下ろす。

「──これが、破壊の跡あと……」

　八はつ圏けんに加えてそれぞれ十六、合わせて百三十六の地獄を破壊するなど──。

　それを信じようと信じまいと、目の前の光景はこの間まで通っていた教室に違ちがいなく、ここと学校が繫つながってしまったようにしか、僕には思えない……。

「《破壊》と《再さい生せい》が初雪様の本質。お嬢様はその想念と想そう像ぞうから、創そう造ぞうを果たすのです」




　──『砂すな御み門かど』の筆頭陰おん陽みよう師じである巫み女こが『よもつひらさか』を突とつ破ぱして地獄入りし、そこで一切の反はん応のうが消えてしまったという報ほう告こくは、『砂御門』の中ちゆう枢すうであると言ってもいい勒天さんの執しつ務む室しつを朝一番に爆ばく破はした。




　木こっ端ぱ微み塵じんになってしまったのはそれだけじゃない。

　牛ぎゆう鬼きですらなまなかに踏ふみ入いることができず、妖よう怪かいクダンをもってしか地獄は渡わたれないのだという前ぜん提てい条件──常じよう識しきまでもがあっけなく一人の少女によって覆くつがえされたという、どんでん返し。

　風ふう雲うん急きゆうを告げるとは、まさにこのコトだった。

　陰陽集団『砂御門』はスズメバチの巣をつっついて、その巣が落ちたトコロにたまたま交こう響きよう楽がく団だんが通過中だったどころじゃない騒そう動どうに陥おちいった。

　しかし、いくら筆頭陰陽師であるとは言え、あの少女はいったいどのように地獄へと突入するコトができたのだ？

　──おそらくは、力ずくで。

　それが、天下の陰陽集団『砂御門』が下した結論だった。

　本来だったらあり得ない。

　けれどなにより、あの遥はる奈な原ばら初雪だったら、あり得なくもないんじゃないかという恐おそれにも似にた予感。そういう無茶を通して道理を引っ込ませてしまう計り知れない力が──『地獄』をモノともしない力が初雪さんにはあるんじゃないのかという一種の信しん仰こうにも似にたそれぞれの思いが、このあり得ない事じ態たいをその場にいた者達を無理矢理に納なつ得とくさせる。




「ねえ聞いて欲しいの」




　しかし、それに少しだけ異いを唱となえる人物だって存そん在ざいする。

　それは『よもつひらさか』に足を踏ふみ入いれることとなる四時間前のコト。

　初はつ雪きさんが行方不明という事じ態たいに大おお騒さわぎしている『砂すな御み門かど』の惨さん状じようを横目に、陰おん陽みよう集団に降くだったばかりの妖よう怪かい・森もり口ぐち緯い央おは、僕と沙さ樹きに声を潜ひそめて語り出した。
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「勒ろく天てん様は気付いているかどうか。あの初雪という娘こは〝灰はい姫ひめ〟なのだわ」

「灰姫……と言うと、え？　灰かぶり姫シンデレラとか、そういうこと……？」

「そうそうそうなのだわ。初雪ちゃんは毎晩十二時を過ぎると元のみすぼらしい姿すがたにっておい、そうじゃないよ、……なのだわ」

「沙樹、お母さんがノリツッコミするトコロなんて初めて見た!!　面おも白しろいかは別として！」

「『砂御門』に降った母さんに、もう怖こわいものなんて、なにもないのだわ」

　その時、袴はかま姿すがたの僕と妹の沙樹、そして正体を明かしても母親然とした態たい度どの森口緯央の三人は、遥はる奈な原ばら邸ていの客きやく殿でんにある庭に面した縁えん側がわに座すわり、臨りん時じの炊たき出だしからもらってきたおにぎりにお味み噌そ汁しるという朝ご飯を頂いただいていた。

　僕らは後から知るのだけど、実じつ働どう隊たいとして割り当てられていた僕らはこの時、どうやらなるべくじっとしていられるようにと遠とお巻まきにされていたらしい。

　まあ、それはそれとして、

「織おり人とと沙さ樹きは、〝このはなさくや姫〟というのを知っている？」

「「このはなさくやひめ……？」」

　真新しい巫み女こ服ふく姿すがたの森もり口ぐち緯い央おに対して、おにぎりを持ったまま僕と妹は首を傾かしげる。

「ねぇ聞いて欲しいの。遥はるか、遥かに昔のこと」

　熱い汁の入った椀わんと箸はしをお盆ぼんの上に戻もどすと、人間の姿すがたをとる牛ぎゆう鬼きの瞳ひとみは、気持ちを遠くへ送り出したかのように少しだけ虚うつろになる。

「その昔、この関東一帯は、八つの州に分かれた『地じ獄ごく』だったのだわ」

「ええと……それは『地獄のような場所』っていうコトじゃなくて……」

　わずかに身を乗り出す僕へと、森口緯央は小さく頷うなずき、

「たとえ話ではなく『地獄そのもの』。力ない妖よう怪かいは外周に棲すむことすらできない魔ま界かいですらあったのだわ」

　反はん射しや的てきに僕は以前、地獄に足を踏ふみ入いれて地上に戻ってきたばかりの牛鬼と対面した時のコトを思い出し、そしてトラウマ的にクラっと来る。

　その際さいに彼女が纏まとっていた地獄の残のこり香がでさえあっても、それは大地を腐くさらせ、僕の意い識しきをやすやすと奪うばったのだ。

「このままでは地獄はじわじわとその勢せい力りよくを拡かく大だいし、関東はおろか、日本は人も妖怪も住めない世界になってしまう。誰だれもがそう思ったのだわ」




「そう。まさしく人の力ではどうにもならない災さい害がいとして地獄はそこにあったのです」




　まるで僕達の母の言葉を繫つなぐように、波は紋もんの立たない湖面に吹く風のような巫み女この声がその時、届とどく。

「勒ろく天てんさん……」

「もうおわかりかと思いますが、その『地獄』を関東の地の底へと封ふうじ込こめたのが、様々な流りゆう派はの陰おん陽みよう師じ達が造り上げた集団、『砂すな御み門かど』だったのです」

　微そよ風かぜのように現れた、九九・九九％フオーナインに匹ひつ敵てきする亜あ麻ま色いろの髪かみを持つ式しき神がみ、勒天さんは僕の隣となりへと腰こしを下ろすと、

「この集団の中心人物であった〝このはなさくや姫〟と呼よばれた陰陽師は神かみ懸がかり的てきな力の持ち主でした。そして──」

　見れば勒天さんの手にはガラスでできた小こ瓶びんが握にぎられていて、

「──彼女が地獄そのものを地中に封ふう印いんするのに使ったのが、この〝灰はい〟なのです」

　彼女は小瓶から白い粉を、細かい粒りゆう子しの灰を手の平に零こぼし、それを僕らに広げた。

「元来、灰には浄じよう化かの作用があり、そして浄化された後の復活の苗なえ床どことしての意味合いすら、そこに含ふくんでいます」

　きらきらと輝かがやく灰はいは、ぱうんと青い炎ほのおを上げて勒ろく天てんさんの手の平から消え去り、

「そして、彼女は富士の山から吹き出る御み灰はいを空より使つかい降おろし、地じ獄ごくを関東の地下に封ふう印いんしました。『砂すな御み門かど』の〝砂〟とは、この御灰のことを意味しています」

「ねえ、聞いて欲しいの。今では関東ローム層そうとも呼よばれている四つの地ち層そうが、地獄を封印している結けつ界かいなのだわ。──結果、『砂御門』は広がる地獄から人間を救すくうと同時に、妖よう怪かいも守ったことになった。だから妖怪は『砂御門』に逆さからう愚ぐを知っている」

　どこから取り出したのか、森もり口ぐち緯い央おはいつの間にか細長いキセルを指先に絡からめ、その先せん端たんを赤く光らせ紫し煙えんを細く、吐はき出だしている。

「あの娘こが〝このはなさくや姫〟の血を引いていて、生まれ変わりと言っていい力を持っているのなら、彼女が地獄に降りることなんて、できて当然のコトなのだわ」

　その言葉を勒天さんは否ひ定ていしない。

　かわりに、

「地獄を地底に封ふうじた砂御門の〝このはなさくや姫〟はその後、富ふ士じの山を司つかさどる女神となり──」

「──己おのれが封じた地獄を渡わたれない神などいないのだわ」

　牛ぎゆう鬼きである森口緯央に、そう締しめ括くくらせる。

「……母さんは、僕が妖怪クダンを封じるために地獄に行くことを約束すれば」

　ためらいを越えるようにして紡つむいだ僕の言葉に、

「こうなるコトが、わかっていた……？」

　キセルを吸すう巫み女こ服ふくの母の動きが固まる。

「こうなるとは？」

　牛鬼の問いに、僕の息はくっと詰つまる。母、森口緯央はしかし、

「『砂御門』の筆頭陰おん陽みよう師じが、織おり人とになんらかの責任を感じて、こうして単たん独どく行動をしてしまうとわかっていたのか、と？」

　事も無げにそう続け、

「まさか、こんなことまでわからないのだわ」

　吐き出した煙けむりは飴あめ細ざい工くのようにねじれ、満月のような黄色い球体になる。

「……むかしむかしに、陰陽師達の手によって地の底に封じられた地獄。その地獄を守しゆ護ごしていた異い端たんの妖怪がクダン」

　シャボン玉のように、丸い煙はふよふよと僕と妹の頭上を漂ただよう。牛鬼はそれを追いかけるように、

「わたしは同じ異端の妖怪として、どうしてもクダンを見捨てるコトができなかったのだわ。けれど、その妖怪に二度と同じ過ちを繰くり返かえさせるわけにはいかない」

　そして、彼女の言葉に触ふれたかのように、丸い煙はふわぁっと散り散りになり、文字通り霧む散さん。

「わたしはクダンを、その身体の奥おく深くに鎮しずめて眠ねむらせた。魍もう魎りようとして切きり離はなしてしまったら、どこか別の場所で全然別のタイミングで他の人間に取とり憑ついてしまう恐おそれがあったのだわ。だからわたしは無む垢くな人間となったクダンを……織おり人とを育てる母となり、あなたを身の内に眠ねむる妖よう怪かいに対たい抗こうできる人格に育てようと思った」

「じゃあ、僕が『砂すな御み門かど』に居い候そうろう……修しゆ行ぎように出るって知った時は……」

「少し、さびしかったのだわ」

　瞳ひとみを伏ふせ、ここではないなにかを観みているようだった牛ぎゆう鬼きの意い識しきが、僕らの前に戻もどってくる。

「けれど、それでも私の計算は甘かった」

　牛鬼は唇くちびるの端はしを持ち上げる。きっとそれは彼女の自じ嘲ちようの笑み。

「織人が陰おん陽みよう師じとして力をつければつけるほど、内に潜ひそむ妖怪クダンの力も増ましていく」

　牛鬼は弄もてあそんでいたキセルをくるくると指で回し、火のついた部分を手の平の中に握にぎり込こみ、もみ消してしまう。

「織人の中にある、陰陽師としてクダンを地じ獄ごくに還かえして封ふう印いんする力と、織人を乗っ取ろうとするクダンの力は、今まさに拮きつ抗こうしているのだわ」

　森もり口ぐち緯い央おは縁えん側がわから立ち上がって数歩、空を見上げる。

「今が最後にして最大のチャンス……だったのだわ」

　そしてくるりと、僕へと振ふり向むいた。

「勘かん違ちがいしないほうがいいのだわ、織人。地獄におもむいたのはあの娘この意志。それを尊そん重ちようできなければ、この事じ態たいは悲ひ劇げきになってしまうのだわ」

　彼女はゆっくりと僕の頭に手を置いて、それから僕の髪かみをかき混まぜるようになで回す。

「私はあなたと、あなたの仲間を信じている。それでもなお、織人がわたしを許ゆるせないと言うのなら──」

「お、お母さん!?」

　僕の森口緯央に傍かたわらにいた妹が声をあげる。それはそうだ。

「その時は、織人の好きにするといいのだわ」

　牛鬼はなぜかここで巫み女こ服ふくの帯をほどき始め、

「やめてお母さん!!　ちょっと、なにやってんのッ!?」

　どうにか彼女を説得し、それから僕らは初はつ雪きさんの後を追うようにして『よもつひらさか』を進み──




　そして今、

　昭あき沙さ山やまダンジョン、最さい下か層そう、地獄の入り口へと至いたった一行は、

　初はつ雪きさんが破は壊かいすることによって通過した『地獄の一丁目』の変へん貌ぼう具合に、『!?』を乱らん舞ぶさせ、混こん乱らんのただ中にある。

「さて」

　そんな中、いち早く立ち直ったのは、やっぱり勒ろく天てんさんだった。

「ここから先は一人です。森もり口ぐち殿どの」

　鐘かねのように使命が響ひびく。

　……これより森口織おり人とは、この教室にしか見えない〝地じ獄ごく〟に潜もぐり、行方不明になってしまった初はつ雪きさんを助け出す。そして、クダンを目覚めさせようとしている〝瘴しよう気きの傷きず口ぐち〟を塞ふさいで、彼女と一いつ緒しよにまたここに戻もどってこなくてはならない。

　成功の確かく率りつは考えるまでもなく低く、また、別の選せん択たく肢しも存そん在ざいしない。

「はい、心得ています」

　入り口である小さな祠ほこらに渦うず巻まく想おもいを見ていた僕は、師し匠しようである彼女の声に背はい後ごへ振ふり向むき、

「みんな、ここまでありがと──」

　お辞じ儀ぎしようと屈かがめた身体にめり込むビート板、風切る鉄てつ扇せんは僕の頰ほおに血ち霧ぎりを舞まわせ、なおかつ全身を爆ばく圧あつの如ごとく舐なめ上あげる重力波。

「なん……でッ！」

　地面から浮ういて仰のけ反ぞって頭から地面に落下した僕は、濡ぬれたスク水の河かつ童ぱと黒い猫ねこ又また、それから青い鉱こう石せきのオバリヨンへと歪ゆがむ視し界かいを向ける。

「餞せん別べつかな」

「──……気合い、入った？」

「ありゃ？　あちしまでやることはなかったっていうっ!?」

　三妖よう怪かいはくすくすとすら笑って悪びれる様子もない。

「ったく……！」

　いつもなら彼女たちの無法な所しよ業ぎように食ってかかる僕の勢いきおいは、不思議な活力となって内部に溜たまった。痛いたみが言葉に変わっていたのだ。『行ってこい』。一いち之の瀬せカスミ、野の上がみ綾あや、上うえ草くさ千ち春はるはただ、強すぎる力で僕の背せ中なかを押おしただけだったと、立ち上がった僕は理り解かいする。……半分以上は無理矢理にだけどな！

「本当に、ついていっちゃいけないの？」

　どうやら全身の緊きん張ちようがほぐれた僕の傍かたわらで外がい骨こつ格かくの鵺ヌエ娘ムスメ、森口沙さ樹きがなんとも言えない〈ふにゅん〉とした表情。

「ええと……」

　焦しよう燥そう感かんに似にたもどかしさが突つき上あげてくる。

「僕は……なんと言うかクダンの器みたいなモノだから、なんとかなる予定なんだけど……」

　思わず目が泳いでしまい、浜に打ち上げられるようにして師匠である勒天さんと僕は頷うなずき合あう。

「勒ろく天てんさんの計算だと、他のみんなもパワーアップを受ければ、なんとか初はつ雪きさんみたいに地じ獄ごくを渡わたれる可か能のう性せいがあるって話で……」

「パワーアップって!?」

　途と端たんに瞳ひとみを輝かがやかせる新米妖よう怪かいである妹へ、そして変に色めき立ってしまった周囲へと僕は説明を試みる。

「ネユ」

「あーい！」

　呼よびかけに元気よく出現するのは僕の式しき神がみ、ふわふわ紫し髪はつの小さな救きゆう護ご少女で、

「いッ！　行ってらっしゃい行ってらっしゃいぃぃッ!!」

　そんな浣かん腸ちよう器きの式神の登場に、沙さ樹きは慌あわてて僕を祠ほこらへ押おし込こもうとしてくる。

「ちょっ!?　な、あ、まだだから！　ちょっと待ってってば……!!」

　僕は妹の両りよう腕うでを持って押しとどめ、ここまで僕の先せん陣じんを切り続けてくれた仲間へと向き直った。

「わかってますわ、森もり口ぐち織おり人と。わたくし達はここでまたあなたのバックアップをしていればいいんですわよね？」

「は、はい、つまりはそういう──」

「森口殿どの」

　と、あたふたし始めた僕を、勒天さんが片かた手てで制せいし、

「『砂すな御み門かど』がこの方法を最善と判はん断だんいたしました。森口殿が申もうし訳わけないと感じる必要は元より無いのです」

「それよりも聞いて欲しいの。一人で地獄を渡らなければいけないあなたは、もっと怖おじ気けづいて助けを請こうてもいいくらいなのだわ」

「そ、そうなの……いや、でも、さっきまでは確たしかにガクブルだったハズなんだけど……」

　戸と惑まどう僕へと、少しだけ頷うなずくように勒天さんは添そえてくる。

「どのように見えたとしても、しかし、そこは地獄には違ちがいありません。森口殿」

　僕の師し匠しようのその声に、

　──それでも、小さな穴あなから空気が漏もれ出だすように、

「気を付けてね、おにいちゃん……」

　告げてきたのは妹。

「沙樹、帰ってきたら陰おん陽みよう師じの修しゆ行ぎよう、一いつ緒しよにがんばろうな」

　僕は黒い外がい骨こつ格かくに身を包んだ彼女の頭を撫なでるのだけど、

「やめて！　なんで死亡フラグ立てるの!?　いいから黙だまって行ってよもう!!」

　なぜか撥はね除のけられた。

「ねえ聞いて欲しいの。わたしはてっきり、織人はそれでもなにかと駄だ々だを捏こねて、誰だれかと一いつ緒しよに、地じ獄ごくに行くと思っていたのだわ」

　それから牛ぎゆう鬼き・森もり口ぐち緯い央おが肩かたをすくめ焦こげ茶ちや色いろのコート、その毛け並なみを揺ゆらす。

「母さんに付いてきて貰もらったら、きっと凄すごく楽なんだろうけど」

　僕は母に向かって首を振ふり、少しだけ笑うことができた。

「森口殿どの、本来の目的はクダンの封ふう印いんです。どうにか初はつ雪き御嬢様を見つけ出し、共に……」

「はい、必ず」

　勒ろく天てんさんに手を取られ、優やさしく力を込められる。

　そして僕は、ずらりと全員を見回してから、

「では、ちょっと行ってきます」

　教室のカタチをした地獄へと身を投じたのだった。
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　──見み慣なれた場所であっても、そこは地獄。

　勒天さんの戒いましめとも言える言葉を、僕は速そつ攻こうで実感することになった。

「ッ……ッ!?」

　二年Ｇ組と寸すん分ぶん違たがわぬ教室の床ゆかに足が着いた刹せつ那な、全身が底知れない悪お寒かんに総毛立つ。

「ぐ、ぉお……っ!?」

　身体中をくまなくヤスリ掛がけしたかのように痺しびれが襲おそい、そして、一いつ瞬しゆんのうちにそれがもやけるように神しん経けいを通過して──

【驚おどろかせてすいません織人様、我々という異い物ぶつの侵しん入にゆうに反はん応のうしたのか『地獄風』とでも言うべき波は涛とうが打ち付けてきました】

「そ……それって、大だい丈じよう夫ぶ、なんですか……？」

【生身のままだったら魂たましいをもがれていたでしょうが……、今ので我々も摑つかみました。地獄の環かん境きようは私とレキ、そして織人様の身体に眠ねむるクダン本体から中和が可か能のうです】

「よ、よかった……。アメミヤさん、レキさん、よろしくサポート願います」

『油ゆ断だんはするなよ織おり人と。我とアメミヤの術じゆつ式しきは、いわばあり合わせの材料で作った緊きん急きゆう仕様の宇宙服みたいな状じよう態たいなのだ。なにがきっかけで〝穴あな〟があいてしまうかわからない』

「了りよう解かいです」

「で、森もり口ぐち織人？　どうして遥はる奈な原ばら初はつ雪きが破は壊かいした地じ獄ごくの姿すがたが、学校の教室に変へん容ようしてしまうんですの？」

「うーん、どうしてですかね……」

　僕は腕うでを組んで頭を捻ひねり、

「イメージとしては地獄を壊こわしたと言うより、作り直したっていう感じがしますけど…………って、あれ？　三さん兆ちよう院いんさん？」

「なんですの？」

「あれ？　どうしてここにいるんですか三兆院さん。ちょっとアレ!?　どうしてここにいるんですか三兆院さぁぁああああああッんんッ!?　あ、あ、あなたですよね!?　外で僕のバックアップするとか最初にのたまったヒトはぁああッ!!」

「……??」

「待ってなんであなたキョトンとしてないでくださいッ!!　ここにいて平気なんですか三兆院さん地獄ですよここ全然大だい丈じよう夫ぶなんかじゃないですよね!?　聞いてなかったんですか生身のまま地獄に来たらあっという間におだぶつだって──ッ!!」

「ちょっとバカにしないでくださる？　わたくし、こう見えて生まれてこの方、風か邪ぜとか引いたことないんですのよ？」

「床ゆかに仰あお向むけにぶっ倒たおれて白目を剝むきながらなに言ってんですか！　本ッ当にバカでしょう、あたなは!!」

　ぐったりと青い顔で息も絶たえ絶だえに喘あえぎ「それよりもどうして一昨年亡なくなったはずのお祖じ父いさまが向う岸に？」と、地獄で三さん途ずの川かわを見始めた巻まき髪がみの術じゆつ士しを僕は抱だき起おこし、

「三兆院さんをあの入り口から元に戻もどせませんか!?」

　天てん井じようを仰あおぐようにして式しき神がみ達へと助力を請こう。

『無理だ！　地獄の入り口は一方通行！』

【ここ以外の出口を見つけなければ、脱だつ出しゆつすることは叶かなわないのでございます、織人様】

　即そく答とうのレキとアメミヤさんの言葉に、

「なんで来ちゃったんですかあなた!!　もう本当になんなんですか!?　これまでの人生で脳のう味み噌そを使い果たしちゃったんですか!?」

「わ、わたくしを……」

　掠かすれる三兆院さんの喉のどから漏もれる息。

「なんですか三兆院さん！　気持ちを強く持って!!　言ってください！」

「わたしを侮ぶ辱じよくすると、許ゆるしませんわよ……」

「もう何も喋しやべんなくていいです一言も!!」

　僕は半分突つき倒たおすように床ゆかへと巻まき髪がみの術じゆつ士しを放り投げ、

「ネユぅぅッ!!」

　懐ふところより取り出すガラスの円柱、医い療りよう器具。

「呼よばれて飛び出てじゃらららーんなのーん！」

「レキさん、行けますか!?」

「やるしかなかろうッ!!」

　もう片かた方ほうに飾かざり切ぎりの施ほどこされたコンニャクを握にぎりしめ、

「死なせませんよちょっと!!　な、この、バカ三さん兆ちよう院いんさんがー!!」

　ひうひうと全身を痙けい攣れんさせて死の淵ふちをさまよっている巻き毛の術者へと向かい、

『高こ空くうの玉たま、神や狐こうの神しん　鏡きよ位うい改あらため、神かん寶たからを於もちて』

　なんでこんなトコロで。僕は陰おん陽みよう師じとしての《昇しよう華か能のう力りよく》を解かい放ほうする。

『神しん納のう成じよう就じゆ、なさしめ給たまえぇええッ！』

　そこに出現するのは大人ヴァージョンのネオ式しき神がみとも言えるネユ。彼女の抱かかえる医療器具から三兆院さんへと地じ獄ごくに対する免めん疫えきを強制的に注入しなくてはならない。

　場所はもちろん、尻しりからだ。

「それではよろしくっ！」

　僕はたのもしいネユに背せを向けて黒板のほうを向き、両手で耳を塞ふさいだ。

【実じつ況きよういたしましょうか織おり人と様】

「余よ計けいなことはやめてください！」




（中略）




「なんとかなりましたわね、森もり口ぐち織人」

「腰こし帯おびを結びながら話はなし掛かけないでください！」

　スタート地点でこれだった。

　ぐったりと教室の床に座すわり込こみ、本当に先が思いやられると僕は溜ため息いきをついてしまう。

　すると、

「二人っきりに、なりたかったんですの。あなたと」

　少しだけ申もうし訳わけなさそうに、衣服を整えた三兆院さんは僕を覗のぞき込こんできた。

「だから地獄に飛び込んできたんですか？」

「イエスですわ」

　この人は本当に愚おろかだなぁー！

「わたくし言っておかなくてはならないコトが、ありますの」

「はい？」

　見れば三さん兆ちよう院いんさんは教室のほぼ中央、初はつ雪きさんの席と同じ位置、まったく瓜うり二ふたつに見える机を指でついっと撫なで上あげていて、

「おそらく、原げん因いんはわたくしなんですの」

「どう……いう、ことですか？　え？　原因？」

　僕と対たい峙じする巻まき髪がみの娘は、少しだけ声を張はり気ぎ味みにして、

「感じていたんではなくて？　遥はる奈な原ばら初雪の様子が、最近ずっとおかしかったコトを」




　僕は呼こ吸きゆうを固くする。




　三兆院さんの言葉は、抜ぬけているコトに気付いていなかったパズルのピースがふいにポケットの中から出てきたみたいに、すぽんと僕の中に収おさまった。

　合ガ点テンがいきまくった。

　確たしかに最近の初雪さんはちょっとぎこちない雰ふん囲い気きをまとっていたのだ。

　僕はずっとそれを感じていたはずなのだ。

　今までずっと「そういうこともあるんだな」で片かた付づけていた初雪さんの奇き妙みような行動が、僕の頭の中で整然と列になって意味を持つ。

　そう、確たしかに初雪さんは僕によそよそしかった。

　その理由が、三兆院さんにある……？

「わたくし、けしかけてしまいましたの」

「まさか、三兆院さんが初雪さんに地じ獄ごくに行けと!?」

「誤ご解かいなさらないで森もり口ぐち織おり人と、そうじゃありませんわ。顔が怖こわいんですのよ、あなた」

「説明してください、なにが、あったんです？」

「つまりはこういうコトですの」




「わたくし尋たずねてしまいましたの、『森口織人をどう思っているか』と遥奈原初雪に」




　猛もう烈れつに、僕はその答えを初雪さんから聞きたかった。

　けれど目の前の三兆院さんはその答えを持ってはいない。彼女は気き迫はくだけでそれを教えてくれている。

　初雪さんに、逢あいたかった。逢ってきちんと話をしたかった。

　たぶん彼女は、またもや勘かん違ちがいに勘違いを重ねている。きっと自分の気持ちすら誤ご解かいしてしまっているのだろう。

　この地じ獄ごくのどこかで、自分自身をどうにもできないでいる初はつ雪きさんの手を、そっと握にぎりしめることさえ、できれば──

「反省していましてよ？　わたくし」

　──物思いにふけってしまっていた僕へ、見れば三さん兆ちよう院いんさんは肩かたをすくめていた。

「そのお返しというわけではありませんけど……」

「……、これは……」




　聞こえていたのは足音だった。




「あれは、わたくしがお相手いたしますわ」

　三兆院さんが振ふり向むいた廊ろう下か側がわ。

　柔やわらかい靴くつ音おと、この教室へ近づく者があるのだ。

「誰だれかが、ここにいる僕らに気が付いた……!?」

　けれど最初、僕は三兆院さんが一番最後のトコロでなにか勘かん違ちがいしているのかと思ってしまった。

　なにしろ、彼女は外の足音が止まった教室前方の扉とびらではなく、後方、掃そう除じ用具入れ脇わきの扉を指さしている。

「でも、三兆院さん？　音はそっちじゃなくて前のほうから……」

　そして、いつものうっかりを指し摘てきしようとツッコめば、

「って、ええッ!?　三兆院さんがいないッ!?」

　忽こつ然ぜんと教室から三兆院さんの姿すがた、と言うか、一切の気配が無くなっている。

「どういうことですか三兆院さん！　あれだけ言って逃げちゃったの!?　それとも速そつ攻こうで廊ろう下かに!?」

　僕一人が無人の空間に残され、そして有無を言わせずに、教室の扉は、ゆっくりとスライドしていき──

「く……っ！」

　僕はとっさに《雨う情じよう軍ぐん配ばい》を構かまえる。

　なにが起こっているのかを考えるのは後回しだ。

　地獄でのファーストコンタクトまで、あと一秒もないだろう。

　さっきまで響ひびいていた静かな足音とドアを開ける柔らかい所しよ作さから、たぶん相手が速攻的な交戦の意志を持っていないだろうってコトはわかる。

　けれどここは、見た目は教室でも異い界かい中ちゆうの異界、鬼オニと蛇ジヤが出て当然の『地獄』

　僕は雑念を取とっ払ぱらい、頭の中をわざとに真っ白にする。

　臨りん戦せん。

　能のう動どう的てきな思考をやめて、すべてを今まで修しゆ行ぎようの中で培つちかってきた反はん射しやにゆだねようと、瞳どう孔こうを開く。




　はたして、そこから転校生のように現れたモノとは、

「あはっ」

　にこにこと笑っていた。




　蝶ちようの羽のように艶つやめく、腰こしまでの黒くろ髪かみ。

　それは東洋の魅み力りよくに取とり憑つかれたビスクドール技ぎ師しが、半生を注ぎ込んで造り上げた滑なめらかさで構こう成せいさせたボディライン。

　けれど身の内には生々しいまでの生命力の躍やく動どうを宿した一人の少女。

「おーりーとーさんっ」

　その微ほほ笑えみには、なにもかもが一いつ瞬しゆんで蒸じよう発はつする魔ま法ほうが掛かけてある。

「……、は、初はつ雪き、さぁぁんッ!?」

　動く度たびに数ミクロンのダイヤモンドを、なにかの祝福のように周囲へと振ふりまいているようだった。

　地じ獄ごくで再さい会かいできた彼女は、周囲に小さなフラッシュをたくさん焚たいたように眩まぶしくすらある。

「でもなんで……」

　どういうわけか、彼女はいつもの初雪さんと一つだけ違ちがう部分を持っているのだ。

「あ、あの、初雪さんて、メガネとかかけてましたっけ……？」

　彼女は現れた時から、結けつ構こう大ぶりでフレームの太いベッコウのメガネをかけていた。初雪さんは驚おどろく僕へと照れたような笑みを作り、ちょこんとメガネのつるに触ふれてから、

「まあ、はい。私だってメガネくらいかけるんです」

　とかなんとか、顔を赤くしている。

　はっきり言って、僕は見み蕩とれてしまっていた。

　大きなメガネだけを見れば、なんだか不器用そうな印いん象しようなのに、初雪さんにかかってしまえばそれは全然やぼったい感じじゃなくなっている。素そ地じがいいだけに、そのメガネはカナリおしゃれなアクセントになって彼女を飾かざっているのだ。

「それよりも突とつ然ぜん呼よび出だしてすいません、織おり人とさんっ」

　彼女は僕がうにゅにゅにしてしまった空気を入れ替えるように語気を改める。

「え、呼び出し？　いや、僕は、自分で……」

　初雪さんを追ってここまで来たんだけど、それは呼び出されたコトになるのだろうか……？

「そうなん……ですか？　あの、私はてっきり、私が織人さんの机の中に入れておいたお手紙を見たから、織人さんはここに来てくれたのかと……」

　モゴモゴしている僕を早とちりしたのか、初はつ雪きさんはオロオロし始める。

　だからとっさに、

「机の中に？」

　僕は自分の席まで移い動どうして中を覗のぞき込こむ。

　見れば、引ひっ張ぱり出だした教科書の上にちょこんと、真新しい白い封ふう筒とうが乗っかっていて、

「これのこと……？」

　そして、僕が手にとって封筒の中身に指をかけた時だった。

「いいですいいです！　見なくていいですからっ！」

　メガネの初雪さんは慌あわてて駆かけ寄より、僕から手紙をひったくろうとして、

「きゃっ！」

　よっぽど慌てたのだろう、僕に辿たどり着つく遥はるか手前でイスに蹴け躓つまずき、そのままの勢いきおいで、

「ちょおーッ!?」

　手て脚あしをばたばたさせながら僕へとすっ飛んでくる。

「初雪さんっ！」

　僕は思わず、床ゆかに激げき突とつしそうになる彼女の肩かたを抱だきとめるカタチで、踏ふみ込こむように籠こ手てに包まれた両手を差し出す。

　大だい丈じよう夫ぶ、今の僕なら支ささえられ

「ごふぅッ！」

　なかったー……ッ!?

　初雪さんが手脚をばたばたさせていたからとしか考えられない。彼女のカラダはなじみ深い放物線ではなくライジング。ふわりと浮うき上あがりさえして僕の顔面に突つっ込こんできたのだ。

　もちろん僕は彼女の脳のう天てんを鼻頭で受け止めるカタチで、巻まき込こまれるようにもつれて倒たおれ込こむ。

「ぅぅ、今初雪さん今一いつ瞬しゆん、羽ばたいて飛びましたよね……？」

「飛んでませんからぁっ！」

　メガネの奥おくで瞳ひとみをぐるぐるにしながら初雪さんは僕の上で起きあがり、

「はぁーんっ！」

　とっさに僕の手の中に封筒を見つけて奪うばい取とると、

「あ……あ、あむーっ!!」

「た、食べた!?　だめです初雪さん！　そ、そんなによく嚙かんだら！　お腹なかを壊こわしますよっ!!」

「おぇぇ……、にーがーいぃぃまっずーいぃぃ……？」

「最終的に聞かれても！」

　初雪さんはぎゅうっと目をつぶって、おそらく舌したの上の非食用紙が織おりなす味のハーモニーに五感を集中しているのだろう。マズイことに、それは美お味いしくないモノを口に入れたときに一番しちゃいけないことだった。

　やがて「うぇえー」とよだれだらけのくしゃくしゃ封ふう筒とうを、初はつ雪きさんは手の上に吐はき出だした。

「見せないで見せないで初雪さん！　なにやってんですかさっきから!!　ティッシュにくるんで捨てましょう！」

「あぁー」

「違ちがいますなんで僕の顔にティッシュを優やさしく被かぶせるんですか縁えん起ぎの悪いっ！　こっちじゃなくて、今初雪さんが口から出したほうを！」

　咀そ嚼しやく物ぶつを処しよ理りしても、まだ口の中に後あと味あじが残っているのだろう。

　初雪さんは涙なみだ目めになりながらなんどもポケットティッシュで舌したの上を拭ふいている。でも、それだと今度は口の中がティッシュの味になってしまうはずだった。

　もう僕が他のコトで気を紛まぎらわせるしかない。

「で、その呼よび出だした用事っていうのは、なんなんですか？　……じゃ、なくて……!!」

　突とつ然ぜんの初雪さんの登場。

　しかも教室でというシチュエーションに巻まき込こまれて、最初の目的を忘わすれて彼女の相手をしてしまった僕だけど、ここは『地じ獄ごくの一丁目』で、それを初雪さんも充じゆう分ぶんに理り解かいしているハズなのだ。

「よかった初雪さん、まだここにいたんですね！　元気そうでなによりです。こうなったら一いつ緒しよに地獄の最さい奥おうまで行きましょう。……全ては、それからってことで!!」

　けれど、初雪さんは僕の言葉の途と中ちゆうから表情を変えていた。なんだか、悲しげなものへと。

「……初雪さん？」

　寒さをこらえるように両りよう腕うでを自分の身体に回し、彼女は俯うつむいてしまう。

「織おり人とさん……」

　明らかに初雪さんはなにかをこらえていた。おそらくは、身の内でもがいて暴あばれる言葉を、どうにか押おしとどめているのだ。

「──いえ、でも」

「言ってください初雪さん。どうしたんですか？」

　こうなったら聞かないわけにはいかない。

　姿すがたを消してしまった三さん兆ちよう院いんさんの告白が甦よみがえる。

　そして、彼女は自分からなにかを言おうとしているのだ。

「カーテンを閉めてもらっても………いいですか？」

「は、はい。……でも、カーテンなんか閉めても……」

「とにかく、お願いします」

　言われた通り、僕は教室の窓まどを濃こいクリーム色をしたカーテンで包む。

　とたんに教室は柔やわらかく、なんと言うか昼ひる寝ねには最さい適てきな環かん境きようとなって二人を囲んだ。

「あ、あの、教えて欲しいんです、織おり人とさん……」

　そう言って顔を上げた初はつ雪きさんの表情に、僅わずかに開いたトビラから漏もれる光のようなものが見て取れた。

「は、はい、いいですけど……なんでしょう」

「私が聞きたいのは織人さんの……あ、い、いえ……」

　彼女は、なにかを誤ご魔ま化かすようにえへっと弱々しい微ほほ笑えみを浮うかべて、

「男の方に、ついてなんです」

「お、男について？」

　彼女は内側から無理矢理押おし出だされるようにして、言葉を漏らした。




「私、一度でいいから、見てみたいんです」




　その時の初雪さんの瞳ひとみには、背はい後ごの切り立った崖がけにかかる橋を焼やき払はらわれ、もう後に引くことができなくなってしまった奇き妙みような覚かく悟ごが星になって映り込んでいた。

「な、なにを？」

　僕はその静かに追い込まれた迫はく力りよくに思わず後ずさった。

　けれど、

「織人さんっ！」

「ふぇ!?　は……っ!?」

　距きよ離りは開くどころゼロになる。

　初雪さんはあろうことか僕に飛びつき、そのまま両りよう腕うでまで背せ中なかに回していたのだ。

「織人さんて、もしかして恥はずかしがり屋さんですか？」

「ちょ、ちょっと……」

　そして、バナナの皮を釣つり糸いとを使った手品で剝はがすように、僕の白びやく衣えをするすると剝むいてしまう。

「ッ!?」

「いいじゃないですか恥ずかしがらずにー」

　あっという間だった。

「ええっ!?　ちょ、だめだって初雪さん!?　だめだめだめー！　ちょっとどういうことですかぁーッ!?」

　抵てい抗こうすると言っても、全力で振ふりほどこうとするのはさすがにためらわれ、だからと言って彼女の行こう為いを全て許ゆるすこともできない。

　壁かべに追いつめられた僕は両腕で彼女を押しとどめようとするのだけど、

「うるさいなー」

「初はつ雪きさん!?　ちょっとなんで、こ、これは──」

　強く擦こすられるような痛いたみが首の左右に走る。

　はねつけるように陰おん陽みよう少女が手の平を振ふるった瞬しゆん間かん、僕の腕うでは両側に振り切れ、そのまま壁かべにハリツケになった。

「──氷ッ!?」

　両手の痺しびれは激はげしい温度の低下、氷によって封ふうじらた衝しよう撃げきだった。瞬またたく間に僕は両手両りよう脚あしを頑がん丈じような氷ひよう塊かいによってかためられてしまう。

　処しよ刑けい前まえのイケニエ動物のように。

「んー……、この腰こし紐ひも、ほどいちゃいますけどいいですよね……？」

「のぉぉおおおッ!?　は、初雪さんだめだってー……!!　ひぃあ───ッ！」

「えへへー」

「ぐ、す、すいませんっ！」

　僕は逆さか上あがりの要よう領りようで、まずは下方、両脚の戒いましめを左右同時に破は壊かい。

　そのまま逆上がりするように下半身を持ち上げ、ハンドスプリングの要領で身体を跳はね上あげ、同じタイミングで手首の氷を砕くだき去さる。

「初雪さん、いったいどうしたんですか!?」

　降おり立たった場所は教室中央。冷えた両手首に震ふるえる指先。

　ダメージなんて残ってないけど、振り向いた初雪さんを確かく認にんした僕の心は、本当に千ち々ぢに乱みだれている。

「もー、見せてくれてもいいのにー」

　決定的だった。

　天てん啓けいなんて言ったらバチが当たる。

　僕はそれに最初からちゃんと気付いているべきだったのだ。

　初めてだった。僕が初雪さんの生腕を見るのは。

「この初雪さん、初雪さんじゃ、ない……！」

　よく似にている。

　そして決定的に違ちがっている。

　手て套ぶくろをしていない初雪さんが、本当の彼女であるハズがないのだ。

「どうして見せてくれないんですかー？」

　両手に氷球を握にぎりしめたメガネの彼女は、そのまま体を斜ななめにして僕へと構かまえる。

「初雪さん……と、仮かりに呼よびますけど、僕はたとえあなたが初雪さんじゃなくたって、初雪さんがオイタをしたのと同じように振ふる舞まいますよ？」

　先に動いたのは向こう、宝ほう珠じゆを二に刀とう流りゆうに構えたベッコウメガネの少女だった。

「言うことをきいて織人さんっ！」

　初しよ撃げきをかわし、二撃目の氷球を軍ぐん配ばいで弾はじいて、僕は初はつ雪きさんの懐ふところに潜もぐり込こみ、

『雨う情じように幽かくり坐ませなる奇くすき右方より』

　僕は両りよう腕うでの籠こ手てに霊れい的てきな力を注ぎ込み、

『〝陰いん〟と奉たてまつるッ！』

　吹き出た雲の圧力と共に、彼女の細い体たい軀くを吹き飛ばした。

「さあ初雪さん、立ってください！」

　教室の光を遮さえぎるような黒雲に巻まかれた初雪さんは、それらを迫はく力りよくを持って散らすように立ち上がる。

「こんなの、全然効きいてないんだから！」

　カラダを打ったショックで精せい神しん的てきに吹っ切れたのか、彼女は胸むねを張はり僕へとメガネを上げるのだけど、

「そうでも、ないですよ……？」

「あ、あれ？　なんで織おり人とさん、そんなに大きくなって……あ、違ちがうんだ……、これは、私が、小さくなっちゃった!?」

「初雪さん、いくら好こう奇き心しんに負けそうになったからって、他人に無理強いするのはいけないことです」

「あ……あ、い、いやぁぁ！　なにするの！　きゃっ！　い、いやあ!!　えっち！　なにをするの!?　そんなっ！　はぅっ！　ひゃぁあっ！　い、いたい！　いたいよぅ！　ぶたないで！　お尻しりはもうぶたいないでぇっ！　い……いい子にするから！　もういい子にするからぁああっ！　ふぅ、くぅん、ひぃうっ！　そんな、やさしくぶたれたら、私……、わたしは……もう……っ!!」

「え……？　う、うわぁぁっ!?」

　六歳くらいに幼おさなくなってしまった膝ひざの上の初雪さんは、僕のお仕置きへの反はん応のうなのか、突とつ如じよ万まん華げ鏡きようの中身みたいにくるくるキラキラ、まばゆく輝かがやいて「き、消えた……!?」

　ガラスの破は片へんを床ゆかにばらまいたみたいな音を立て、冷たいダイヤモンドダストと共に消しよう滅めつしてしまったのだ。

　あまりのコトに僕は教室の四方に視し線せんを巡めぐらせる。

「初雪さん!?　どこにいるんですか？　初雪さん!!」

「そちらもなんとかなったみたいですわね？」

「うおぉッ！　さ、三さん兆ちよう院いんさん!?」

　立ち上がってオロオロする僕と背せ中なか合わせに現れていたのは、メガネの初雪さんの登場と共に消えてしまっていた巻まき髪がみ娘むすめ。

「今までどこにいたんですか!?」

「そっちこそどこに逃にげていたんですの？　わたくしのほうはそれは大変でしたのに」

「って、ちょっと三さん兆ちよう院いんさん見えてる見えてる!!」

　僕は慌あわてて背はい後ごのギャル僧そうから視し線せんをずらす。

「僧そう衣いがはだけてますおもいっきり!!　なにがあったんですか!?　いえ言わなくていいですだいたいはわかります！　初はつ雪きさんですよね？　なんかおかしくなっちゃってる初雪さんが現れてなんかしてきたんですよね!?」

「あら？　どうして知っているんですの？　そうなんですの。わたくしあやうく遥はる奈な原ばら初雪に貞てい操そうを奪うばわれるところでしたわ」
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「誇ほこらしげに言ってないで、もういいですからきちんと服を着てください！」

「森もり口ぐち織おり人と、あなた案外純情なんですのねぇ……っふきゅわぁーあぅッ!?　な、なにをするんですのッ!?　う、う、訴うつたえますわよ!?　どうして突とつ然ぜんわたくしのお尻しりを叩たたくんですの!?」

「三兆院さんはどうやらホンモノみたいですね」

「しまいには泣きますわよわたくしもっ!!」

　勢いきおいよく柔じゆう道どうの要よう領りようで僕の白びやく衣えに摑つかみかかろうとした三兆院さん、そしてそれを迎むかえ撃うとうとした僕の動きを、その時、糸を切ったように停てい止しさせたモノがある。

「なんなんですの……？」

「こ、これは──」

　耳から侵しん入にゆうしてくるデジャビュ。

　廊ろう下かから、再ふたたび聞こえてくるのは、

「また……足音ですよ!?」

　僕らは教室内で、もう一度お互たがい背せ中なか合あわせになり前方の扉とびら、後方の扉へと身み構がまえ、双そう方ほうの姿すがたが消えていくのを視し界かいの端はしで確かく認にんする。

　さっきと同じコトが起ころうとしているのだ。

「だとすれば、あの扉から現れるのは、もちろん──」




「弱みをにぎり続けるなんて織おり人とさん！　ひきょうじゃないですかぁっ！」




　初はつ雪きさんだった。

　かららと扉を開けて、ふらふらと倒たおれ込こむように教室に足を踏ふみ入いれて来る彼女は、僕を見つけるなりずかずかと詰つめ寄よってくる。

「だったらもう、早くみんなに言いふらせばいいんです！　そうすれば、そうすれば……！」

　今度の初雪さんは、最初っから涙なみだ目めだった。

「え、え、ええっ!?　なに？　なんなの初雪さん！　そんなコトしたら大変なコトになるでしょう!?」

　女の子の涙はそこにあるだけで男子の心しん臓ぞうの高鳴りを半音上げる。僕の思考も映えい像ぞうを早送りしたようにおぼつかなくなってしまう。

　僕は初雪さんの大きな瞳ひとみに潤うるっ潤うる、たっぷりと湛たたえられた透とう明めいな涙に釘くぎ付づけだった。

　彼女の呼こ吸きゆうはひくひくと横おう隔かく膜まくと感情に痙けい攣れんしていたし、まぶたに溢あふれる水分は、けれど危あやういバランスを持っていて零こぼれそうで決して流れ落ちない。

「でももう苦しまなくて済すむかもしれない!!　噓うそをついているみたいな後ろめたさが無くなるかもしれないっ！」

　決けつ壊かい寸前の堤てい防ぼうから見えるゼリーのような涙をゆらんゆらんさせながら、初雪さんは訴うつたえた。

　けれど、

「初雪さんが傷きずつくことは、この僕が許ゆるしません！」

「……………なんで、どうして、織人さんはそうやって、私に優やさしいの……？」

　涙目の彼女は、自分のさっきまでの勢いきおいが急に恥はずかしくなってしまったのか、声を抑おさえて顔を伏ふせた。

　涙を拭ぬぐう両方の手は、制服のサイズが合っていないのか袖そでがぶかぶかで指先すら見えない。

　と言うか、これはサイズがどうこうという話ではなく、今彼女が着ている制服は異い様ように袖が長くて、おそらく腕うでの長さの二倍以上、床ゆかに届とどかんばかりになっているのだ。

　そしておそらく、そんな特注ぎみの制服中にある両腕は、手て套ぶくろに包まれていないはずで──

「しかた、ないのに……私が、こんなこと、考えちゃうの……。私が全部悪いのに……」

「いえ、これは初はつ雪きさんが悪いとか、別の何かが悪いとかそういう問題じゃないんです」

　僕は困こん惑わくしていた。

　目の前にいる初雪さんじゃない初雪さんを、なぜかニセモノとして扱あつかえず、実じつ際さいに初雪さんがこんな風に言ってきたら、自分はこう返すだろうというコトしか言えないでいる自分に、もっとしっかりしろと言いたかった。

「私も、こんなのどうにかしたいんです。……それで……考えたんです」

　そんな僕にかまうことなく、初雪さんは続ける。

「きっと、なにも知らないから、こんな変な妄もう想そうしちゃうんだって……」

　初雪さんの涙なみだに溺おぼれた赤い瞳ひとみが、もう一度、僕を見上げて、

「おばけだって、正体がわからないから想そう像ぞうしちゃって、怖こわいのが止まらなくなっちゃうんです。きっと、これもそれと同じなんです。だから、だったら……」

　空気が動いていた。

　初雪さんが顎あごの下で揃そろえている両手の拳こぶし。それはもちろん長すぎる袖そでに隠かくれていて、だらんと垂たれ下さがった余あまった二本の布が、左右に揺ゆれている。

　その、振ふり子このように振り子運動する両袖が風を起している。

「ちょっと、初雪さん……？」

「──本物を知ったら、もう、変な妄想しちゃわないんじゃない、かな……」

　今や涙目の彼女は、自らのカラダを大きく振しん動どうさせるように右へ左へ振るい、両袖に加速をつけ始め、

「ま、まさか……!!」

　悪い予感。飛とび退のいた瞬しゆん間かんに初雪さんの制服の袖は振り子鎌がまのように、さっきまで僕がいた空間を薙なぎ払はらい、そのまま床ゆかを深く抉えぐり取とる。

「ひぃっ!?　な、なにするの初雪さんっ！」

「お願いですっ！　お願いですからぁ……ッ！」

　一方的な展てん開かいだった。さらにリーチを伸のばす初雪さんの両袖は、行く手に立たち塞ふさがるモノなら机もイスも容よう赦しやなく粉ふん砕さいしながら、逃にげる僕を追つい跡せきしてくる！

「うわぁああッ！　どうしたらいいんだこれぇぇっ!!」

　変へん幻げん自じ在ざい、あっという間に教室の隅すみに僕を追い込む。

　しかも、左の袖が波打って僕を牽けん制せいしている隙すきに、高く振り上げられた右の袖は形けい状じよう変化、スクリューのように螺ら旋せんを描えがくと猛もう烈れつな回転を帯びて頭上から猪ちよ突とつッ!!

「ドォリルゥゥッ!!」

　叫さけびながら僕は前方へ身体をなげうってダイブ!!　けれど袴はかまの裾すそを掠かすったらしく、

「うーわぁっ!?」

　膝ひざから下はボロボロ、僕は新しいファッションを開かい拓たくしたみたいになってしまう。

「くそっ！　やっぱりこれ、僕の服を狙ねらってきてる……ッ!!　よぉし、だったら!!　こうだぁぁぁ!!」

　僕はがばっと白びやく衣えを脱ぬぎ捨すて、ぎゅうぎゅうと丸めると、目の前のドリルに向かってえいやぁと投げつける！

「お、織おり人とさんが、自分からっ!!」

「どうだー!!」

　上半身ハダカになってしまった僕は思い切って叫さけぶ。もちろん脱ぎ捨てた白衣は、一いつ瞬しゆんで粉こな々ごなになり、塵ちりとなってドリルに弄もてあそばれ、二度と着ることができなくなってしまう。

「初はつ雪きさん！　これでどうです!!　気は、済すみましたか!?」

「……下もです」

「やっぱりですかぁ!!」

　僕はのたうつ鞭むち袖そでを大ジャンプでかわし、着地と同時に辿たどり着つく。

「こうなったら、外に……ッ!!」

　僕は教室後方の扉とびらに指をかける。

　狭せまい教室では無理だった。どうにか屋外にまで逃にげることができれば、初雪さん本体に回り込むコトだって

「できるのになんで開かないのこの扉ぁぁッ!!　あ、ひぃっ！」

　その隙すきを初雪さんが見み逃のがすハズがなかった。

　立ち止まった僕の袴はかまは、あっという間に鞭袖によって薙なぎ払はらわれ、恥はずかしながら、

「ふんどし一丁だ!!」

「それさえ、破けば……！」

「ここだけは勘かん弁べんッ!!」

　そもそも、

　僕はＲＰＧで言うトコロならパーティーの補ほ助じよ系けいであって実戦部ぶ隊たいじゃないのだ。攻こう撃げき力りよくのばか高い仲間と一いつ緒しよだった今までみたいな状じよう況きようだったらいいけど、こんな戦せん闘とう民みん族ぞくみたいなのと一対一は、

「さすがに辛つらいッ！　けど……ッ！」

　初雪さんはトドメとばかりに直上、鎌かま首くびもたげたドリル袖を僕へと振ふり下おろす。

「これで、どうだぁ──!!」

　僕は、ふんどしの他に身体を覆おおってくれている籠こ手て、そこに繫つながる《雨う情じよう軍ぐん配ばい》を、ドリルの切っ先へと真正面からかち合わせる!!

　瞬しゆん間かん、

「……ッ!?」

　糸くずにまで分ぶん解かいされた衣類が、教室中に撒まき散ちらされる。




　けれどそれは、僕のふんどしじゃなかった。




　それは、激はげしく回転するドリル制服が、軍ぐん配ばいと衝しよう突とつした瞬しゆん間かんに遠心力に負けたかのように四散した結果だった。

「どうして……？」

　肩かた口ぐちまで崩ほう壊かいした初はつ雪きさんの右みぎ袖そでの中から出てきたのは、予想通り白い生なま腕うで。

「僕が脱ぬぎ捨すてた白びやく衣えには、僕の『原初能のう力りよく』、《減殺セーブの雲》がたっぷり染しみこんでいたんです。それを巻まき込こんだドリルは徐じよ々じよに弱まって、ショックとともに自じ壊かいしました。それから──」

　僕は見み逃のがさなかった。武ぶ器きを失った初雪さんがもう一方の鞭むち袖そでを大きく振ふるい、僕へと迫せまろうとして、

「──僕は袴はかまにも、同じコトをしています」

　こちらへ届とどく前に、風化してしまうようにボロボロと鞭袖も崩くずれ、今や初雪さんは両袖を失い、剝むき出だしの両腕を呆ぼう然ぜんと見下ろしている。

「はッ！」

　隙すきを逃さないのはこっちも一いつ緒しよ。僕は一足で両腕の間に飛び込み、そのまま初雪さんの意い識しきだけを吹き飛ばすように霊れい圧あつによる当て身を繰くり出だす。

「ひゃぁ…………ッ！」

　ドンっと仰のけ反ぞった初雪さんが崩れる前に抱だきかかえれば、そのカラダは、メガネの初雪さんと同じようにしゃらしゃらと光になって消えていく──

「三さん兆ちよう院いんさん！」

　教室に溜たまる気配の変化、僕は仕方無しの相あい棒ぼうたる巻まき髪がみ娘むすめに振り返り、

「こっちですわ　ふんどし男！」

　ほぼ同時期に〝帰き還かん〟したとおぼしき彼女の僧そう服ふくも、ストリートファイターであるリュウとかケンの胴どう着ぎみたいにボロボロに果てている。

「そ、そっちの初雪さんはなにしてきたんですか？」

　思わず尋たずねれば、

「なんなんですの!?　わたくしさっきまで足あし技わざを主体とした体たい技ぎ、カポエイラ使いの遥はる奈な原ばら初雪に追いかけ回されましたわッ！」

　荒あら々あらしい修しゆ行ぎよう僧そう的てきに埃ほこりまみれの三兆院さんは、憤ふん懣まんやるかたなしといったカンジでカラダ全体の埃を叩たたいている。

　お互たがいに息を整えなければ、状況じようきようの整理をする余よ裕ゆうすらなかった。

　まったくと言っていいほど頭にエネルギーが回らないのだ。そして僕も三兆院さんも見た目以上に消しよう耗もうが激はげしい。混こん乱らんを収おさめる時間が必要だった。

　けれど、地じ獄ごくがそんなに甘いわけがなく、

「これは……」

「もう、なんだって言うんですの!?」

　──足音が聞こえる。

　度たび重かさなる緊きん張ちようと不安がこの時、僕達が持つある種の感覚を必要以上に敏びん感かんにしていた。

　二人は同時に悟さとったのだ。




「「遥はる奈な原ばら初はつ雪き地獄……!!」」




　声を重ねてすぐに、三さん兆ちよう院いんさんの姿すがたが見えなくなってしまうコトにもう注意を払はらっていられなかった。

　次から次へと現れる奈原初雪。

　僕の擦すり切きれ始めた神しん経けいはそれでも、教室前方の扉とびらへと集中する。

　今度はいったい──




「つかまえたぜ」




　その声に、僕は恐きよう怖ふすら蒸じよう発はつさせた。

　気を失わなかったのが不思議なくらい、僕はビックリしていした。

　すなわち左ひだり首くび筋すじ、背はい後ごから冷たい殺気と熱い吐と息いき。

「…………ッ……ッ!!!?」

　僕はどうやって反はん応のうしたのか、とにかく全力で前方へと転がるように逃のがれた。

「ふぅんっ」

　彼女はそれを、突つっ立たったまま静観している。

「く……っ」

　その遥奈原初雪の片かた目めは、恐おそろしく綺き麗れいに染そめられたダークブラウンの髪かみで隠かくされていた。

　いつの間に、教室へ。

　たぶん上の下着を着けていない初雪さんのブラウスは、おへそが見えるギリギリのトコロまで開かい放ほうされていて、スカートも呆あきれるほど短く、目の粗あらい網あみタイツに包まれた脚あしが大だい胆たんに露ろ出しゆつしてしまっている。

　彼女は一言で言えば、超えろい初雪さんだった。

　あらゆることを忘わすれさせて「うひゃぁ」と変な声をこの僕に出させるくらい、彼女はこのまま教室とかにいてはだめな女子高生だった。

「私の秘ひ密みつとともに──」

　ダークブラウンに染そめられた髪かみを持つ隻せき眼がんの初はつ雪きさんは、一本の剣けんを下げ段だんに構かまえている。

「──死ねよ」

　彼女は柔やわらかい陽よう光こうを反はん射しやさせるように刃はを傾かたむける。

「え……？」

　それは本物の初雪さんがいつも使っている細身の輪りん宝ぼう剣けんとは似にても似つかない厚く広い刃、水銀を塗ぬったようにぬらぬらと光こう沢たくを放つ長大な西洋両りよう刃ば剣けんだった。

　そして、その表面には、

「え、えくすかりばー!?」

　平ひら仮が名なで、かの聖せい剣けんの名前が極ごく太ぶとマジックとおぼしきモノで殴なぐり書がきされている。

　その切っ先が、僕の喉のどを一直線に指し示し、

「は、早すぎる……ッ！」

　一いつ瞬しゆんで詰つめられた間合い。振ふり下おろされた剣けん閃せんに、僕の上じよう腕わんから血しぶきが舞まい散ちった。

　見た目とはウラハラに、初雪さんの剣けん技ぎは正せい統とうを極めていた。

　質しつ実じつ剛ごう健けん。基き本ほんは両手、時には片かた手てに持ち替えて、初雪さんの『えくすかりばー』は僕を追いつめる。

　舞うように戦うのがいつもの初雪さんなら、このえろい初雪さんの攻せめはさながら激げき流りゆう。

　彼女の動きに追つい従じゆうするように、または反はん抗こうするように揺ゆれ動うごき、制服からこぼれんばかりの大きな胸むねを見ている暇ひまもありはしなかった。

　剣けん戟げきのすべてを軍ぐん配ばいごときで防ふせぎきれるハズもなく、術じゆつを練る隙すきすら与あたえられない。必殺の致ち命めい傷しようを防ぼう御ぎよすることで精せい一いつ杯ぱいな僕は、瞬またたく間に身体中を切きり刻きざまれる。

　急転直下の大ピンチだった。

　胸むな板いた狙ねらいの激はげしい直ちよく突とつ。えくすかりばーの先せん端たんを軍配の腹で防いだ僕は、そのまま吹き飛ばされ壁かべに激げき突とつし、ずるずると床ゆかに転ころがった。

　三度目の正直とでも言うかのように、今度こそ僕は初雪さんに追いつめられた。

　激突によるショックによる目め眩まいも回復しないうちに腕うでを取られ、僕は紐ひもが一本しか残されていない操あやつり人にん形ぎようのようにぶら下げられる。

「ぐ、あぁ……っ」

　その瞬しゆん間かん、ぞぞぞぞぞぞぞと、身体中に氷水を流し込まれたような感覚が僕を襲おそった。

　やっとのことで首をもたげ、そこに見たモノ。

「な、なにを……！」

　僕は初雪さんに、血ぬれの人差し指を、彼女の口で、吸すわれていたのだ。

「ふふ……」

　彼女は微ほほ笑えみ、僕に見せつけるように舌したなめずりをした。

　そして再ふたたび初はつ雪きさんが僕の指を口に含ふくんだ刹せつ那な、全身の、アラユルものが薄うすくなる。

「きゅ……吸きゆう精せい術じゆつ……ッ!?」

　立っていようという意志を、意志を抱いだいていようとする心そのものを、僕はダイレクトに吸すい取とられていた。

　麻ま酔すいをどっぷりとかけられたような頭の中では『これで終わりなのだ』という悔くやしさすら朧おぼろ。

　やがて、頭のなかで鐘かねを打ち鳴らすが如ごとき破は砕さい音おんが鳴なり響ひびく。




　──その音色は、全てを吸い取られた結果なのかと、僕は思った。




　が、そうではなかった……らしい。

　掠かすれた視し界かいの中で、初雪さんが僕を投げ捨てるようにして振ふり向むき、剣けんでなにかを防ふせいでいる。

　窓まど側がわより猛もう烈れつな勢いきおいで飛ひ翔しようしてくる物体が『えくすかりばー』を無む尽じんに走らせる初雪さん以外を、教室のアラユル物体を破は壊かいしていく。

　僕はそれを床ゆかに転ころがったまま見ていることしかできなかった。

　そして、ついには飛来した弾だん丸がんは西洋両りよう刃ば剣けんを砕くだき、持ち主である初雪さんそのものを光に霧む散さんさせる。

　けれど教室は元に戻もどらない。

　三さん兆ちよう院いんさんも現れない。

　ぱりん、かしゃんと、割れた窓ガラスを踏ふみしめながら、誰だれかが教室に入って来たのがわかった。




「オリト？」




　浅い水底から空を仰あおぎ見みるような視界の中、彼女の姿すがただけがやけにクリアに見える。

　仰あお向むけの僕を見下ろしていたのは、まるでハチマキをするように両の瞳ひとみを赤い革かわで覆おおい、そのまま後ろに回して長い髪かみをポニーテールに結った少女だった。

「バッカじゃないの」

　僕の窮きゆう地ちを救すくった初雪さんは、担かついでいた槍やりの如ごときものをズシンと床に突つき立たてる。

　先せん端たんから薄うすい煙けむりを棚たな引びかせている。

　それは大きな火ひ縄なわ銃じゆう。

　しかも、銃じゆう身しんはもちろん、持ち手である銃じゆう把はの部分まで黒光りする鋼こう鉄てつで造り上げたシロモノで、

「そんなことだと困こまるのよね、はっきり言って」

「は……初はつ雪きさ──」

「ストップ」

　喉のどを掠かすれさせた僕の口を、彼女は踏ふみつけるように片かた手てで押おさえる。

「私のコトはハツキって呼よんで」

　そして彼女は確たしかに二つの瞳ひとみで僕を睨にらみ付つけるようにして、吐はき捨すてた。

「あんなのと一いつ緒しよにされたら困こまるから」




　　　　　●




「〝次の灰姫候補セカンダリー〟って言うのよ」

　自分のコトを〝ハツキ〟と呼べと言った彼女の声が、

「え！　なに!?　なんだって!?」

　風に流され聞こえないので問い返せば、

「だからね、さっきあんたを襲おそった奴やつらとかのコトを〝次の灰姫候補セカンダリー〟と呼んでるの」

「ごめん！　風かざ鳴なりが酷ひどいんだ！　もう一回！　言ってもらえる!?」

　すると鋼こう鉄てつ火ひ縄なわ銃じゆうの使い手は、横一文字の赤ベルトの下に宿した両りよう瞳どう鋭するどく、ジャージ姿すがたの僕めがけて叫さけぶのだ。

「だからわたし達は!!　自分達のコトを!!　〝次の灰姫候補セカンダリー〟と呼んでるって言ってるのーっ!!」

「突とつ然ぜんうっさいですわよ!?　もうちょっとスピードを緩ゆるめて──だから、スピード！　この凧の速さを緩ゆるめてって言ってるんですのーッ!!　会話にならないんですのよぉぉ!!」




　──『えくすかりばー』を振ふるった露ろ出しゆつ過か多たぎみ吸きゆう精せいの初雪さんが、おそらくは僕らの味方なのであろう火縄銃使いであるハツキさんによって粉ふん砕さいされた、その後。




　同じハツキさんに助けられたという三さん兆ちよう院いんさんと共に、目め隠かくし女子高生の後に続いて開あかずの教室から校外へ。

「へ？　な……これは……!?」

　するとそこには、

「なん……なんですの、いつから埼さい玉たまは、鳥とつ取とり県に飲み込まれたんですの!?」

　一面、広大な沙さ漠ばくが、広がっていた。

　校舎の周囲にはぐるりと黄色い砂さ丘きゆうが盛もり上あがり、中天は苛か烈れつに白い太陽。

　砂すなの大地は鍋なべ底ぞこのように陽かげ炎ろうが揺ゆらめいて、炙あぶられた残ざん酷こくなくらい真っ青な空からは雲が完全に消し飛んでしまっている。

「なにここ……、世紀末？」

「いいえ森もり口ぐち織おり人と。わたくし達は校舎と一いつ緒しよに未来の地球に漂ひよう流りゆうしてしまったのかもしれなくてよ？」

　教室にあった自分のジャージを着込んだ僕と、三さん兆ちよう院いんさんがワケもわからずオロオロしていると、

「落ち着きなさいよバカ」

　ざざっと砂すなの上に並ならび立たったハツキさんは〈ざくん〉と総そう鋼こう鉄てつの火ひ縄なわ銃じゆうを砂にぶっ刺さし、手て慣なれた様子で、背せ中なかの袋ふくろから取り出した平べったいテントのようなモノを組み立て始める。

「時間が無いのよ。色々な説明は移い動どうしながらね」

「それ、なんですの？」

「なにって、見ての通り凧たこだけど。……ほら、乗って」

　言われてみればそれは、子供の頃ころに遊んだ三角形のゲイラカイトを四畳じようくらいに広げたモノに見えなくもない。

　が、

「これに……ですか？」

　乗れと言われても……とためらう僕らにかまうことなく、当のハツキさんは淀よどみない足取りで三角の頂点に座すわり込こみ、両手に紐ひもを絡からめ始はじめていて。

「早く、時間無いんだから」

　促うながされるまま砂の上から白い凧の上へと、この世界への侵しん入にゆう者しやである僕達二人は靴くつのまま足を踏ふみ入いれる。すると、

「じゃあ出発」

　言葉と共にふわりと空気を孕はらんだ凧は、

「なッ、浮うい……っ!?」

「シートベルトはどこですの!?」

　膝ひざの高さほどに浮ふ上じようして、風をたぐるようにして疾しつ走そうを開始する。僕は危あやうくその上から転ころげ落おちそうになり、縁ふちへと必死にしがみついた。

　景色はあっという間に後方へと消えていく。

　とは言っても沙漠の光景。代わり映えのない砂さ丘きゆうに点てん在ざいするのは、朽くちて傾かたむき、砂に埋まい没ぼつする校舎ぐらいしかない。

「ってあれ校舎ですよ三兆院さん！　ここって、いったい──」

「……遥はる奈な原ばらハツキと、お呼よびしてかまいませんわね？　この世界は、いったいどういうコトになっているんですの？」

　凧の操そう縦じゆう者しや、起き伏ふくに富んだ砂の地平線へと隠かくされた両の瞳ひとみを向けていたハツキさんは数秒の後に、唇くちびるを開いた。

　それが、彼女の冒ぼう頭とうの言葉に繫つながる。

「〝次の灰姫候補セカンダリー〟？　どういうコトなんですか!?」

「どこから説明すればいいんだろー！」

　後から僕は思ったのだけど──ハツキさん（達）にとって、それらはかなりの勢いきおいで説明が面めん倒どうくさく、他人にだけは喋しやべりたくない話題だったに違ちがいない。

「とにかく、わたし達は気が付いたらここにいたの！」

「わたし達って言うことは、やっぱり、この世界にはもっとたくさんの初はつ雪きさんがいるの!?」

「そういうコト!!」

　目め隠かくしベルトで結ばれた一ひと括くくりの黒くろ髪かみを、うるさそうになでつける彼女は半分以上ヤケクソだったのかもしれない。

「たぶんわたし達は、たった一人の遥はる奈な原ばら初雪から生まれたのよ！」

　彼女の表情、唇くちびるの皮肉な吊つり上あがり方は、今や瞳ひとみ以上に雄ゆう弁べんだった。

「その〝中ちゆう軸じく〟とも言える、たった一人の遥奈原初雪はなかなか困こまった娘こでね！　強すぎる思念に自分自身が振ふり回まわされちゃうような娘でさ。彼女はそこから逃にげ出だすように、まるで自分を切きり離はなすようにこの地じ獄ごくを突つき進すすんだのよ!!」

　初雪さんは同時に凧たこを操あやつる紐ひもを素す早ばやく閃ひらめかせる。三人を乗せた凧は、大おお鷹たかのように一ひと際きわ高い砂さ丘きゆうを駆かけ上あがり、強い浮ふ遊ゆう感かんと共に地表へと滑かつ空くうを開始。

「その結果、この世界に溢あふれる〝瘴しよう気き〟を取り込んだ彼女の〝想い〟は独自の自我とも言えるモノを獲かく得とくして、それぞれが勝手に成長をしてしまったの。見た目はまったく遥奈原初雪とも言える存そん在ざいのままね。んで、進化を遂とげたそれらは、なぜか〝聖せい剣けん使つかい〟だったり、〝忍にん術じゆつ使つかい〟だったりしたのよ。まるで〝アレ〟とは違う自分になろうともがくみたいに。……まあ、もちろんその中にはなんの力もない遥奈原初雪だっていたんだけどね！」

　僕と三さん兆ちよう院いんさんが緩ゆるめて欲しいと懇こん願がんしたスピードは、今や当初の四倍ほどにもアップしていた。

「……それでさ、この学校しか無い世界で生まれたわたし達は、どういうワケだか本ほん能のう的てきに確かく信しんして、悟さとっていたことが二つあった」

　しかも運転手であるハツキさんは、ここに来てまだまだ速度を上げているらしい。

「一つはもちろん、わたし達みたいなハツキは全員、最初っから本物なんかじゃないっていう自覚。わたし達にはオリジナルの遥奈原初雪からコピーされたマガイモノだって事実を、わたし達はみんな認にん識しきしてる」

　おそらく、風ふう圧あつに強く瞑つぶっていた眼めを、三兆院さんも見開いたハズだ。

「それからもう一つ。こっちのほうが重要。耳かっぽじって聞きなさいよ？　……いい？　わたし達〝次の灰姫候補セカンダリー〟には、オリジナルである〝中軸の灰姫プライマリー〟に取って代われる方法がある！　わたし達は全員、それを知っている!!」

　風圧も慣かん性せいも中和する陰おん陽みよう師じの気焰オーラが僕からも湧わき出だし、後方へと尾おを引き始める。

「初はつ雪きさんに代わって、本物になる……!?」

「その通り。そしてあんた達二人が今から向かうトコロは、その本物の遥はる奈な原ばら初雪、つまりわたし達、〝次の灰姫候補セカンダリー〟が求めてやまない〝中軸の灰姫プライマリー〟の眠ねむる校舎ってわけ！

「（これが……っ）」

　僕は言葉を飲み込むしかなかった。

　これが、初雪さんの生み出してしまった地じ獄ごくの姿すがた。

　凧たこを操あやつるハツキさんの背せ中なかに視し線せんを向ける。

　正直に言おう。彼女は正しよう真しん正しよう銘めいの遥奈原初雪だった。

　いくら自分のコトを『ハツキ』と呼よばせようとも、彼女はどう見てもあの遥奈原初雪であって、そして、教室で僕に襲おそいかかってきた誰だれもが、同じくどれも本物の彼女だった。

　この僕が、それを間ま違ちがえるはずがないのだ。

　彼女達は本物だ。

　──同時に、彼女たちはドウしようもなくニセモノでもあった。この僕がそれを間違えるはずがない。

　目の前のハツキさんですら、僕の知る初雪さんではなかった。




　僕は、激はげしく混こん乱らんしていた。




　まさしく地獄。

　遥奈原初雪同士が、我こそが次のオリジナルなりと争う、荒こう涼りようとした学校世界。

「さすがあの筆頭陰おん陽みよう師じが生み出した場所ですわ。絶ぜつ妙みように狂くるってましてよ」

　三兆院さんの言葉に、ハツキさんは「ふん……」と別べつ段だんムキになるでもなく、笑い飛ばし、

「とにかくオリト、わたしは他の奴やつらに気付かれる前に、一いつ刻こくも早くあなたを〝中軸の灰姫プライマリー〟のトコロへ──」

　異い変へんはその時、地表に起こった。

「「「──っ!?」」」

　凧の上の三人が同時に気付く。

　前方の左右、生クリームをならしたかのような砂すなで構こう成せいされた地面が複数、下から大おお振ぶりのナイフで突つき破やぶられるように鋭するどく盛もり上あがり始めたのだ。

「ちっ！　見つからずに突っ切れると思ったのに……！」

「見つからずにって、ここは沙さ漠ばくですよ!?　と言うか、え？　僕らって誰かに追われてたりするんですか!?」

「もちろん！」

　獲え物ものを定めたサメの如ごとく、周囲に砂の波を引き起こしながら追走接せつ近きんしてくる複数の物体をかわすように凧たこを操あやつり、

「この沙さ漠ばくはね、〝次の灰姫候補セカンダリー〟の中でも相当な実力者だけに贈おくられる〝姫ギムレツト〟の名を持つ四人のうちの一人〝勇いさ姫ひめ〟のナワバリなのよ……!!」

　ハツキさんが叫さけんだ瞬しゆん間かんだった。

　高速で移い動どうしながら砂すなを割って出現するのは、岩石の体表を持つ砂シャチとでも形容すべき生き物。

　そして、その動物の背せにまたがっているのは奇き妙みような流線型の仮か面めんを着けた女子高生達で──

「って、この人達また初はつ雪きさんですよ!?　ねえハツキさん！　彼女達の誰だれがその〝勇いさ姫ひめ〟なんですか!?」

「違ちがうの！　仮面を着けたこいつらは〝勇いさ姫ひめ〟に敗れて〝次の灰姫候補セカンダリー〟からも降おりてしまった推薦者レコメンダー。いわゆる〝姫ギムレツト〟の取とり巻まき連中ってヤツなのよ！」

　僕らを取り巻くシンプルな面は一様に無表情。

　けれどその下には初雪さんの顔があるのだというのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。覇は気きや迫はく力りよくの有る無しを除のぞけば、火ひ縄なわ銃じゆう使つかいのハツキさんと変わらない、一様に同じ気配。

　僕が改めてその『遥はる奈な原ばら初雪地じ獄ごく』に動どう揺ようを覚えたそのタイミングで、

「な……っ!?」

　砂イルカに乗った制服姿すがたの彼女達は、一いつ斉せいに左右へとばらけて砂に潜もぐる。

　直後に、

「うわぁあッ!?」

　眼がん前ぜん。僕らの行く手を遮さえぎったのは、沙漠のフタが開いたかのように突とつ如じよとして盛もり上あがった砂すな壁かべだった。

　三人が乗った凧はそれを避さけようとして間に合わず、嫌いやが応おうにも盛せい大だいに地面へとめり込むようにして横おう転てんし──

「くそぉぉっ!!」

「ぬはぁっ！」

「だから事じ故こるってわたくしは言ったんですの……っ！」

　──それでも投げ出された三人は体たい勢せいを立て直し、砂上へめり込んで着地する。

「今度は、何が……」

　口に侵しん入にゆうしてきた砂じや利りを吐はき出だしながら、僕は忽こつ然ぜんと出現した岩壁によりかかりながら体勢を立て直す。

「離はなれろオリト!!」

「へ？」

「〝勇いさ姫ひめ〟は軍を作ってる！　いや、軍と言うより蛮ばん族ぞく団だんか!?」

　びくりと手を引っ込めようとした瞬しゆん間かん、触ふれていた壁は鳴動し、ずずんという圧あつ力りよくをもって僕を痺しびれさせた。

「うぅわあっ!?」

「言ってくれるじゃねえか、〝逆さか姫ひめ〟ぇぇッ!!」

　大だい喝かつは頭上から降ふってきた。

　見上げて知る。

　僕が寄りかかった岩いわ壁かべは、言わば砂すなシャチの親玉とも言うべき砂クジラの体表だった。

　そして頂ちよう上じようで仁に王おう立だちになっていたのは、筋きん骨こつを隆りゆうと発達させ、柱のような棍こん棒ぼうを背せ負おっている、なんともワイルドな初はつ雪きさんだったのだ。

「あれが、〝勇いさ姫ひめ〟……」

　完全なる金きん髪ぱつには緩ゆるいウェーブがかっている。学校で見かけたら「番長だ！」と誰だれしもが思うであろう波動を彼女は全身から放っていて、

「って、あれ？　そう言えばさっき、あの〝勇いさ姫ひめ〟初雪さんはハツキさんのコト、〝逆さか姫ひめ〟って言いませんでしたか？」

「呼よんでたみたいね」

「ということは、ハツキさんも〝中軸の灰姫プライマリー〟を目指す〝姫ギムレツト〟の一人ってコトですよね!?」

　思わず後ずさる僕へと、

「わたしの場合は周囲からそう呼ばれてるだけ、名乗った覚えなんかない」

　ぴしゃりと、初雪さんは釘くぎのように言葉を打ち付ける。

「しっかしなんでこう次から次へとわたくし達の前に遥はる奈な原ばら初雪のニセモノが沸わいてくるんですの？」

　固くなってしまった僕とハツキさんの空気をモノともせず、我が道我が問いをぶつけてくる三さん兆ちよう院いんさんが、この時ばかりはありがたい。

　巻まき髪がみの術じゆつ士しが言う通り、僕らを囲む仮か面めんの推薦者レコメンダー達の人数はクラス二つ分以上もあるだろうか。圧あつ倒とう的てきな数で、じりじりと包ほう囲い網もうを狭せばめてきている。

「理由が知りたい？」

　火ひ縄なわ銃じゆうを構かまえる〝逆さか姫ひめ〟遥奈原ハツキの問いに、

「ぜひ」

　僕も周囲へ構えを解とかずに頷うなずく。




「〝次の灰姫候補セカンダリー〟が〝中軸の灰姫プライマリー〟になれる方法はたった一つ。森もり口ぐち織おり人とを我が物にするコト。それだけだから」




「な……」

「それでクリアー。この世界は終わりを迎えて、その遥奈原初雪が本物になって、元の世界は続行するのよ」

「待ってくださらない？　じゃあこの森もり口ぐち織おり人とが来なかったら、この地じ獄ごくはどうなっていたんですの？」

「オリトがこの世界に今日やって来るのは予言されていたのよ。そういうコトが得意な、とある〝姫ギムレツト〟によって」

　溜ため息いきすらつけなかった。脱だつ力りよくとも緊きん張ちようとも違ちがうなにかが、僕の体内を駆かけ巡めぐっていた。

「でも安心して、オリト。わたしは必ずあなたを〝中軸の灰姫プライマリー〟に辿たどり着つかせてみせる。彼女の封ふう印いんを解とくことができれば、あなたは本物のわたしと一いつ緒しよに元の世界に帰ることができる」

「でも、でも待ってください！　初はつ雪きさんが目を覚ましたらこの世界が終わるって、そうなったらハツキさん達、〝次の灰姫候補セカンダリー〟は──」

「オリト、この〝地獄〟を終わらせて」

　彼女はそれでも、両りよう瞳どうを覆おおう赤い革かわベルトを取らない。

「〝中軸の灰姫プライマリー〟を目覚めさせてこの世界にピリオドを打って！　お願いだから！」

　僕の両足は砂すなにめり込むように重くなる。

　世界を終わらせる。

　それじゃあ、まるで──

「あれが〝夢ゆめ姫ひめ〟の言っていた王子か！　者共行かせるな。あれはわたしのモノだ!!　この〝勇いさ姫ひめ〟が次の〝中軸の灰姫プライマリー〟になってみせる！」

　呆ほうけてしまったような僕を吹き飛ばす番長の怒ど声せいへと、

「手出しはさせないっ！」

　極ごく太ぶとの火ひ縄なわ銃じゆうを担かつぐハツキさんの姿すがたが揺ゆらいだ。

　そして知る。

　火縄銃使いのハツキさんが、周囲に推薦者レコメンダーを持たずして〝姫ギムレツト〟の名を与えられた理由を。

「分身……!?」

　その数は僕らを取り囲む推薦者の、ほぼ四分の一である十二人。

　鋼鉄の火縄銃を担いだ彼女が陽かげ炎ろうのようにたゆたった一いつ拍ぱく後のち、〝逆さか姫ひめ〟達はすでに機動掃そう射とう隊たいとでも言うべき布ふ陣じんを完成させて、号ごう砲ほうを連打していた。

　あっという間に仮か面めんの初雪さん達の一いつ角かくが崩くずれ、出現する脱だつ出しゆつ路ろ。

「やってくれるじゃねえか、〝逆さか姫ひめ〟」

　けれど、〝勇いさ姫ひめ〟はそんな殺さつ戮りくの光景に一切の動どう揺ようも見せず僕らを睥へい睨げいしており、

「あんたはあいかわらず汗あせくさいのね、〝勇いさ姫ひめ〟」

　両者の間に膨ふくれあがる怒ど気き。

　そして、耳をつんざく火縄銃の轟ごう音おんに、僕の迷まよいも吹っ切れていた。

「ハツキさん、僕も加か勢せいします！」

　十二人の先頭、おそらく核かくになっているハツキさんはしかし、

「行ってってば!!　道はわたしが確かく保ほするから!!」

　僕をキッパリと拒きよ否ひ。とりつくシマもないとはこのコトだったのだけど、

「だめです、ハツキさんだけを置いていけません」

　すがる僕に、目め隠かくしの彼女は情念混こん入にゆうを通り越し、感情を抑よく制せいしすぎて最も早はや唱となえるように告げてくる。

「お願いだから言う通りにして。この世界が終われば、〝次の灰姫候補セカンダリー〟は、どの道消えていなくなるんだから」

　彼女が火ひ縄なわ銃じゆうも使わずに僕へと放った、決別の言葉がそれだった。

「あの甘ったれの目を覚ましてやって」

　教室で僕を救すくい、この世界のありようを示してくれた彼女の引き替え条件は、

「遥はる奈な原ばら初はつ雪きのコトを信用してるんでしょ？　だったらこのわたしのコトも信用して」

　とても優やさしく僕を捕とらえて、抗あらがう力を根こそぎにした。

　それからハツキさんは、

「三さん兆ちよう院いんさん」

　初めて巻まき髪がみ術じゆつ士しの名を呼よんだ。

「なんですの？　遥奈原初雪。わたくしももちろん残りませんわよ？　森もり口ぐち織おり人とと一いつ緒しよに本物の元に参まいりますわ」

「わかってるわよ。お願い、絶ぜつ対たいコイツを連れてって。沙さ漠ばくの端はしで、もう一人の〝姫ギムレツト〟が迎えに来ているハズだから」

「言わずもがなですわ。森口織人、行きますわよ」

　巻き毛の術士はすでに高速移い動どう形けい態たい──つまりは絡新婦じよろうぐもに変へん態たいしている。

「必ず……」

　僕はハツキさんへとそう告げる。

　すると、彼女はようやく笑ってくれたのだった。

「言っとくけど、このわたしだってオリトのことは、信じてるんだから」

　彼女の視し線せんは、すでに僕から外れていたけれど。
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「むかつきますわ森もり口ぐち織おり人と。それ、わたくしのモノマネですの？」

　なぜ三さん兆ちよう院いんさんがブチキレているかと言うと、僕が「まったく！　なんで水が出てこないんですの？　この蛇じや口ぐちったらホントにイヤですわ！」とか、苛いら立だち紛まぎれに吐はき捨すてたからだった。




　──ピカピカと銀色に焼けた水道の蛇口は、朽くちかけた校舎の脇わきに一本だけのエノキダケのようにひょっこり生えていた。




　〝勇いさ姫ひめ〟の軍団を食い止める〝逆さか姫ひめ〟に送られ沙さ漠ばくの果てを目指していた僕らは、けれど行けども行けどもこの砂すなの海から抜ぬけ出だすことができずに、ついにはいつまでも中天にある太陽から逃のがれるように、とある校舎の廃はい墟きよ、その昇しよう降こう口ぐちが作る濃こい影かげの中にふぁっさと崩くずれ落おちたのだった。

「それよりこの沙漠はどこまで続くんですの？　森口織人、あなた責任とってどうにかしなさい」

　ひんやりとした昇降口のセメントの上に横たわったまま、巻まき髪がみの術じゆつ士しが喉のどを掠かすれさせている。

「なんで僕が」

　同じく、舌したを口の中に張はり付つかせながら、

「ハツキさんが沙漠の外れで別の〝姫ギムレツト〟が待ってるって言ったんだから、そこまで行くしかないですよ」

「だから、どこが沙漠の外れなのかってわたくしは聞いているんですの」

「知りませんがな」

　あまりの不毛さに思わず訛なまってしまう。

　──無む駄だ口ぐちをたたき合いながらも、いつの間にか身体の余よ分ぶんな熱が校舎に吸きゆう収しゆうされたみたいで、だいぶ疲ひ労ろうは振ふり落おとされている。

　休きゆう憩けい時間もあと僅わずか。

　僕はゴロリと体たい勢せいを変えて、校舎の中へと視し線せんを移した。

「大だい丈じよう夫ぶかな……あのハツキさん」

「〝逆姫〟のコトですの？　随ずい分ぶんと余よ裕ゆうですのね。心配だったら引き返していいんですのよ？　本物の遥はる奈な原ばら初はつ雪きのトコロにはわたくし一人で行きますわ」

「ったく、三さん兆ちよう院いんさんは本当に可か愛わいくな──」

　瞬しゆん間かん、なにが起こったのかわからなかった。

「い……ッ？」

　フィルムが終わってしまったのかのように突とつ如じよ、辺り一面、

「ちょ、ちょっとなにしたんですか三兆院さん！　悪ふざけはよしてください」

　両目を黒く塗ぬり潰つぶされたように一切のモノが見えなくなったのだ。

「なにもしてませんわ!?　と言うかなんなんですのこの地じ獄ごくは!!　真っ暗ですのよ!?」

　部へ屋やの光量ダイヤルを思いっきり素す早ばやくＯＦＦにされた瞬間のように方向感覚を一いつ瞬しゆん失って、立ち上がったはいいけど足が竦すくんでしまう。

　さすがの三兆院さんも、この理由不明の真まっ暗くら闇やみにはちょっとパニックになっているらしく、

「もういやですわ森もり口ぐち織おり人と!?　こうなったらここで二人で暮くらさなくて？　つつましく結婚式をあげてささやかな家庭を築きずけばよくなくって!?」

「ヤケになって変なコト叫さけばないでください！　それよりも見てくださいよ！　これ夜ですよ！　空に星が出てるんですが!!」

　急きゆう激げきな明るさの変化に潰されていた視し力りよくが、通常営業に戻もどり始はじめたのだろう。天を仰あおげば、そこにあるのは今度は光の粒つぶを黒い水面にぶちまけたような夜空。

　地平線を境さかいにしてできた、天に広がる星の沙さ漠ばくだった。

「油ゆ断だん……しないほうが……いいですわよ？」

「です、よね……？　なんせ、この世界で異い変へんは、全て初はつ雪きさん由来なんですからねっ!!」

　星明かりに青く浮うかび上あがってくる、夜の沙漠。

「しかも、今まで真っ昼間だったっていうのに、いきなり時間帯を夜にしちゃうようなのって、どう考えたって……、〝次の灰姫候補セカンダリー〟と言うよりも……」

「ですわね。きっと〝姫ギムレツト〟の仕し業わざなんでしょうね……」

　僕と黒くろ袈け裟さの術じゆつ士しは計ったように背せ中なか合あわせ、じりじりと闇に包まれた周囲に気配を探さぐり、

「なにかは……います！　けど、距きよ離り感かんがいまいち──」

　こうなったら頼たよれるのは、妖よう怪かい・絡新婦じよろうぐもの感覚を持っている三兆院さんかもしれない。

「どこから、来るんですの……？」

　そして、僕が彼女の反はん応のうにすぐさま追つい従じゆうできるようにと神しん経けいを尖とがらせた、その瞬間。

「よぉし、どっからでもかかってこぉいっ！　わたしがあいてになるぞぉお～♪」

「「お前は誰だれだ（ですの）!?」」

　突とつ然ぜんの声に、僕と三兆院さんはすぐ脇わきの空間へと思わず二人で突つっ込こんでしまう。

　なにしろ、脳のうが半分眠ねむってるのに無理矢理がんばって起きてるようなメルティボイスを発した張ちよう本ほん人にんは、

「あろ～あろ～♪」

　僕らのすぐ傍かたわらにいたのだ。

　いったいいつの間に。

　星明かりの砂さ上じように佇たたずんでいたのは、異い国こくのひらひらした小さなヘソ出しパジャマのような上着の上から全身を薄うすいヴェールで飾かざった褐かつ色しよくの肌はだ。踊おどり子こみたいな初はつ雪きさんだった。

　彼女はくいくいと腰こしを左右に揺ゆすってリズムを取りながら、

「そうなんです～♪　わたしがー、〝夢ゆめ姫ひめ〟なんですよぉお～？」

　僕達二人はそんな彼女に、一いつ瞬しゆんだけ釘くぎ付づけになってしまう、

「あの子、こんな表情もできるんですの？」

　巻まき髪がみ術じゆつ士しの言葉に、〝夢ゆめ姫ひめ〟と名乗った初雪さんは、冷蔵庫から取り出したばかりのキャラメルも一瞬で生なま状じように溶とかさんばかりのとろとろとした笑顔で「いぇい、いぇい！」と腰を振ふり、

「しかも、思いっきりヘソ出しですしね」

「おや、織おり人とクンはヘソフェチ♪」

「べ、別にそういうわけじゃありません！」

　しかも速そつ攻こうで僕ら二人に馴な染じんでいる始末。あとヘソフェチってなんだ。

「占うらないに出てたんですよぉ～。ちょうどこのくらいの時じ刻こくに、この校舎に来るって♪」

　そんな僕の小さな疑問は置いてけぼりで、相変わらず小さくリズムを取りながら、〝夢ゆめ姫ひめ〟は夜空と昇しよう降こう口ぐちを仰あおぎ見みている。

「だったらもっと早く迎えに来てくださってもよかったんじゃなくて？」

「ちょいやさ♪」

「痛いたぁいッ!?　な、なんで、僕の胸むねを突ついてくるんですか……!?　〝夢ゆめ姫ひめ〟さん……ッ！」

「そんなコトよりですわ」

　胸の痛みに苦しむ僕の抗こう議ぎ心しんを押おさえ付つけるようにして、三兆院さんは新たな初雪さんへと両りよう腕うでを組んでみせる。

「あなた、森もり口ぐち織人がこの世界にやって来るのも、予知していたんですって？」

「もっちろ～ん♪」

〝夢ゆめ姫ひめ〟はまるであらかじめそういう振り付けがしてあったかのようにステップを踏ふみ、

「わたし昔からそういうのばっかりが得意なんですよ～♪　やっぱり〝中軸の灰姫プライマリー〟と等質的に、巫み女こタイプだからなのかなぁ～♪」

　両腕をダイナミックに使い、自らの心情をユラユラと表現してくる。

「それなりの力があるって、言いたいんですの？」

「じゃなければ、単身で二人をお出迎えなんかしてないですよぉ～♪」

　剝むき出だしの肌、薄いヴェールに包まれた褐色から青黒い燐りん光こうがにじみ出す。彼女の舞まいに合わせて湧わき出だす黒光は、煙けむりのように広がり、侵おかした空間を夜そのものにして空気に溶とけていく。

　そう、彼女は沙さ漠ばくを包んだ特とく殊しゆなこの時間が己自身、夢姫によるモノだというコトをハッキリさせたのだ。

「〝逆さか姫ひめ〟との盟めい約やくにより、森もり口ぐち織おり人とを〝中軸の灰姫プライマリー〟の元に案内しちゃいます～♪」

　だから、僕の中にもその言葉はすっと入ってくる。息を詰つめた二人の無言を、〝夢ゆめ姫ひめ〟は了りよう承しようと受け取ったのだろう。

「こちらへ♪」と、踊おどり子こな初はつ雪きさんは僕らを校舎の中へと導みちびいた。

「この校舎の中に、本物の遥はる奈な原ばら初雪がいるんですの？」

　コケティッシュなモデルウォーキングで先を行く〝夢ゆめ姫ひめ〟は、

「〝中軸の灰姫プライマリー〟は、わたしが隠かくしてるんですよぉ～♪　これ、絶ぜつ対たいに秘ひ密みつにしてくださいね？」

「あなたが隠してる？」

「はい～♪　この世界のどこを探さがしても見つかるわけがないんですよぉ～。まさか〝次の灰姫候補セカンダリー〟が〝中軸の灰姫プライマリー〟を隠してるなんて、普ふ通つうは思いませんからね～♪」

　くるっとステップを踏ふんで振ふり向むいて、彼女は首から掛かけたナイフのような金きん属ぞく片へんを一つ、僕らの前にきらめかせる。

「これが『鍵かぎ』なんですよぉ～♪」

　黄金色をしたそれを片かた手てに、〝夢ゆめ姫ひめ〟は校舎の廊ろう下かを進み、階かい段だんを昇のぼったり降おりたりしながらキョロキョロと夜の中を探さぐっている。

「あなた、まさか遥奈原初雪を隠した場所を忘れたんですの？」

「大事なのは隠した場所じゃなくて、出で逢あう場所なんですよぉ～♪　わかりませんか？」

「わかりませんわよ！　と言うかなんであなたさっきから森口織人と手を繫つないでいるんですの!?」

「仲好しだから？」

「じゃあなんでこのわたくしとは手を繫いでくださらないんですのいいえ！　言わなくていいですわっ！」

「そもそも微び妙みような距きよ離り感かんだからなかな♪」

「だからなんで言うんですの!?　言わなくていいって言ったんですのよ!?　言わなくていいって言ったんですから言わなくていいんですのに……ッ!!」

「あ、ここでいいや」

　〝夢ゆめ姫ひめ〟が立ち止まったのは、三兆院さんの嘆なげきがわんわんと夜の校舎に響ひびき渡わたった余よ韻いんが消えてすぐ。校舎の突つき当あたりと言ってもいい一角だった。

「化学準じゆん備び室しつ……」

　僕は、彼女が見上げた扉とびらに刻きざまれた文字列を読み上げる。

「因いん縁ねん♪　感じちゃう？」

　おどけたように聞こえても、それは初雪さんの声で。

「とっととしてくださらない？」

「ちょいやさ♪」

　彼女はためらいなく、大おお振ぶりの鍵かぎで扉とびらの封ふう印いんを解かい除じよする。

　がちゃりと。

　戒いましめが緩ゆるんで、ドアがスライドする意志を僕に訴うつたえかけてくる。僕はそれに従したがう。

　涼すずしい風が、内部より吹き付けてくる。

「ようやくですわね」

　そして、頷うなずいた僕が暗い室内に足を踏ふみ入いれ、三さん兆ちよう院いんさんがそれに続こうとしたときだった。




【突とつ如じよ、三兆院様の行く手を一枚のタロットカードが遮さえぎるのでございます】




　不意に胸きよう中ちゆうに響ひびいた式しき神がみ、アメミヤさんの声。

「（すいません、今、なんて……）」

【いえ、なんでもございません織おり人と様。先に行ってくださいませ。そう、足元にお気をつけて──】

　──そうして扉は〝夢ゆめ姫ひめ〟によって、織人様が飲み込まれたまま、閉じられるのでございます。

「なんなん……ですの？」

　もちろん三兆院様は、御お札ふだのような一枚のタロットカードで道を塞ふさいだ〝夢ゆめ姫ひめ〟様を睨にらみ付つけます。

　すると、

「わたしの占うらないでは、この先に行けるのは織人だけなんだよぅ♪」

　指先にカードを挟はさみ込こんだ褐かつ色しよくの踊おどり子こは、リズムを止めて、巻まき髪がみの術じゆつ士しへと瞳ひとみを細めて。

「なにを、言ってらっしゃるん、ですの？　遥はる奈な原ばら初はつ雪き」

　突とつ発ぱつ的てきな困こん惑わくと怒いかりに三兆院様の声は震ふるえております。

　そんな敵てき意いを意に介かいする風もなく、〝夢ゆめ姫ひめ〟様。

「〝灰はい姫ひめ〟と王子の謁えつ見けんが終るまで、私と遊ぶというのは？」

「それも占いで出ているんですの？」

　答えるように踊り子の初雪様がにゃっ♪と笑みを浮うかべるのと、三兆院様の形ぎよう相そうが一変するのは、同時でございます。
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　──室内の光景に心を奪うばわれて、

「ちょっと〝夢ゆめ姫ひめ〟さん!?　三さん兆ちよう院いんさんっ!!」

　僕はこの空間に一人放り込まれたコトに遅おくれて気が付く。慌あわてて振ふり返かえり、扉とびらに手を伸のばそうとするも、

「あ、あれ……!?」

　この部へ屋やに入ってきた証しよう拠こともなる扉そのものが消しよう滅めつしていて、腕うでは奇き妙みような壁かべの表面を撫なでるだけ。そして、

「やっぱりこの部屋の壁は、ガラス……、いや──」

　ドンと拳こぶしを打ち付ければ鈍にぶく響ひびく。

　壁を縦じゆう横おう無む尽じんに埋うめ尽つくし、囲い込んでいたモノは影かげと共に暗く輝かがやく、

「──鏡の、岩？」

　磨みがかれたクリスタルのように金きん属ぞく質しつな石柱が立たち並ならぶその光景は、もちろん僕が転校初日に初はつ雪きさんを見つけ出したあの化学準じゆん備び室しつとは似にても似つかないモノだった。

「三兆院さんのコトだから、向こうは向こうで、きっとなんとかしちゃうだろうけど……」

　目め眩まいのように光を歪ゆがめる物体に囲まれた空間に、僕は重い頭を押おさえ、振ふり払はらうように首を動かし、目が慣なれてきたのに任まかせて周囲を観察する。

　部屋の空気は止まっていてそう広くはない部屋だというコトがわかった。見上げれば天てん井じようだけは異い様ように高く、銀色に煌きらめく鏡のような石柱は暗くら闇やみの中へと消えている。

「ん？　あれ……？」

　一いつ瞬しゆん、視し界かいが何重にかぶれたかのように見えた後、すぅぅっと暗い上空を見つめていた視し界かいが晴れていく。

　室内の奇き妙みような薄うす暗ぐらさに、さらに目が慣れてきたのかと思ったのも束つかの間、

「違ちがう、これは部屋が……柱が光って……」

　あっという間にそれは気のせいの限げん度どを超えてしまう。

　四方をガラス張ばりされた高こう層そうビルの中からいっぺんに数十個の日の出を迎えたら、きっとこんな風になるんじゃないだろうか。

　今やこの空間は歪んだミラーボールの内側のような有様。虹にじ色いろに乱らん反はん射しやした光が波がたゆたって感覚を翻ほん弄ろうし、思わず僕は膝ひざをつく。

「うあ……」

　クリスタルの内部から溢あふれる光が、こちら側と向こう側の境さかい目め、壁へき面めんの存そん在ざいをトリックのように消してしまう。

　そして僕は、そんな虹にじ色いろの空間の一角に、

「は……」

　ついに彼女を発見するのだ。

「初はつ雪きさん……!!」

　見えない床ゆかを蹴けり、僕は彼女が内包されている不ふ可か視しのクリスタルへと駆かけ寄よる。

「迎えに来ました、初雪さん！」

　しかし、伸のばした指先は白びやく衣えに巫み女こ服ふく、黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの彼女に届とどく前に透とう明めいな壁面に阻はばまれ、けれど

「さあ、一いつ緒しよにここから──」

　伸ばそうとした腕うでの先、閉じていた初雪さんの瞳ひとみが開かれる。

　それと同時。

「こ、……」

　正面にいた初雪さんにかかる影かげ。それを辿った場所にあったもの。

「これは……」

　あたかも万まん華げ鏡きようの如ごとく。

　──初雪さんは、重なり合う鏡の迷めい宮きゆうに迷まよい込こんでしまった童話の主人公のように、

「これが──」

　閉じ込められていた初雪さんは、一人じゃなかった。

　等身大の人形を展てん示じしているかのように、見み渡わたす限かぎり一面に並ならんだ巫女服の少女達。

　そして、

「これが……彼女達の発端……！」

　僕はそこに、理由もなく直覚してしまう。

　地じ獄ごくが姿すがたを変えたこの世界。

　争いあう初雪さんたちは、全てここで生まれ落ちたのだ。

　それはあたかも角度の異ことなる鏡によって分けられた、映り方の違ちがう遥はる奈な原ばら初雪。その現れ方は光の当たる角度と同じく、無む限げんなのだろう。

「じゃあ、全ての元となる〝中軸の灰姫プライマリー〟も、本当の初雪さんも、この中に……」

　僕の目の前には、最初に僕が駆け寄った初雪さんがニコニコと笑みを浮うかべてこちらを見つめている。

「初雪、さん……？」

　鏡の中の彼女は、僕のひび割れた呼よびかけに反はん応のうする。

　嬉うれしそうに微ほほ笑えんで、そっと、黒髪の彼女は、左ひだり隣どなりの初雪さんへと首を振ふった。

　それとまったく同期して一いつ斉せいに彼女達は、動いた。

　ざぁぁあ……と、視し界かいいっぱいに広がる無数の初はつ雪きさん達の視し線せんが一点に集中していく。




　彼女達に急かされるようにして、僕は居い並ならぶ初雪さんが作る回かい廊ろうを走る。




「あ、あぁぁ……っ」

　そこにいるはずなのだ。

　前ぜん人じん未み踏とう、単身で八はつ圏けんの十六、合わせて百三十六の地じ獄ごくを貫かん通つうして深しん奥おう、そこでクダンを呼よび続つづける〝瘴しよう気きの傷きず口ぐち〟を塞ふさごうとする陰おん陽みよう少女が。

　その代だい償しようとして、自らの想念が生み出した〝遥はる奈な原ばら初雪〟達を、自分がこうであったらと望んだ姿すがた達に狙ねらわれ続ける地獄を生みだし、なおも新たな分身を作り出してしまっている筆頭陰陽師が。

「初雪さん、どこですか!!」

　──空間の様相が変わり始めている。

　奥おくへ進めば進むほど、周囲の鏡面クリスタルは低くなり、それに従したがって内部に閉じ込められた初雪さんの姿も減へり始はじめる。床ゆかが色づき始め、赤黒い鉱こう石せきに組み替えられている。

「……う、ぐぅ……！」

　果てのない空間を前に両りよう脚あしが崩くずれそうになり、僕は立ちすくむ。

　悪お寒かんが止まらなかった。

　あまりにも茫ぼう漠ばく。〝逆さか姫ひめ〟に連れられた沙さ漠ばくのほうが、まだしも救すくいがあった。

　このまま彼女が見つからなかったらどうするつもりだ。もう二度と初雪さんに逢あうことが叶かなわなかったら僕はどうなってしまうのだろうか。

　薄うすい毒どくを吸すい続つづけさせられているように身体はこわばり、視界はますます狭せまくなる。

「なんで、ここまで来て……」

　とうとう地獄から僕を守る式しき神がみの防ぼう御ぎよに〝穴あな〟が開いてしまったのか。目が──思考が霞かすむ。

　喉のどが関節が、臓ぞう腑ふが裏うら返がえるように気分が悪い。

　瘴気が、濃こいのだ。

　でも、だとしたら、ここが地獄の深奥に違ちがいなく……。だから、ならばこそ、

「初雪さんは、絶ぜつ対たいにここへ辿たどり着ついてる……！」

　なんのために、あの妖怪達は僕を地獄の入り口に導みちびいてくれたというのか。

　あの逆姫は、僕という可か能のう性せいに全てを賭かけたんじゃないのか。

「……か、はぁっ……はぁっ、はぁっ……ぁあ」

　なのにどうして、僕は一歩も進めなくなっている。膝ひざについた手を上げろ。前を向け……！

「……、必ず、僕は……──」




　──華はなが一輪、足元に咲いている。




「……る……」

　握にぎり拳こぶしほどの赤黒い蓮はすの花だった。僕の両差しの間に。

　場ば違ちがいもいいほどに、凜りんと。

　そして華の表面は、キラキラうっすら、光の粒つぶがまぶされたように、

「……こおって、る……」

『砂すな御み門かど』の筆頭陰おん陽みよう師じ、その力の顕けん現げんは伶れい俐りな氷結として行使される。気焰オーラを纏まとった初はつ雪きさんの周囲にはいつだってダイヤモンドダストが舞まっていた。

「は……初雪さんっ!?」

　いるのだ。彼女はやはりここに。

　不可思議なまでの活力が骨こつ髄ずいを満たす。

　僕は凍こおりついた赤黒い蓮れん華げと流れてくる冷気、そして瘴しよう気きを辿たどって再ふたたび走り始める。

　全てが濃のう厚こうになっていく。

　周囲に散さん在ざいする完全に凍りついた蓮の華は進めば進むほどどんどん大きなものになり、立たち籠こめる瘴気は視し界かいが歪ゆがむほど辺りを満たし始めている。

　そうして辿り着く。

　悟さとる。




　この華々の全てが〝瘴気の傷きず口ぐち〟だったコトを。




　一ひと際きわ、天を衝つくほど巨きよ大だい。イメージとしてはピラミッド程ほどもあろうかという巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつにしか見えない、凍りついた赤黒い蓮の花。

　そのたもとに、一人の少女。

　純白だった白びやく衣えは、もはやその原型を留とどめておらず、形容しがたい赤茶色にそまり、緋ひ色いろの袴はかまは跡あと形かたもない。

　いったいなにが起これば、彼女があのような姿すがたになるのか。

　唯ゆい一いつまともと言ってよかったのは両りよう腕うでを包む黒くろ手て套ぶくろを残すのみ。

　まるで鬼おにの子のようになった、それが初雪さんだった。

「ああ」

　許ゆるせなかった。僕が彼女を守るはずだったのに。

　なんで、

　こんな。

「ああ……」

　僕は今まで、なにをしていたんだ。

　──凍こおりついた蓮はすの森を抜ぬけて、地じ獄ごくの深しん奥おう〝瘴しよう気きの傷きず口ぐち〟に到とう達たつした僕に気が付いたのか、陰おん陽みよう少女は背はい後ごを振ふり向むく。




「（織おり人と……さん）」




　彼女の声は掠かすれて、擦すり切きれていた。かろうじて届とどくその声こわ音ねは、

「（私、やりました。〝瘴気の傷口〟を全部塞ふさいだんです。やりました）」

　そうしてふらりと、力なく倒たおれそうになる初はつ雪きさんを、駆かけ寄よった僕は抱だきとめる。
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「初雪さん……！　そんな……初雪さん、しっかりしてください!!」

「彼女のカラダは〝瘴気の傷口〟と同じく、白く凍こおりついていた。受け止めた僕の腕うでが、指が、ビリビリと凍りついていく。かまわず僕は彼女を温めるように抱きしめ、呼よびかける。

「初雪さん！　眠ねむっちゃダメだ!!」

　彼女は僕を妖よう怪かい化かさせないために、単たん独どくで〝瘴気の傷口〟を塞ごうと行動を起こし、それが今、ついに達成されていた。

「ありがとう……、ありがとう初雪さん」

　僕はそのまま膝ひざを折る。

　初はつ雪きさんは、本当にどうしようもない女の子だった。

　とてつもなく優やさしくて、そして、僕を知らない。

「（もうこれで、織おり人とさんは妖よう怪かいにはなりません）」

「初雪さん、ごめん、喋しやべらないで……」

　僕はネユを呼よび出だし、そしてレキさんと共に式しき神がみ合体。ネオ式神に変じた大人ネユに任まかせるままに、初雪さんを回復させる。

「服はどうにかなりませんか？　アメミヤさん」

　初雪さんの微かすかな呻うめきを聞かないように、僕は視し線せんを外し、声に出して尋たずねてみる。

【おそらく初雪御嬢様の神しん宝ぼう・月つく撫なでから復元できます。やってみましょう】

　ネユによる処しよ置ちを施ほどこされた陰おん陽みよう少女の肌はだに赤みが戻もどり、汚よごれを拭ぬぐった肌は、僕の籠こ手てと初雪さんの両りよう手て套ぶくろが感かん応のうし気焰オーラを上げた部分から、元通りの白びやく衣えと緋ひ袴ばかまに包まれていく。

「織人さん……」

　冷れい凍とう保ほ存ぞん寸前まで行っていた声にも精せい気きが戻り始めている。

　瞳ひとみには色が戻り、黒くろ髪かみも風ふ呂ろ上あがりに匹ひつ敵てきするほどに艶つややかだった。

　彼女は、白しろ足た袋びに包まれた両の足でしっかりと立ち上がる。

　いまだ追いついていないのは初雪さんの現げん状じよう認にん識しきのみ。

「……どうして、ここに」

　──ギリギリだったのだ。

　彼女を救すくえる最良にして最後のチャンスに、僕は滑すべり込こむことができた。

　ああ。けれど、それでも──

「織人さん……？」

　膝ひざをつき顔を伏ふせてしまった僕に、初雪さんは戸と惑まどいの声。

「……僕の話をします、初雪さん」

　己の足元を見み据すえたまま紡つむげば、

「僕の気持ちを、聞いてください……」

　黒くろ髪かみの巫み女こが息を詰つめ、ほんの小さく、頷うなずく気配。

「……憶おぼえていますか、僕は初雪さんと出会ってから、まだ半年も経たってなくて……」

　自分が何を言い出すかわからないという恐きよう怖ふを、僕は思いきり握にぎり潰つぶす。制せい御ぎよする。

　僕は勘かん違ちがいしていたのだ。

　そう、僕は全く勘違いしていた。さっきまで僕を襲おそっていた目め眩まいいとだるさは、僕が瘴しよう気きに傷いたみ、削けずられていくからではなかった。

「……それなのに、たった数ヶ月のコトなのに、僕はもう、この期間を今まで生きてきた年月よりもずっと長く感じています。……あっという間の半年でした。けど、そのあっという間は、今だって僕を変え続けてて──」

　僕の中の何かが、封ふうじ込こまれていたなにかが、手て脚あしを伸のばす。

　その胎たい動どうに。僕の身体はずっと戸と惑まどい、反はん応のうを起こしていたのだ。

　両りよう腕うでを包む《雨情堤うじようのつつみ》が、今改めて僕を主だと認めるように震ふるえる。

「──きっと、何度生まれ変わっても、何度やり直すことがあったって、僕は今と同じこの道を選ぶと思います。たとえ、間ま違ちがった道だと誰だれかに言われたって、……僕はためらいません。それはたぶん、初はつ雪きさんに逢あえたからなんです。僕のこの世界は、初雪さんに出逢えたから、生まれてきたんです」




「僕はそのことを、……とても、誇ほこりに思っています。だから──」




　そう。

　僕が初雪さんに間に合ったのと同じく、時を迎えてしまったのだ。

　けれど、それでいい。

「──だから、たった今から喧けん嘩かをしましょう、初雪さん」

　言葉にできるのは、ここまで。

「僕と、戦ってください」

　初雪さんも、すでに僕が別のなにかに生まれ変わってしまっているコトに気付いているはずだった。

「僕には、押おさえてきてしまっていた僕の想いが……今まで殺してきてしまった僕の言葉が……そういうモヤモヤが、僕をクダンに変えてしまった──そうとしか、思えないんです」

　鏡を見なくても、僕には自分が拡かく張ちようされているコトがわかった。

　側頭部の両側には、後頭部へと伸びるように幅はば広ひろの角つのが現れているし、全身の皮ひ膚ふが鎧よろいのように骨こつ化かし始めている。

「僕と初雪さんが、なにか間ま違ちがったコトをしてしまったとしたら、それはたった一つ」

　鋭えい敏びんになった僕の感覚が、不ふ規き則そくに高鳴った初雪さんの心音を捕とらえる。




「──お互たがいに迷めい惑わくをかけまいと頑がん張ばってきた、これまでの日々です」




　初雪さんは瞳ひとみを丸くしていた。あたりまえだった。

　僕らの間ではそれが常じよう識しき。

　二人はお互いを思いやり続けてここまでやってきた。

　でも、地獄を破は壊かいしたみたいに、また新しく作り直さなきゃならないのだ。

「気付いていましたか？　僕らは今まで、一度も喧嘩をしたことがないんです。……もちろん僕は、それを正しいことだと思っていました。でも、初はつ雪きさんは傷きずつき、僕はクダンになってしまった」

　芯しんまで凍こおりついた〝瘴しよう気きの傷きず口ぐち〟に囲まれた地じ獄ごくの深しん奥おうで気付くにはあまりにも遅おそく、でも、それはたぶん、今からでも、まだ間に合う。

「このままだと、きっとまた繰くり返かえすことになります。だから、」

　無言の初雪さんは、けれど、僕を拒こばむ気配を見せず──

「初雪さんと僕が戦わなきゃいけなかったのは、妖よう怪かいでも、天てん魔までも、自分自身でもありません。それは、お互たがい同士なんです。僕と初雪さんが理り解かいし合あわない限かぎり、たぶんこの地獄は終わりません」

　それが証しよう拠こに、初雪さんの瞳ひとみの中に生まれたものがある。それは輪りん郭かくを持って、僕を見み据すえて貫つらぬいてくる。

「大だい丈じよう夫ぶです。初雪さんならきっとやれます。戦いましょう。そして僕を調ちよう伏ふくしてください。僕は初雪さんを、陰おん陽みよう師じ集団『砂すな御み門かど』の筆頭陰陽師を心から信じてています。だから初雪さん」




「僕と、跡あと形かたも残らないような喧けん嘩かをしましょう」




「私、不器用だから……」

　初雪さんは黒くろ手て套ぶくろをきゅっと鳴らして、懐ふところから銀色の御お札ふだを取り出して、それをそっと、口元へと持っていく。

「不器用だから、たぶん手て加か減げん、できませんよ……？」

　薄うす桃もも色いろの爆ばく発はつ的てきな気焰オーラが初雪さんから立たち昇のぼる。

　妖怪になったから僕にもわかるのだろう。その薄桃色の気焰は震ふるえが来るほどに恐おそろしく、そして、慈じ愛あいに満ちていた。

「ぐっ……!!」

　全身に吹き出るイヤな汗あせ。

　けれどここで負けるわけにはいかなかった。喧嘩をふっかけたこっちが舐なめられるわけにはいかないのだ。

「不器用だったらこっちも負けません。なにしろ──」

　僕は構かまえる。今までの陰陽師のやり方ではない。

「──なにしろ僕は、今まで一度も本当のことを初雪さんに伝えられずにここまで来ちゃってるんですから」

　身の内から湧わき上あがるクダンのやり方。陰陽師に対する怒いかりが取る形を、僕は全身を使って描えがき出だす。

「でも、今ならそれができる気がしています。その分だけ、僕が有利なはず」

　初はつ雪きさんは、そんな僕の気き迫はくを軽くいなすように、

「自分から妖よう怪かいになりたいなんて、とてもいけないことです」

　僕へと輪りん宝ぼう剣けん・月つく撫なでの切っ先を向ける。

「そんな織おり人とさんを、私は、誤ご解かいしていたのかもしれません……」

　迷まよいと震ふるえが、そこから消えている。固く、けれど柔じゆう軟なんな意志が僕に吹き付けてくる。

「負けないでくださいね、織人さん」

「もちろんです」

「森もり口ぐち織人さん。陰おん陽みよう師じとして、あなたを」

　彼女は僕に告げる。

「調ちよう伏ふくさせていただきます……っ」
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　──桜の季節を、僕らは何度も迎えていくのだろう。




「最近の織おり人とさんはたるんでると思います！」

　学校からの帰り道はいつもの裏うら山やま。

　満開の古木桜が作る並なみ木き道みちには、薄うす桃もも色の花びらを透すかしてそよぐなめらかな薫くん風ぷうが吹ふき抜ぬけている。

　そこを歩く初はつ雪きさんの黒くろ髪かみにくっついた桜の花か弁べんを眺ながめている僕へと、

「なんで織人さんは、あそこで捕つかまっちゃいますか」

　彼女はさらに頰ほおを膨ふくらませた。

　さて、なぜこんなにも初雪さんがぷりぷり怒おこっているかと言うと、それは今さっき解かい決けつしたとある事件に由来する。

「違ちがうんです初雪さん。これはほら、『春シユン眠ミン暁アカツキヲ覚オボエズ』なんです」

　と、僕はあくびを嚙かみ殺ころしてみせるのだけど。

「噓うそをついたってわかるんですよ？　織人さんが油ゆ断だんと言うか、きちんと本気を出さなかったのは、あの妖よう怪かいが女の子だったからです」

　──どれくらいの人が、猫ねこ又また・野の上がみ綾あやが僕に持ちかけてきた『ボス猫騒そう動どう』を覚えているだろうか。

　色々あって延のび延のびになっていたあれがようやく解決したのが今日だったのだ。

　事件は最初、妖力カリスマを失ってしまったボス猫の衰すい退たいを引き金とした、ただの猫の縄なわ張ばり争いだと思われていた。

　ので、野良猫達の相談役だった猫又・野上綾と、たまたま見み届とどけ役やくとして出向いた僕だけでたやすく落着すると思われていたのだけど、ようやくまとまった領りよう土ど確かく定ていの調ちよう停てい式しきとも言うべき場で、禍まが々まがしくも忽こつ然ぜんと姿すがたを現したモノがいたのだ。

　その妖よう怪かいの名を、油あぶらすまし。

　彼女の登場と『こんなの一人でできるもん！』状じよう態たいに陥おちいってしまった野上綾により、この事件は踏ふんだり蹴けったりの妖怪大戦に発はつ展てんしてしまったのだ。

「……──あんな妙みようなのと行アン灯ドンの油を奪うばい合あった記き憶おくなんかないのに」

　とグチりつつも、最終的には猫又である彼女自らが、油すましを調ちよう伏ふくしたこの一件の中で、実のところ僕は、待ち伏せしていた敵てきに捕とらえられるは、尚なおかつ洗せん脳のうを受けるは操あやつられるはで、仲間達の足を引ひっ張ぱってしかいない。

　いや、はや……。

『どんな事件であっても決して油断はするべからず』と陰おん陽みよう師じの心得を教え込んでくれた勒ろく天てんさんはもちろん、今や無理矢理二人目の師し匠しようみたいになっている元母、牛ぎゆう鬼き・森もり口ぐち緯い央おへと、僕はどんな面おも持もちでこの顚てん末まつを報ほう告こくをすればいいのだろう。

　……まあ、そんな師し匠しよう陣じんからの説教に比べたら、とてつもなく可か愛わいいものなんだけど、今回の件けんでは、初はつ雪きさんもかなりご立りつ腹ぷくらしい。

「いろんな意味で目を覚まさせてあげます！」

　ついには下校途と中ちゆう、ふざけた態たい度どではぐらかそうとする僕へと、桜の下の実力行使に打って出る。

「ひぃゃああっ!?」

　巫み女この両手に集しゆう束そくする気焰オーラ。

　まさか帰り道でこのような展てん開かいになろうとは思ってもいなかった僕はとっさに逃にげようとしたものの、制服の襟えりを摑つかまれ、広がった背せ中なか方向の首元に、

「ぃいひゃゃぁああああアアアアーッ!!」

　僕は思わず絶ぜつ叫きよう。首くび筋すじからドサドサと流れ込んでくるのは、あたかも長らく手をつけられていなかった駄だ菓が子し屋やさんのアイス用冷蔵庫の中に発生するような巨きよ大だいな霜しもの塊かたまり。

「ぃぃひいぃいアアアカカカんべんしてくだサイッ初雪さん死にます死にマスゥゥ!!　ひぃいいいぃ～っ」

「だったら白はく状じようしてください織おり人とさん。あの油あぶらすましと、いったい、あそこでなにをしていたんですか!?」

「な、なんにもしてませんよゥゥゥ!?」

「じゃあなんでみんなが駆かけつけたときに、あんなに二人で油でぬるぬるになってたんですか!?　もう絶ぜつ対たいに許ゆるせる事じ態たいじゃありません!!」

「待ってください油でぬるぬるってそれは初雪さんの妄もう想そうの中ですよ!?　僕は正しよう味みのトコロ頭に火を点けられてロウソクにされてたんですから!!」

「そんなイイワケしても無む駄だなんです！　私に妄想と現実の区別に意味なんかないんですから!!」

「そんなむちゃくちゃなぁぁ！」

　今や初雪さんから放たれるつめた～い小しよう規き模ぼな雪崩なだれれは、僕の服の内側パンパンに詰つめられていて、

「それよりも初雪さん！　お願いですからやめてくださいだってもう冷たいというか全身の感覚すら無くなってきて不思議に気持ちいい！　あと眠ねむい……」

「そう言えば春なのに、織人さんの吐はく息だけが白いです！」

「だとしたら早くなんとかしてくださいっ！」

　初雪さんは慌あわてたように両手から流出する濃のう密みつな吹雪をやめ、僕の服の中に腕うでを突つっ込こんで雪かきを開始する。

「そこまではいいですやめてくれたなら後は自分でやりますから！　あ、ちょっと、そこは!!　ちょ、ああ強い強い強い!!　痛いたい！　もげる！」




　……ごらんの通りだった。




　あの地じ獄ごくでの出来事以来、遥はる奈な原ばら初はつ雪きさんからは、ある種の硬かたさがなくなっていた。

　たぶんこれも、彼女と堂どう々どうと喧けん嘩かをするようになってから。

　ええと、喧嘩……と言うと、なにやら剣けん吞のんだけれども、つまりそれは、お互たがいに腹にイチモツ溜ためないでおく、ということかもしれない。なんと言うかより友達同士として、節度を持って忌き憚たんなく、とでも言ったらいいのだろうか。

　もちろん僕は、以前のように奥おく手てで控ひかえめな初雪さんも好きだったけど、目の前の彼女とどっちを選ぶのかと言われれば、……今はこちらの陰おん陽みよう巫み女こを、選びたかった。

　なにより、こちらのほうが──

「え？　初雪、さんっ!?」

　一いつ瞬しゆんだった。

　服の中から（もちろんズボンの中からも）真っ白い霜しもを叩たたき出だすコトに成功した僕の身体が、条じよう件けん反はん射しやのように冷え切った肉体を少しでも温めようとする激はげしい足あし踏ぶみを、

「慌あわてないでください」

　黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの彼女はなにを思ったのか、ぱぁんと掬すくい上あげる。動かした左ひだり脚あし以外は全くの無動にて行なわれた達人級の技わざにもちろん僕はモンドリ打って転ころげるのだけど、

「あったかいですか……？」

　天地をひっくり返され、大地に叩きつけられる振しん動どうのかわりに、

「あ、……あったかい、です……」

　僕は、すばらしく柔やわらかい枕に、後頭部を打ちつけていた。




　初雪さんの膝ひざ枕まくらだった。




「ぅ、うわ……」

　恐おそれ多おおいと言うか、なんと言うか。

　全身しもやけ一歩手前に痺しびれている僕は、為なされるがままになるしかなかった。本当は今すぐにでもここから立ち上がりたかったのだけれども噓うそです虚きよ勢せい張はりましたずっとここに住みたいですごめんなさい。

「あの油すましは……」

　僕は、桜の花びら越しに少しだけ逆ぎやつ光こうになっている初雪さんの顔を見上げながら弁べん解かいする。

「……野の上がみさんが……猫ねこ又またが、ねたましかったらしんです。なんだか、とっても楽しそうだったから……。やっと自分との因いん縁ねんを晴はらせるかと思ったら、そんなの全部忘わすれちゃったんだって、思って、拗すねて、野上さんのコトを手て酷ひどく困こまらせてやろうと、したんだって……」

「しかたないですね、織人さんは」

　え？　しかたないのは僕なのか……？

「許ゆるしてあげます。そのかわり、ここでしばらく、休んでください」

「初はつ雪き、さん……？」

　あの日。あの地じ獄ごくでの出来事以来、初雪さんは生まれ変わったみたいになっていた。

　でも、

「無理しなくていいんですよ？」

「む、無理なんかしてません！」

　僕の両手を片かた手てで目め隠かくししてしまう。

　そう、彼女の中には変わってない部分だって、きちんと残っている。

「だ、だって、織おり人とさんのカラダ、本当に……冷えきっていて……こ、このままじゃ、もしかしたら、死んじゃうかも、しれないし……。だったら人ひと肌はだで……あっためるのが一番って……勒ろく天てんさんが、前に言っていたんです……」

　そう。もちろんと言うかなんと言うか、僕は直ちよく接せつ押おさえられた眼がん球きゆうの裏うらにその光景を映し出されているのだ。

「だから……凍こごえてしまった織人さんを、私、服を脱ぬいで、じ、直に……そっと後ろから……暖めようとするんですけど、それでも本当に織人さんは、冷たくて……しかたないので、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るしかないと思って……」

　学校帰り──より正せい確かくに言えば学校経由で事件を解かい決けつして、遥はる奈な原ばら邸ていへと向かう途と中ちゆう──桜並なみ木きからは街を見下ろせる、ちょっとした草むらで。

「なのに、湯船に浸つかった途と端たんに、目を覚ました織人さんは急に動き出して……そんなつもりで、私、お風呂に入ったんじゃないのに、織人さんったら、わ、私の背せ中なかを……こ、こうやって、ゆっくり優やさしく、流し始めて……そ、それから、じゃあそのまま立ち上がって、こうしてごらんって……ゆっくり、私を……って」

　ようやく初雪さんは両目の戒いましめをといて、僕を覗のぞき込こんでくる。

「は、早くつっこんでください織人さんっ!!　いつまでやらせるんですかー!!」

「えっ!?　つ、つっこむ、って……？」

「な、なに考えてるんですかー!!」

「のわぁッ！　この体たい勢せいで立ち上がろうとしたらぁっ！」

「あ、す、すみませんっ！」

　慌あわてて抱かかえるように、転ころげ落おちそうになっていた僕の頭部は、初雪さんの膝ひざの上にのしっと帰ってくる。

「だ、だって、初雪さんの想そう像ぞうが、このままどこまで行くかと思って……」

　安あん堵どした僕が、そうやって胸むねの内を開くと、

「織人さんの、えっち！」

「は、初はつ雪きさんに言われたくないですよ!?」

　思ってもみないことを言われてしまう。彼女は続けて、

「違ちがいます！　私のは、き、きっと、織人さんがえっちなのが、感染うつったんです！」

「時系列が無茶苦茶になってる!!」

　濃こいピンク色に火ほ照てらせて顔を背そむけている初雪さんを、僕は見上げる。

「こ……」

　すると、彼女はそのまま僕へと、

「……こんな女の子は、やっぱりだめですか？」

　消え入りそうに、つぶやいてくる。

「いえ、まったくもって、構かまいませんけど」




　答えた僕は、そうしてまたもや急きゆう激げきに、彼女の妄もう想そうに引きずり込まれる。




　なにしろ、息を止めたその初雪さんが、そっと唇くちびるを、ぼくのそれに触ふれさせたこの感かん触しよく。

　前まえ触ぶれの無いこの初雪さんの行動が、まさか現実に起こったコトだなんて、どうしても僕には信じることができないのだ。





〈完〉
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　　　あとがき劇場




　シリーズで始めたのだから、このあとがきも例にならって今まで通り、登場人物達の掛かけ合あいで進めるべきなのでしょうが、物語の中で初はつ雪きさんがああいうコトになってしまったので、今回は普ふ通つうに作者がお送りするよ！

　みなさま、『森もり口ぐち織おり人との陰おん陽みよう道どう　巻まきのよん』をお手に取っていただき、まことにありがとうございます……！

　というわけで、本当ならばヒロインの初雪さんに、恥はずかしがりながらもどうにかこのあとがきを進行してもらう予定だったのですが……、こんなコトになるなんて思ってもみなかった作者だったのでございます。

　まだ本編を読まれていない方は「なんなのだいったい」と思われるでしょうが、ここはひとつ置いといて、作者の僕とおつきあいください。




　さて、陰陽道と言えば平たいらの将まさ門かど。




　女神転生シリーズでもおなじみマサカドゥスさんの首くび塚づかに、この間、なぜか友人の大学講こう師し、Ｒさんの案内の元、『東京将門ツアー』と称しようして行って参まいりました（その節はお世話になりました）。

　まずは東京都大手町一丁目にある首塚に義理を通して、最終的には、なんだか壮そう大だいなＲＰＧに隠かくされた重厚なストーリーのごとき、それこそメガテンばりな将門と東京に関する秘ひ密みつ（と言うかまごころ？）が明らかになるという、なんともすさまじいコースだったのですが、その中での話。

　都内でも有名な冨ふ士じ塚づかの頂ちよう上じようで一休みしつつ蚊かに食われていた時だと思うのですが、ちょっとした神社仏ぶつ閣かく談だん義ぎの中で、

「よく、街中にある小さなお稲荷いなりさんのお社やしろって、作るのは簡かん単たんなんですけど、それ以い降こう、取とり壊こわしたり移い動どうさせることができないんです。すぐに祟たたるので」

　と、大学講師のＲさん。

「あれ？　でも元々は地面の上にあったお稲荷さんが、ビルの屋上に移うつるコトがありますけど、あれは大だい丈じよう夫ぶなんすか？」

　僕らは他にも友人数名と都内を回っていたのですが、その中の一人が「そう言えば……」的な質問をします。

　するとＲさんは、ふむむと首を傾かたむけて、

「あれは、ビルを地層の一種と考えたらいいのだと思います。確たしかに地図上で確かく認にんできるＸ軸じくＹ軸じく移い動どうでは祟たたりが発生しますが、垂直方向であるＺ軸上での移動は、大地の隆起と同義と見なすのでしょう」

　そもそも、私たちが住んでいる地表の下にも、先人達の生活の跡あとがあり、お稲荷いなり様も地表が更こう新しんされるたびに、上方向に移動しているのですから。

　ははぁ、と僕は合が点てんがいきました。

　この方はたぶん、実は陰おん陽みよう師じなのだな、と。それで合点がいったのです。この方は日々、僕らを霊れい的てき災さい害がいから守ってくれるゴーストスイーパーに違ちがいない。

　つまりこういうコトです。

お狐きつね様『この地に祭まつり上あげておいて勝手に我を動かすとはどういうコトじゃ!?　コトによっては末代まで祟るッ！』

陰陽師「お待ちください、稲荷神いなりのかみ。風は少々強くなりましたが、考え違いをなさらぬよう。社やしろは以前の場所から動いていないばかりか、あなた様のお社は以前とは比べようもなく大きくなったのです。今や稲荷の社を屋根としたその下には、あなた様の加か護ごを願う人々が集っております。これも常つね日ひ頃ごろからの稲荷神のご威い光こう、遍あまねくこの土地に広まっている証しよう左さ。その声、伏ふし見みの御おん方かたへも届とどいておりましょう」

お狐様『そ、そうなのかぁ？　……ふむ、よい。ならば我が勘かん違ちがいをしていたようだ。今後とも稲荷神としてこの地で励はげむとしよう』

　ヒトと、そうでないモノとの見事な仲立ち。

　これが陰陽師の仕事でないとしたら、いったいなんなのでありましょう。

　もっと早くこういうコトに気づいていればよかったですね！




　さて、というわけでそういったエピソードをまったく盛もり込こむコトなく、ここまで続いた『森もり口ぐち織おり人との陰陽道』ですが、今巻で、とりあえずの幕まくを降おろします。




　思えばこのシリーズを執しつ筆ぴつしている間にも、いろいろなコトがありました。

　中でも僕の心の中でずっと渦うず巻まいていた思いと言えば、それは『やっぱり、作家は読者の方に支ささえられているなぁ』ということでした。

　もちろん、イラストレーターのとりしもさんや、担当編集部のお二方、その他たくさんの部ぶ署しよの方に支えられて出版にこぎ着けられているというコトにも、そこには感かん謝しやしてもし尽つくせない思いがあるのですが、やはり、本の書き手とダイレクトに通じているのは、本の読み手である、あなたなわけで。

　僕はよく、自宅以外のファミレスなどで仕事をしているのですが、近くの席で高校生や大学生が僕よりも先にテーブルで辞書とか参考書を開いていて、こちらが帰る時分になってもまだがんばっている姿すがたなどを見ると、なんだか励まされる思いだったりするのです。

　こちらが励はげまされた分、少しでもお返しできたなーとか、そういう意気込みでもって、今後とも、楽しいひとときをお届とどけできるよう、おかゆは精しよう進じんしていきたいと思った次し第だいでございます。

　という感じで、次はどんなかたちで皆みな様にお会いできるか、今からすごく、楽しみなのです。





おかゆまさき









おかゆまさき

〝たとえ話の魔力〟に取り付かれてしいまうと、簡単な事でも何かにたとえないと理解できないという症状が出てくるので注意が必要です。『Ａｍａｚｏｎの便利さ？　なんて言えばいいのかな…、引っ越しで置いて来ちゃった飼い犬が、ある日突然、美少女になって新居まで追いかけて来るくらい便利…って、え？　全然解んない？　どれくらい解らない？　ちょっとたとえて貰っていい？』
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とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
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